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巻 頭 言

昨
年
本
学
は
創
立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
、
一
一
月
一
九
日
に
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
催
し
ま
し
た
。
一
一
〇
周
年
は

特
に
記
念
事
業
は
行
わ
ず
、
次
の
一
二
〇
周
年
に
向
け
て
の
〝
教
育
改
革
〞
を
始
動
す
る
と
と
も
に
、“V

ision 120 ”

を
公
表
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
今
、
日
本
の
大
学
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
は
、
大
学
教
育

の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
本
学
で
は
前
学
長
後
藤
祥
子
先
生
が
ご
在
任
中
か
ら
、
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

移
転
が
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
中
・
長
期
計
画
の
見
直
し
を
行
う
な
か
で
、
二
〇
〇
九
年
度
に
大
学
将
来
構
想

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
一
〇
年
三
月
の
理
事
会
で
「
今
後
の
学
部
、
大
学
院
の
再
編
は
目
白
地
区
で
行
う
」
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
理
事
会
の
下
に
学
園
綜
合
計
画
委
員
会
を
置
き
、
抜
本
的
な
教
育
改
革
を

創
立
一
二
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
す
る
こ
と
で
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

教
育
改
革
に
あ
た
っ
て
、
今
後
の
教
育
を
創
立
者
の
建
学
の
精
神
を
今
に
活
か
し
た
方
向
で
行
う
こ
と
を
確
認
し
、

女
子
を
「
人
と
し
て
、
婦
人
（
女
性
）
と
し
て
、
国
民
（
社
会
人
）
と
し
て
」
の
三
方
向
か
ら
教
育
を
行
う
と
い
う
建

学
の
精
神
を
基
に
、
本
学
が
育
成
す
る
学
生
像
を
描
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
一
．
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
を
備

え
自
分
の
信
念
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
人
、
二
．
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
自
ら
す
す
ん
で
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

人
、
三
．
高
い
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
国
際
的
視
野
が
も
て
る
人
と
し
ま
し
た
。「
女
性
と
し
て
」
の
対
応
は
議
論

を
重
ね
た
上
で
敢
え
て
「
女
性
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、
女
性
と
し
て
の
特
性
あ
る
い
は
特
徴
を
「
各
人
の
個
性
と

能
力
」
と
し
て
こ
れ
に
充
て
て
い
ま
す
。

創
立
一
二
〇
周
年
に
向
け
て
新
た
な
日
本
女
子
大
学
を
目
指
す

日
本
女
子
大
学
学
長

成
瀬
記
念
館
館
長

蟻

川

芳

子
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現
在
社
会
が
求
め
る
人
材
と
は
、
専
門
性
を
問
う
前
に
幅
広
い
教
養
と
外
国
語
が
身
に
つ
い
て
い
る
人
物
が
ま
ず
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
学
部
の
再
編
を
目
白
地
区
で
行
う
と
し
た
の
も
、
人
間
生
活
科
学
系
・
人
文
科
学
系
・
社
会
科
学
系
・

自
然
科
学
系
の
四
学
部
の
教
員
の
総
合
力
を
活
か
し
た
基
盤
的
な
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
本
学
の
特
徴
と
強
み
を

充
分
に
発
揮
し
よ
う
と
企
て
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
従
来
の
教
養
科
目
の
柱
で
あ
る
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
、
本

学
で
は
人
間
生
活
科
学
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
養
教
育
の
幅
が
広
が
り
、
人
間
生
活
を
よ
り
よ
く
理
解
し
て
自
己

の
生
き
方
や
社
会
貢
献
に
役
立
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
近
年
私
の
属
す
る
日
本
化
学
会
に
お
い
て
も
、
先
端
科

学
技
術
の
目
的
が
「
環
境
と
安
全
な
生
活
の
共
生
を
目
指
す
持
続
的
発
展
」
と
い
う
よ
う
に
、
生
活
に
視
点
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
語
学
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
、
各
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
数
に
お

い
て
中
規
模
で
あ
る
本
学
で
は
、
全
学
的
に
今
以
上
の
き
め
細
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
め
る
も
の
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
語
学
教
育
は
大
学
の
み
の
改
革
で
は
な
く
、
日
本
女
子
大
学
の
一
貫
教
育
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
各
段
階
で
到
達
度
を
設
定
し
、
学
生
に
語
学
、
特
に
英
語
力
の
自
信
を
つ
け
て
社
会
に

送
り
だ
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

目
白
地
区
で
全
学
の
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
専
門
教
育
の
見
直
し
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
学
科
間
の
重
複
を
で

き
る
だ
け
避
け
、
教
員
の
力
を
有
効
に
活
用
し
て
特
徴
あ
る
専
門
教
育
の
展
開
を
試
み
る
計
画
で
す
。
目
下
、
こ
の
よ

う
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
の
検
討
を
主
軸
に
、
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
及
び
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
部
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
地
域
と
の
連
携
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
活
動
、

外
国
語
研
修
ま
た
は
新
し
い
研
究
拠
点
の
場
と
し
て
、
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
と
相
補
的
に
学
園
の
教
育
・
研
究
活
動
を
支

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
創
立
一
二
〇
周
年
に
は
、
新
し
い
日
本
女
子
大
学
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
二
年
五
月

004-005_12_巻頭言.indd   5 12/06/29   18:23
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ずいそう

上
代
タ
ノ
先
生
に
学
ぶ

原　

育
子

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
夢
と
希

望
を
も
ち
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
作
り
は
女
性
の
力
で
！
女
性
の
豊
か
な

感
性
と
優
し
さ
で
町
を
明
る
く
し
て
行
こ

う
、
そ
し
て
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
！
と
「
環
境
保
全
、
啓
発
、
顕
彰
活
動
」

を
柱
に
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月
、

「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
を
結
成
し
た
。

地
域
に
残
る
古
い
因
習
や
男
尊
女
卑
の

傾
向
は
未
だ
拭
い
切
れ
な
い
面
が
あ
り
、

住
民
の
意
識
改
革
の
必
要
性
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
の
現
代
社
会
を

生
き
る
た
め
に
は
女
性
が
賢
く
な
ら
ね
ば

と
試
行
錯
誤
し
て
い
た
。

大
東
下
分
出
身
の
上
代
タ
ノ
先
生
の
故

郷
で
あ
る
の
に
ど
う
し
た
こ
と
か
、
地
元

の
大
東
で
は
先
生
の
偉
業
は
殆
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
思
い
、
先
ず
上
代
タ
ノ

先
生
を
知
ろ
う
！
多
く
の
町
内
外
の
人
々

に
も
知
っ
て
貰
お
う
、
そ
し
て
小
学
生
の

子
ど
も
た
ち
に
も
！
「
大
東
町
の
女
性
の

集
い
」
の
会
員
た
ち
も
深
く
知
ろ
う
と
、

島
根
史
学
会
会
長
の
池
橋
達
雄
氏
、
町
誌

編
纂
委
員
の
松
田
勉
氏
、
親
戚
筋
の
筒
井

英
雄
氏
等
の
講
演
を
聞
く
勉
強
会
を
開
い

た
。上

代
タ
ノ
先
生
は
特
に
女
子
教
育
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
に
は
裁
縫
や
花

嫁
修
業
の
よ
う
な
習
い
事
だ
け
で
は
な
く
、

本
当
の
人
間
教
育
の
必
要
性
を
述
べ
て
お

ら
れ
る
。

「
日
本
の
将
来
を
支
配
す
べ
き
婦
人
の

精
神
力
は
盲
目
的
、
雷
同
の
態
度
か
ら
は

生
ま
れ
ぬ
、
幾
世
紀
待
っ
て
も
無
か
ら
有

を
生
じ
ぬ
、
作
ら
ず
し
て
完
成
さ
れ
ま
せ

ぬ
。
我
々
は
先
づ
問
題
に
直
面
し
て
虚
心

坦
懐
、
我
々
自
身
が
殆
ど
本
能
的
に
持
っ

て
居
る
道
徳
的
観
念
ま
た
は
判
断
に
訴
え

て
み
る
こ
と
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ぬ
。」
云
々
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ

れ
が
「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
の
進
む

べ
き
道
で
あ
る
と
感
じ
た
。

上
代
タ
ノ
先
生
は
一
八
八
六
（
明
治
一

九
）
年
七
月
三
日
理
解
あ
る
両
親
の
許
に

生
ま
れ
、
川
遊
び
が
大
好
き
な
天
真
爛
漫

朗読劇「郷土の誇り　上代たの」

006-013_04_随想_原他2.indd   6 12/06/29   18:24
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随 想

な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、
春は
る
え殖
尋
常
小
学

校
、
大
東
高
等
小
学
校
、
松
江
高
等
女
学

校
を
卒
業
し
て
日
本
女
子
大
学
校
英
文
学

部
に
入
学
し
た
。

「
当
時
松
江
に
は
汽
車
が
な
か
っ
た
の

で
松
江
か
ら
蒸
気
船
で
米
子
ま
で
出
て
一

泊
し
た
。
そ
こ
か
ら
中
国
山
脈
の
四
十
曲

峠
を
人
力
車
で
越
え
て
津
山
に
出
た
。
急

な
坂
道
な
の
で
登
る
時
に
は
車
を
引
く
人

が
後
か
ら
押
し
、
下
る
時
に
は
後
か
ら
引

っ
ぱ
っ
て
行
く
と
い
う
有
様
だ
っ
た
。
津

山
で
一
泊
し
て
そ
こ
か
ら
こ
れ
も
人
力
車

で
岡
山
ま
で
行
き
、
山
陽
線
の
汽
車
に
乗

っ
た
」
と
述
懐
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
冒
険
じ
み
た
こ
と
は
誰
に

で
も
出
来
な
い
。
然
も
女
の
子
が
一
人
向

学
心
に
燃
え
る
と
は
い
え
、
勉
学
の
精
神

と
偉
大
な
る
信
念
と
勇
気
の
持
主
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

上
京
以
来
、
主
な
業
績
を
述
べ
て
み
る

と
新
渡
戸
稲
造
、
成
瀬
仁
蔵
を
始
め
、
よ

き
指
導
者
に
巡
り
合
い
、
多
く
の
エ
リ
ー

ト
た
ち
と
の
面
識
を
持
ち
、
様
々
な
経
験

を
積
み
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
大
学

へ
入
学
、
再
度
の
留
学
で
修
士
の
学
位
を

授
か
っ
た
。

一
九
二
三
年
に
は
皇
太
子
妃
（
昭
和
天

皇
）
内
定
の
久
邇
宮
良
子
妃
殿
下
に
数
回

に
わ
た
り
米
国
文
学
の
進
講
を
す
る
栄
誉

に
も
恵
ま
れ
た
。

戦
後
は
婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟
日
本

支
部
会
長
を
始
め
、
婦
人
国
際
平
和
自
由

連
盟
総
会
日
本
代
表
、
原
水
爆
禁
止
運
動

や
世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
七
人
委
員
会
創
立

な
ど
国
際
的
視
野
を
高
め
活
動
さ
れ
た
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
、
第
六
代

日
本
女
子
大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
た
。
開

か
れ
た
女
子
教
育
を
め
ざ
す
と
共
に
開
架

式
図
書
館
の
充
実
に
力
を
注
が
れ
た
。
故

郷
の
大
東
高
校
、
春
殖
小
学
校
、
大
東
小

学
校
へ
も
図
書
を
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
、
茅
誠
司

等
と
共
に
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
を
創
立

さ
れ
た
。「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
は

計
ら
ず
も
「
振
り
込
め
詐
欺
防
止
」
の
寸

劇
出
前
を
続
け
る
中
で
、
二
〇
〇
九
年
、

「
小
さ
な
親
切
実
行
章
」
を
受
章
し
た
。

上
代
タ
ノ
先
生
は
勲
三
等
宝
冠
章
の
受

章
や
東
京
都
名
誉
都
民
に
推
挙
さ
れ
勲
二

等
瑞
宝
章
を
授
け
ら
れ
る
な
ど
最
高
の
栄

誉
を
称
え
ら
れ
、
大
き
な
業
績
を
残
し
一

九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
四
月
八
日
急
性

心
不
全
の
為
逝
去
、
九
五
歳
の
生
涯
を
閉

じ
ら
れ
た
。

先
生
の
墓
地
は
大
東
町
の
宗
専
寺
に
あ

る
。
春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
の
美
し
い
大

自
然
に
囲
ま
れ
、
春
殖
で
一
番
高
い
高
ノ

峰
山
を
望
ん
で
い
る
。

亡
く
な
ら
れ
る
三
年
前
、
自
ら
建
立
さ

れ
正
面
に
「
上
代
た
の
之
墓
」、
墓
石
の

裏
に
は
「
故
郷
を
愛
す
、
国
を
愛
す
、
世

界
を
愛
す
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
で
は
、
二

〇
〇
二
年
か
ら
上
代
タ
ノ
先
生
を
知
ろ
う

と
学
習
を
始
め
、
女
性
の
地
位
向
上
と
世

界
平
和
を
訴
え
続
け
ら
れ
た
先
生
を
た
た
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え
、
奇
し
く
も
平
和
六
〇
年
の
よ
き
日
、

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
一
月
二
三

日
、
町
役
場
の
許
可
を
得
て
大
東
町
の

「
悠
々
広
場
」
に
上
代
タ
ノ
先
生
の
顕
彰

碑
建
立
序
幕
の
式
典
を
挙
げ
た
。
末
永
く

郷
土
の
誇
り
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く

所
存
で
あ
る
。
石
碑
の
文
字
は
先
生
の
教

え
子
で
あ
る
書
家
陶
山
由
利
子
氏
の
揮
毫

に
依
る
。

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
七
月
三
日
、

上
代
タ
ノ
生
誕
一
二
〇
年
の
墓
参
と
顕
彰

碑
建
立
に
合
わ
せ
て
日
本
女
子
大
学
学
長

後
藤
祥
子
氏
（
当
時
）、
藤
枝
修
子
氏
が

来
町
さ
れ
、「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」

の
会
員
ら
と
歓
談
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

更
に
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
一
二
月
、

顕
彰
碑
建
立
一
周
年
に
は
再
び
後
藤
祥
子

学
長
を
招
き
、
大
東
高
校
に
於
い
て
高
校

生
、
一
般
町
民
に
向
け
て
「
日
本
の
未
来

の
た
め
に
」
と
題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
い

た
。「

大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
で
は
、
町

内
小
学
校
を
訪
問
し
、
上
代
タ
ノ
先
生
の

朗
読
劇
発
表
を
続
け
て
い
る
。

先
生
を
学
ん
で
一
〇
年
、
こ
れ
か
ら
も

平
和
を
め
ざ
し
人
に
や
さ
し
く
、
故
郷
を

愛
さ
れ
た
先
生
を
学
び
続
け
た
い
。

（「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
顧
問

 
は
ら　

い
く
こ
）

絵
絣
展
、
藍
に
生
き
て

福
井　

貞
子

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
の
新
春
か

ら
成
瀬
記
念
館
で
開
催
の
「
絵
絣
展
、
藍

に
生
き
て
」
に
召
喚
さ
れ
た
私
は
、
傘
寿

記
念
の
夢
の
よ
う
な
出
来
事
で
名
誉
な
事

に
な
り
ま
し
た
。

貧
し
い
農
婦
の
私
が
日
本
女
子
大
学
通

信
教
育
部
に
入
学
し
、
成
瀬
仁
蔵
先
生
の

教
育
理
念
を
学
ん
だ
こ
と
が
人
生
の
出
発

点
と
な
り
ま
し
た
。「
女
性
を
自
立
で
き

る
人
間
に
す
る
」
│
こ
の
尊
い
教
え
は
、

ど
ん
底
で
苦
悶
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

体
の
鱗
を
一
枚
ず
つ
剥
す
努
力
に
よ
っ
て

人
魚
か
ら
女
体
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
希
望

の
光
に
向
か
っ
て
歩
む
力
に
な
っ
た
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

上代タノ顕彰碑
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私
は
東
京
大
学
に
進
ん
だ
実
兄
の
影
響

で
学
問
の
道
に
憧
れ
な
が
ら
も
一
九
歳
で

嫁
ぎ
、
封
建
的
な
家
父
長
制
三
世
代
同
居

の
拡
大
家
族
の
農
家
の
一
員
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
女
性
の
立
場
の
弱
さ
と
悲
哀

│
黙
っ
て
働
き
、
労
働
力
で
評
価
さ
れ
、

人
に
従
う
事
の
み
美
徳
と
さ
れ
、
知
性
を

鍛
え
る
読
書
も
許
さ
れ
ず
、
自
分
の
意
見

を
述
べ
る
こ
と
は
余
計
な
こ
と
で
、「
黙

っ
て
頷
き
笑
顔
を
見
せ
る
」
ま
る
で
人
形

の
よ
う
な
女
性
が
求
め
ら
れ
る
世
界
│
の

中
で
も
が
き
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

家
の
た
め
に
犠
牲
的
に
尽
く
す
没
個
性

的
女
性
か
ら
目
覚
め
て
、
こ
の
谷
間
か
ら

自
分
で
這
い
上
が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
農

村
の
嫁
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
煩
悶
の
末
、

「
学
ぶ
」
こ
と
を
心
に
決
め
、
木
綿
の
修

業
と
重
ね
合
わ
せ
て
歩
ん
だ
半
世
紀
で
し

た
。
私
に
こ
の
下
積
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
、

学
習
に
も
一
段
と
力
が
入
り
、
向
学
心
に

燃
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
私
に
卒
業
を
前

に
し
た
軽
井
沢
総
合
面
接
で
第
六
代
学
長

上
代
タ
ノ
氏
は
「
勉
強
を
続
け
て
深
く
知

識
を
得
る
た
め
に
家
政
学
会
に
入
り
研
究

す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
、
貴
女
は
き
っ

と
出
来
る
人
で
す
よ
。」
と
言
っ
て
送
り

出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
励

ま
さ
れ
、
日
本
家
政
学
会
に
一
五
年
間
在

籍
し
、
研
究
発
表
と
記
録
す
る
事
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

木
綿
と
女
性
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
す

る
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
明
治
、

大
正
期
の
紡
績
産
業
の
生
産
革
命
の
担
い

手
と
し
て
機
工
場
の
労
働
者
で
あ
っ
た
少

女
た
ち
、
情
熱
と
勤
勉
な
忍
耐
力
、
創
造

力
を
培
っ
た
彼
女
た
ち
が
、
一
旦
家
の
中

に
納
ま
る
と
、
男
尊
女
卑
の
思
想
に
染
ま

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
女

性
た
ち
は
木
綿
と
い
う
産
物
に
よ
っ
て
自

分
の
才
能
を
伸
ば
し
、
自
信
を
持
ち
経
済

力
も
左
右
し
ま
し
た
。
女
性
史
の
中
で
も

彼
女
た
ち
が
木
綿
に
関
わ
っ
た
事
実
は
切

り
離
せ
な
い
。
女
性
た
ち
が
社
会
的
生
産

者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
事
に

よ
っ
て
現
代
社
会
が
あ
る
の
で
す
。
彼
女

た
ち
は
絵
絣
の
目
に
見
え
な
い
所
に
技
と

心
を
織
り
込
み
、
伝
統
を
繋
ぎ
止
め
ま
し

た
。
絣
織
り
労
働
に
屈
従
し
た
女
性
た
ち

は
、
過
酷
な
労
働
の
寸
暇
を
惜
し
み
夜
な

べ
に
繊
細
で
精
巧
な
絣
を
織
り
続
け
た
の

で
す
。
彼
女
た
ち
は
無
名
で
一
生
を
終
え
、

そ
の
死
の
淵
に
あ
っ
て
昭
和
三
〇
〜
四
〇

年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
の
木
綿
不
用
品

来館した平井伸治鳥取県知事（左）と福井貞子氏、蟻川
芳子学長
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と
い
う
社
会
的
風
潮
に
嘆
き
苦
し
み
ま
し

た
。
私
は
、
在
野
の
老
女
た
ち
を
取
材
し

絵
絣
を
譲
り
受
け
、
織
り
秘
伝
を
学
ば
せ

て
も
ら
い
、
標
本
資
料
を
研
究
調
査
し
て

「
倉
吉
絣
文
様
の
変
遷
と
特
徴
」
と
題
し

て
家
政
学
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

絵
糸
を
織
り
重
ね
て
糸
で
絣
文
様
を
表

わ
す
手
工
芸
は
在
野
の
女
性
た
ち
が
生
み

出
し
た
芸
術
で
あ
り
、
日
本
の
誇
る
工
芸

の
原
点
で
す
。
家
庭
の
中
が
芸
術
活
動
の

場
で
あ
り
、
機
の
音
で
家
族
を
束
ね
て
き

た
。
こ
う
し
た
在
来
の
女
性
と
木
綿
と
の

か
か
わ
り
を
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史　

木
綿
口
伝
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
と
し

て
発
表
し
、
木
綿
の
尊
さ
と
女
性
の
偉
大

さ
を
発
掘
し
公
表
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
収
集
し
た
絵
絣
は
郷
土
の
誇
る
宝
物
。

文
化
財
と
し
て
次
の
世
代
に
渡
す
事
に
な

り
ま
す
。

「
絣
を
遺
し
て
」
と
遺
言
し
た
数
多
く

の
老
女
た
ち
に
背
中
を
押
さ
れ
、
今
回
の

「
絵
絣
展
」
が
実
現
し
ま
し
た
。
収
集
し

た
古
布
に
は
、
一
世
紀
前
の
女
性
た
ち
の

高
度
の
技
と
愛
情
溢
れ
る
心
と
吉
祥
の
祈

り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
が
そ
の
絣

文
化
の
橋
渡
し
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
代
弁

者
と
し
て
の
役
割
を
底
力
か
ら
支
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

成
瀬
記
念
館
で
の
「
絵
絣
展
」
は
、
山

陰
地
方
の
女
性
を
成
瀬
先
生
が
引
き
上
げ

て
下
さ
り
、
今
こ
そ
「
自
発
創
生
」
を
お

諭
し
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
た
ま
り
ま

せ
ん
。
展
示
す
る
絵
絣
古
布
の
秀
逸
品
と

並
べ
て
自
作
絵
絣
も
飾
り
、
恥
を
知
り
な

が
ら
、
五
〇
余
年
木
綿
再
生
に
か
け
た
私

の
人
生
と
習
作
を
『
倉
吉
が
す
り
』
私
家

版
№
２
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
そ
の
勇

気
は
、
絣
文
化
を
広
め
伝
え
た
い
心
か
ら

の
願
望
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
老
後
の

蓄
え
を
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
時

間
を
絣
文
化
の
担
い
手
と
し
て
若
い
方
た

ち
と
共
に
学
び
、
謳
歌
し
た
生
き
方
を
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
一
九
六
二
年
通
信
教
育
部
生
活
芸
術
科

卒
業
・
鳥
取
県
無
形
文
化
財
保
持
者

 

ふ
く
い　

さ
だ
こ
）

広
島
県
新
庄
学
園
訪
問
記

―
成
瀬
校
長
の
蒔
い
た
種
―

後
藤　

祥
子

昨
年
秋
、
図
ら
ず
も
桜
楓
会
広
島
支
部

の
招
き
を
受
け
て
訪
広
し
た
折
、
こ
れ
は

得
が
た
い
機
会
だ
と
直
感
し
た
。
前
々
か

ら
懸
案
に
な
っ
て
い
た
、
広
島
県
新
庄
学

園
を
訪
ね
て
み
た
い
と
い
う
一
念
で
あ
る
。

新
庄
学
園
は
広
島
市
北
方
の
高
地
に
あ
り
、

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
前
に
創
設
さ
れ
た

中
等
教
育
の
聖
地
。
あ
え
て
聖
地
な
ど
と

呼
ぶ
の
は
、
教
育
の
真
骨
頂
は
こ
れ
だ
、

と
訪
問
者
を
納
得
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
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広
島
市
か
ら
高
速
バ
ス
で
北
上
し
て
一

時
間
、
島
根
県
の
浜
田
市
へ
抜
け
る
中
国

山
脈
の
中
腹
に
、
新
庄
は
位
置
す
る
。
以

前
、
こ
の
学
園
経
営
に
当
た
ら
れ
る
大
先

輩
の
宮
庄
ミ
ツ
ヨ
氏
か
ら
、
令
嬢
の
竹
平

孝
子
氏
お
手
製
の
季
節
の
花
に
彩
ら
れ
た

絵
は
が
き
を
頂
い
て
以
来
、
ず
っ
と
気
に

掛
か
っ
て
い
た
所
で
あ
っ
た
。
何
故
そ
れ

ほ
ど
に
も
こ
の
地
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の

か
、
そ
の
由
来
に
今
回
初
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
。
も
っ
と
早
く
に
、
ミ
ツ
ヨ
女
史
の

ご
生
前
に
伺
う
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
自
分

の
迂
闊
さ
に
臍
を
噛
む
思
い
だ
が
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
、
お
尋
ね
し
た
甲
斐
が
あ
っ

た
、
そ
の
報
告
で
あ
る
。

バ
ス
停
ま
で
、
宮
庄
良
行
理
事
長
が
自

ら
迎
え
に
出
て
下
さ
り
、
初
対
面
と
は
思

え
ぬ
懐
か
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
学
園
に
伺

う
と
、
な
ん
と
理
事
長
室
の
鴨
居
に
は
、

見
覚
え
の
あ
る
「
信
念
徹
底
」
の
額
が
掲

げ
て
あ
る
で
は
な
い
か
。
レ
プ
リ
カ
な
ど

で
は
な
い
、
紛
れ
も
な
く
直
筆
の
、
そ
し

て
見
慣
れ
た
三
綱
領
の
そ
れ
と
寸
分
違
わ

ぬ
（
但
し
「
為
新
庄
女
学
校
」
の
添
書
が

あ
る
）
額
の
有
様
に
、
同
行
の
山
中
理
事

と
ひ
と
し
き
り
感
激
し
な
が
ら
、
約
一
世

紀
前
の
学
園
創
設
時
に
、
成
瀬
校
長
に
よ

っ
て
送
り
込
ま
れ
た
豊
留
ア
サ
女
史
（
旧

制
六
国
）
の
逸
話
を
、
あ
ら
た
め
て
伺
う

こ
と
に
な
る
。

豊
留
ア
サ
と
い
う
人
の
赴
任
の
状
況
を
、

『
創
立
百
年　

新
庄
学
園
史
』
は
次
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
。

講
堂
で
の
講
義
の
終
わ
り
に
あ
た
っ

て
、
成
瀬
仁
蔵
氏
か
ら
、「
こ
の
た

び
広
島
県
の
北
部
一
山
村
に
、
か
く

か
く
の
趣
旨
で
新
庄
女
学
校
が
創
立

さ
れ
る
。
そ
こ
へ
骨
を
埋
め
る
覚
悟

で
行
く
者
は
い
な
い
か
」
と
問
わ
れ

た
時
、「
私
が
参
り
ま
し
ょ
う
」
と

唯
一
人
、
敢
然
と
応
じ
ら
れ
た
と
言

わ
れ
る
。
そ
の
時
、
女
史
は
未
だ
二

八
歳
。
明
治
三
十
二
年
に
鹿
児
島
師

範
学
校
を
卒
業
し
、
鹿
児
島
に
お
い

て
七
年
間
小
学
校
教
員
を
勤
め
、
な

お
進
ん
で
高
度
な
教
育
を
求
め
て
上

京
し
、
当
時
、
高
等
女
子
教
育
で
は

日
本
唯
一
の
存
在
で
あ
っ
た
日
本
女

子
大
学
校
国
文
科
に
学
ば
れ
て
い
た

女
史
は
卒
業
後
直
ち
に
来
校
し
、
四

月
七
日
小
雪
の
降
る
中
に
人
力
車
に

乗
っ
て
着
任
し
た
。

爾
来
女
史
は
、
教
諭
と
し
て
同
郷
の
鎌

田
信
と
い
う
女
性
と
二
人
で
学
園
の
教
育

に
当
た
り
、
着
任
の
二
年
後
に
は
初
代
校

長
の
急
逝
を
受
け
て
三
〇
歳
で
二
代
目
校

長
に
就
任
、
昭
和
一
三
年
に
亡
く
な
る
ま

で
三
〇
年
、
学
園
の
発
展
に
尽
く
し
た
と

言
わ
れ
る
。『
家
庭
週
報
』
の
昭
和
一
三

年
三
月
一
八
日
号
に
は
、「
豊
留
朝
子
姉

逝
く
」
の
見
出
し
で
、
殊
に
親
交
の
厚
か

っ
た
仁
科
節
氏
の
弔
文
を
載
せ
る
。
実
は

『
家
庭
週
報
』
に
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、

昭
和
二
年
二
〜
三
月
の
連
載
記
事
「
あ
る

山
村
の
女
学
校
」
や
翌
三
年
三
月
に
は

「
訪
問
記　

春
陽
寮
を
訪
ね
て
」
が
載
り
、

006-013_04_随想_原他2.indd   11 12/06/29   18:24
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ずいそう

豊
留
氏
の
教
育
事
業
へ
の
関
心
が
強
か
っ

た
様
子
が
窺
わ
れ
る
（
春
陽
寮
は
目
白
に

出
来
た
、
上
京
生
徒
の
宿
舎
。
後
に
触
れ

る
谷
山
学
園
長
の
肝
煎
り
か
）。

所
で
「
信
念
徹
底
」
の
書
は
、
大
正
八

年
二
月
の
日
付
ま
で
本
学
の
も
の
と
同
じ

く
、
成
瀬
校
長
の
重
篤
を
案
じ
て
、
豊
留

ア
サ
女
史
が
山
を
下
り
、
は
る
ば
る
上
京

し
て
恩
師
の
枕
頭
に
侍
し
た
経
緯
を
、
こ

れ
も
『
創
立
百
年　

新
庄
学
園
史
』
は
記

し
て
い
る
。

学
園
の
理
事
長
室
に
は
さ
ら
に
七
絶
の

一
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
三
綱
領
と
同

じ
時
期
に
揮
毫
さ
れ
、
成
瀬
校
長
の
逝
去

後
、
そ
の
遺
志
の
継
承
者
た
ち
に
贈
ら
れ

た
レ
プ
リ
カ
の
一
つ
で
あ
る
。「
天
心
の

自
念
身
心
に
盈
ち
」
に
始
ま
る
こ
の
詩
句

の
心
は
、
学
園
が
大
切
に
す
る
豊
留
ア
サ

女
史
の
遺
訓
「
我
は
吾
自
ら
の
光
の
中
に

生
き
ん
」
に
再
生
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
一
連
の
言
葉
を
通
し
て
三
綱
領
の
精
神

が
今
な
お
、
新
庄
学
園
に
息
づ
い
て
い
る

こ
と
は
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
発
行
の
広
報

誌
『
私
学
新
庄
』
に
、
当
時
校
長
の
職
に

あ
っ
た
宮
庄
理
事
長
が
説
か
れ
る
所
で
も

あ
る
。
自
己
の
内
面
に
漲
る
確
固
と
し
た

信
念
を
柱
に
突
き
進
む
の
が
豊
留
ア
サ
女

史
の
信
条
で
、
学
園
の
非
常
時
に
あ
っ
て

も
強
力
に
皆
を
牽
引
し
た
逸
話
が
残
る
。

ち
な
み
に
、
ア
サ
女
史
の
忌
日
は
三
月
四

日
で
、
生
涯
を
貫
く
性
格
の
激
し
さ
は
、

こ
ん
な
所
に
も
因
縁
を
感
じ
さ
せ
る＊

。

豊
留
ア
サ
女
史
の
生
涯
を
大
き
く
領
導

し
た
も
う
一
人
の
人
物
が
、「
天
心
自
念
」

の
額
の
左
に
肖
像
画
の
懸
か
る
谷
山
初
七

郎
氏
で
、
学
園
が
高
等
女
学
校
と
中
学
校

を
併
せ
て
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
正

一
五
年
、
懇
請
さ
れ
て
初
代
学
園
長
に
就

任
し
た
人
で
あ
る
。
第
一
高
等
学
校
教
授

兼
生
徒
監
で
あ
っ
た
谷
山
氏
は
、
も
と
ア

サ
女
史
の
郷
里
の
恩
師
、
そ
し
て
鹿
児
島

か
ら
日
本
女
子
大
学
校
へ
の
遊
学
を
強
く

勧
め
た
人
で
も
あ
っ
た
。
谷
山
氏
は
東
京

に
あ
っ
て
、
文
部
省
や
広
島
県
な
ど
の
諸

官
庁
と
の
折
衝
や
、
上
京
す
る
生
徒
達
の

た
め
に
宿
舎
を
開
設
す
る
な
ど
、
何
く
れ

と
厚
い
支
援
を
加
え
た
が
、
自
ら
学
園
に

赴
く
こ
と
の
出
来
な
い
代
わ
り
に
、
一
高

の
卒
業
生
た
ち
が
岡
田
三
郎
助
に
描
か
せ

た
肖
像
画
を
こ
の
地
に
も
た
ら
し
た
の
だ

成瀬の揮毫「信念徹底」

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

*  

日
本
女
子
大
学
の
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
は
一
九

一
九
年
三
月
四
日
に
没
し
て
い
る
。
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随 想

と
い
う
。
実
は
帰
京
後
、
校
長
の
日
高
敬

司
先
生
か
ら
学
園
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
お
送
り
頂

い
た
時
に
、
女
子
寮
第
一
寮
歌
の
節
回
し

が
「
あ
あ
玉
杯
」
な
の
に
驚
い
た
の
だ
っ

た
。
谷
山
氏
の
存
在
は
、
成
瀬
校
長
と
同

じ
く
、
豊
留
女
史
の
根
底
を
支
え
て
い
る
。

二
〇
世
紀
の
前
半
と
い
う
早
い
時
期
に
、

若
い
女
性
が
強
い
信
念
を
持
っ
て
事
業
を

完
遂
で
き
た
背
景
に
は
、
こ
う
い
う
し
っ

か
り
し
た
背
骨
の
支
え
の
あ
っ
た
こ
と
を

思
わ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

理
事
長
室
の
歴
史
的
お
宝
拝
見
の
後
、

理
事
長
・
校
長
お
二
方
の
ご
案
内
で
学
園

を
、
ま
た
理
事
長
令
妹
の
竹
平
さ
ん
（
新

一
五
国
）
の
ご
案
内
で
女
子
寮
を
見
せ
て

頂
い
た
。
教
室
や
構
内
は
お
掃
除
ど
き
で
、

先
生
と
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
掃
除
に
励

ん
で
い
る
風
景
は
羨
ま
し
い
。
校
長
先
生

が
一
人
一
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
。
毎
年

新
入
生
は
二
百
人
ほ
ど
で
、
全
部
覚
え
て

し
ま
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
し
か
も
、
親

兄
弟
一
族
が
学
園
の
気
風
を
慕
っ
て
子
弟

を
送
り
込
ん
で
来
る
の
で
、
誰
そ
れ
の
弟

妹
、
子
や
孫
と
い
っ
た
関
係
ま
で
頭
に
入

っ
て
居
ら
れ
る
様
子
。
学
寮
も
親
兄
弟
が

経
験
し
て
い
い
か
ら
勧
め
る
、
と
い
う
具

合
。
女
子
寮
に
は
「
お
主
婦
様
」
が
生
き

て
い
て
、
実
に
楽
し
ん
で
い
る
。
実
は
、

女
子
寮
の
ホ
ー
ル
に
は
、
見
事
な
紙
細
工

が
飾
ら
れ
て
い
て
、
豊
留
ア
サ
女
史
の
養

女
と
な
っ
た
姪
の
ご
子
孫
が
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
女

子
寮
の
舎
監
の
佐
々
木
真
理
先
生
に
は
お

会
い
出
来
な
か
っ
た
が
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る
真
理
先
生
の
最
新

の
C
D
も
例
の
寮
歌
と
一
緒
に
、
校
長

先
生
か
ら
は
送
ら
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

見
学
の
途
中
で
は
、
昨
年
は
男
子
部
が
高

校
野
球
で
広
島
代
表
に
出
る
直
前
ま
で
善

戦
し
、
惜
敗
し
た
直
後
で
、
捲
土
重
来
に

向
け
て
運
動
場
に
急
ぐ
勇
姿
も
垣
間
見
た

の
だ
っ
た
。
歴
史
と
現
代
が
自
在
に
往
還

す
る
聖
地
で
あ
る
。

（
一
般
社
団
法
人
日
本
女
子
大
学
教
育
文

化
振
興
桜
楓
会
理
事
長

 

ご
と
う　

し
ょ
う
こ
）

「天心自然」の額と谷山初七郎の肖像。竹平孝子氏（左）
と筆者
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一　

は
じ
め
に

日
本
女
子
大
学
校
創
設
時
の
教
育
と
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
の
教
育

理
念
を
考
え
る
時
、
ア
メ
リ
カ
の
女
子
高
等
教
育
の
影
響
が
し
ば

し
ば
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
最
大
の
文
明
国
と
み
な
さ
れ
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

本
稿
で
は
、
日
本
女
子
大
学
校
の
開
学
の
年
一
九
〇
一
（
明
治

三
四
）
年
に
来
日
し
て
こ
の
学
校
の
英
文
学
部
（
当
時
の
名
称
）

の
教
育
に
力
を
注
い
だ
だ
け
で
な
く
、
校
長
成
瀬
（
四
三
歳
）
の

良
き
相
談
相
手
と
な
っ
た
）
1
（

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の

パ
イ
オ
ニ
ア
Ｅ
・
Ｐ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（E

lizabeth Phillips H
ughes 

1851-1925,

来
日
時
五
〇
歳
）
の
著
書E

nglish L
iterature for 

Japanese Students

（Tokyo:  Z. P. M
aruya,  1902

）
を
紹
介
し
、

成
瀬
が
こ
の
書
に
ど
の
よ
う
な
関
心
を
示
し
た
か
に
つ
い
て
記
し

た
い
。

ヒ
ュ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
す
で
に
幾
つ
か
の
ペ
イ
パ
ー

を
発
表
し
て
い
る
の
で）

2
（

、
以
下
に
彼
女
の
経
歴
や
成
瀬
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

二　

ヒ
ュ
ー
ズ
と
成
瀬

ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
一
八
五
一
年
六
月
南
ウ
エ
イ
ル
ズ
の
小
さ
な
町

C
arm

arthen

で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
医
師
で
あ
っ
た
が
、
同
時

に
ウ
エ
イ
ル
ズ
の
中
等
学
校
の
理
事
や
教
育
委
員
会
の
議
長
な
ど

を
務
め
た
人
で
、
彼
女
は
、
の
ち
に
著
名
な
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
牧

研
究
ノ
ー
トＥ

・
Ｐ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
のE

nglish L
iterature 

for Japanese Students

と
成
瀬
仁
蔵

白
井　

堯
子
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師
・
社
会
改
革
者
と
な
っ
た
兄
のH

ugh Price H
ughes

と
共
に
、

教
育
熱
心
な
家
庭
に
育
っ
た
。
母
親
は
表
現
力
が
豊
か
で
機
知
に

富
ん
だ
言
葉
が
あ
ふ
れ
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
女
性
で
あ
り
、

彼
女
も
兄
も
こ
の
母
親
か
ら
そ
の
才
気
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て

活
溌
さ
を
受
け
継
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
る）

3
（

。

彼
女
は
ウ
エ
イ
ル
ズ
のTaunton

に
あ
る
ホ
ウ
プ
・
ハ
ウ
ス

（H
ope H

ouse

）
と
い
う
私
立
の
学
校
で
中
等
教
育
を
受
け
、
さ

ら
に
一
八
七
六
年
（
二
五
歳
）
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
最
も
古
い
女

子
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
一
つ
チ
ェ
ル
ト
ナ
ム
・
レ
イ
デ
ィ

ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
（C

heltenham
 L

adies’  C
ollege

）
に
一
年
間
だ

け
籍
を
置
い
て
勉
強
を
続
け
、
翌
年
こ
の
学
校
の
教
育
助
手
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
学
校
の
校
長
で
イ
ギ
リ
ス
の
女
子
教
育
の

大
御
所
ビ
ー
ル）

4
（

（D
orothea B

eale

）
の
女
子
教
育
に
献
身
す
る

偉
大
な
姿
に
接
し
て
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

一
八
八
一
年
（
三
〇
歳
）
に
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
設
立

さ
れ
て
間
も
な
い
女
子
コ
レ
ッ
ジ
の
一
つ
、
ニ
ュ
ー
ナ
ム
・
コ
レ

ッ
ジ
（N

ew
nham

 C
ollege

）
に
入
学
。
丁
度
一
八
八
一
年
か
ら

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
女
子
学
生
は
、
現
実
に
は
学
士
の
学
位
は
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
が）

5
（

、
男
性
と
同
じ
条
件
で
卒
業
試
験
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
一
八
八
四
年
にthe 

first class in the m
oral sciences

と
い
う
良
い
成
績
を
、
翌
年

に
はthe second class in history

を
獲
得
し
た
。
ま
た
ニ
ュ
ー

ナ
ム
に
席
を
置
い
た
こ
と
は
、
新
設
の
女
子
コ
レ
ッ
ジ
の
発
展
の

た
め
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
活
躍
す
る
有
能
な
女

性
た
ち
を
知
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
、
彼
女
は
在
学
中
の
一
八
八

四
年
に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で

「
女
性
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
て
賞
を
獲
得
し
て
い

る
）
6
（

。そ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
イ
ギ
リ
ス
の
女
子
高
等
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア

に
な
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
経
緯
を
経
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
八
六
四
年
ま
で
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
設
立
さ
れ
た
女
性
教
師

を
養
成
す
る
公
立
の
機
関
は
一
八
校
し
か
な
く
、
そ
れ
も
初
等
教

育
の
た
め
の
女
性
教
師
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ

こ
で
女
子
教
育
の
発
展
の
た
め
に
は
、
女
子
中
等
教
育
に
専
心
す

る
優
秀
な
女
性
教
師
を
つ
く
り
出
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
声
が
高

ま
り
、
女
性
の
中
等
教
育
教
師
を
育
て
る
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

E.P. ヒューズ（1851-1925）
『英国風俗』（知新館）より
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機
関
が
生
ま
れ
て
い
く
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
設
立
さ
れ
た
二
つ

の
女
子
コ
レ
ッ
ジ
―
前
述
の
ニ
ュ
ー
ナ
ム
・
コ
レ
ッ
ジ
と
ガ
ー
ト

ン
・
コ
レ
ッ
ジ
（G

irton C
ollege

）―
で
学
ん
だ
、
す
な
わ
ち
大

学
教
育
を
受
け
た
特
別
の
エ
リ
ー
ト
集
団
を
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と

い
う
場
所
で
女
子
中
等
教
育
の
た
め
の
優
秀
な
教
師
に
育
て
て
い

こ
う
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ）

7
（

、
こ
れ
が
実
現
し
た
の
がC

am
-

bridge T
raining C

ollege for W
om

en Teachers

（
以
下
Ｃ
Ｔ
Ｃ

と
記
す
）
の
設
立
（
一
八
八
五
年
）
で
あ
り
、
そ
の
初
代
校
長
に

選
ば
れ
た
の
が
三
四
歳
の
ヒ
ュ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
に
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
理
由
は
、
彼
女
の
大
学
時
代
の
優
秀
な
成
績
、

チ
ェ
ル
ト
ナ
ム
の
ビ
ー
ル
校
長
の
下
で
得
た
四
年
間
の
教
育
経
験
、

仕
事
に
対
す
る
疲
れ
を
知
ら
ぬ
献
身
、
学
生
を
鼓
舞
す
る
能
力
、

教
師
を
訓
練
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
対
す
る
信
念
、
進
取
の
気
性
、

財
政
・
行
政
能
力
、
決
断
力
な
ど
が
高
く
買
わ
れ
た
た
め
と
言
わ

れ
て
い
る
）
8
（

。

一
四
人
の
学
生
と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
出
発
し
た
ヒ
ュ
ー
ズ

の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
に
お
け
る
生
活
、
喜
び
と
苦
労
、
そ
の
発
展
、
社
会
に

お
け
る
評
価
な
ど
に
つ
い
て
は
、Teacher Training at C

am
-

bridge

―T
he Initiatives of O

scar B
row

ning

）
9
（

 and E
lizabeth 

H
ughes by Pam

 H
irsch and M

ark M
cB

eth

（L
ondon:  W

oburn 

Press,  2004

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

開
学
し
て
六
年
目
の
一
八
九
一
年
の
新
学
期
に
ヒ
ュ
ー
ズ
は
学

生
た
ち
に
向
け
て
、

わ
れ
わ
れ
が
出
発
し
た
時
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
状
況
は
、
資
金
は

乏
し
く
、
設
備
は
貧
弱
で
…
Ｃ
Ｔ
Ｃ
は
果
た
し
て
存
続
し
て

い
け
る
の
か
し
ら
…
と
思
っ
た
こ
と
を
正
直
に
申
し
上
げ
ま

し
ょ
う
。
…
わ
れ
わ
れ
が
成
功
し
た
理
由
の
大
き
な
も
の
は
、

学
生
の
力
だ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
）
10
（

。（
拙
訳
）

と
書
い
て
い
る
が
、
時
の
経
過
と
共
に
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
卒
業
生
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
中
等
教
育
機
関
や
教
師
養
成
機
関
の
教
師
と
し
て
、

さ
ら
に
は
視
学
官
と
し
て
の
職
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
ヒ
ュ
ー
ズ

は
そ
れ
を
大
変
誇
り
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
女
子
教
育
に
関
す
る

世
界
会
議
に
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
と
し
て
出
席
す
る
な
ど
）
11
（

国
際
的
な

活
躍
の
増
加
と
共
に
、
彼
女
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
に
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
フ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
日
本
な
ど
か
ら
留
学
生
を

迎
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、
女
子
高

等
師
範
学
校
教
師
安
井
て
つ
（
一
九
二
三
年
に
は
東
京
女
子
大
学

学
長
）
は
、
文
部
省
派
遣
留
学
生
と
し
て
渡
英
、
三
年
間
の
留
学

中
に
Ｃ
Ｔ
Ｃ
で
学
び
ヒ
ュ
ー
ズ
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る）
12
（

。

ま
た
津
田
梅
子
も
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
ヒ
ュ
ー
ズ
と
女
子
教
育
に

つ
い
て
語
り
合
い
、
津
田
は
、“She is a very interesting and 
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intelligent person,  and I have gotten a great deal from
 her. ”

と
書
き
残
し
た）
13
（

。

こ
う
し
て
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
日
本
の
女
子
高
等
教
育
推
進
者
と
も

関
わ
り
を
持
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
関
わ
り
が
強
固
な
も
の
に

発
展
し
た
の
は
、
開
学
し
た
ば
か
り
の
日
本
女
子
大
学
校
英
文
学

部
の
教
壇
に
彼
女
が
立
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

実
は
ヒ
ュ
ー
ズ
は
一
八
九
九
年
に
Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
退
職
し
、
そ
の
後

Ｃ
Ｔ
Ｃ
で
教
え
た
外
国
人
学
生
を
訪
ね
て
世
界
を
廻
っ
た
。
日
本

の
土
地
を
踏
ん
だ
の
は
日
本
女
子
大
学
校
創
立
年
の
一
九
〇
一

（
明
治
三
四
）
年
の
八
月
で
、
東
京
麹
町
の
安
井
て
つ
の
家
に
滞

在
し
て
約
一
五
ヵ
月
間
精
力
的
に
学
校
視
察
や
講
演
を
行
っ
て
い

る
）
14
（

。
そ
う
し
た
活
動
の
中
で
も
彼
女
が
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い

だ
の
は
、
日
本
女
子
大
学
校
に
お
け
る
教
育
で
あ
っ
た
。
そ
の
体

験
を
彼
女
は
次
の
よ
う
に
チ
ェ
ル
ト
ナ
ム
の
ビ
ー
ル
校
長
と
Ｃ
Ｔ

Ｃ
の
卒
業
生
た
ち
に
書
き
送
っ
て
い
る
（
以
下
拙
訳
に
よ
る
）。

日
本
女
性
に
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
教
え
る
の
は
、
め
っ
た
に

味
わ
え
な
い
興
味
深
い
経
験
で
す
。
彼
女
た
ち
は
熱
心
で
、

す
べ
て
が
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
新
鮮
な
の
で
す
。
私
に
と
っ

て
は
、
新
し
い
発
見
の
連
続
で
す）
15
（

。（
一
九
〇
二
年
四
月
）

私
が
特
に
責
任
を
も
た
さ
れ
て
い
る
英
文
学
部
に
は
、
三

九
人
の
学
生
が
い
ま
す
。
私
は
こ
の
学
校
で
週
に
二
日
間
四

時
間
ず
つ
講
義
を
し
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス

文
学
や
英
語
の
勉
強
を
し
な
が
ら
、
大
変
楽
し
い
時
を
過
ご

し
ま
す
。
私
た
ち
が
週
に
一
度
ア
ー
サ
ー
王
の
物
語
の
勉
強

に
没
頭
し
て
い
る
と
聞
い
た
ら
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
ケ
ル
ト
人
の
卒
業

生
は
喜
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
話
は
日
本
の
昔
話
に
い
ろ

い
ろ
な
点
で
似
て
い
る
の
で
、
学
生
た
ち
は
楽
に
理
解
し
て

く
れ
ま
す
）
16
（

。（
日
付
不
明
）

成
瀬
記
念
館
に
は
、
滞
日
中
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
成
瀬
に
宛
て
た
書

簡
が
何
通
か
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
英
文
学
部
の
学

生
に
英
語
を
話
す
機
会
を
与
え
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
を
学

内
に
招
い
て
イ
ギ
リ
ス
風
の
茶
会
を
開
き
た
い
と
か
、
日
本
女
性

の
話
題
は
あ
ま
り
に
も
安
易
だ
か
ら
、
学
生
を
広
い
視
野
を
持
つ

「
世
界
市
民
」
に
育
て
る
た
め
に
英
字
新
聞
を
購
入
し
て
ほ
し
い

と
か
い
う
も
の
で
、
彼
女
が
い
か
に
学
生
の
教
育
に
心
を
砕
い
て

い
た
か
を
伝
え
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
ズ
は
成
瀬
に
も
多
く
の
刺
激
を
与
え
た
よ
う
だ
。
成
瀬

の
支
持
者
渋
沢
栄
一
が
「
女
子
教
育
は
如
何
な
る
考
え
を
も
っ
て

い
く
べ
き
か
は
私
共
（
成
瀬
と
渋
沢
）
の
始
終
問
題
と
な
っ
た
事

で
あ
り
ま
す
が
、
或
る
時
英
人
ミ
ス
ヒ
ュ
ー
ズ
か
ら
か
の
国
に
於

け
る
教
育
の
状
態
を
聞
き
、
必
ず
そ
こ
ま
で
進
め
た
い
と
私
も
考
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へ
ま
し
た）
17
（

」
と

成
瀬
へ
の
追
悼

文
の
中
で
記
し

て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
そ
れ
は

窺
え
る
。

実
際
成
瀬
は

著
述
の
中
に
ヒ

ュ
ー
ズ
の
名
前

や
彼
女
の
考
え

を
何
度
か
書
い

て
お
り）
18
（

、
た
と

え
ば
成
瀬
の
代

表
作
の
一
つ

『
女
子
教
育
改

善
意
見
』（
一
九

一
八
﹇
大
正

七
﹈
年
）
に
お

い
て
は
、
ヒ

ュ
ー
ズ
の
名
前

が
四
回
登
場
し
、

ヒ
ュ
ー
ズ
の
家

政
学
に
つ
い
て
の
考
え
、
す
な
わ
ち
家
政
学
は
家
庭
建
設
の
専
門

学
で
あ
り
、
家
政
の
技
術
は
他
の
多
く
の
技
術
を
綜
合
し
て
成
り

立
ち
、
生
活
を
豊
か
に
し
て
賃
金
の
価
値
を
高
め
、
国
家
の
富
力

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
教
育
的
価
値
が
高
い
、
と
い
う
説

を
紹
介
し
て
い
る
）
19
（

。
ま
た
同
書
の
中
で
成
瀬
は
、
男
女
の
能
力
、

人
格
に
は
差
が
な
い
こ
と
、
女
性
は
男
性
と
同
様
に
い
く
つ
に
な

っ
て
も
進
歩
発
展
す
る
可
能
力
を
有
し
、
そ
の
権
利
が
あ
る
と
述

べ
、
そ
れ
は
私
見
で
は
な
く
、
ヒ
ュ
ー
ズ
も
同
一
の
意
見
を
発
表

し
て
い
る
と
、
こ
こ
で
も
ヒ
ュ
ー
ズ
の
名
前
を
記
し
た
）
20
（

。

そ
し
て
、
成
瀬
の
蔵
書
の
中
に
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
か
ら
贈
ら
れ
た）
21
（

彼
女
の
左
記
の
著
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
成
瀬
に
よ
っ
て
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
や
文
字
が
書
き
込
ま
れ
、
成
瀬
の
精
読
ぶ
り
が
偲
ば

れ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
著
書
の
内
容
と
、
成
瀬
が
ヒ

ュ
ー
ズ
の
ど
の
よ
う
な
考
え
に
関
心
を
抱
い
た
の
か
を
記
し
た
い
。

三　

ヒ
ュ
ー
ズ
のE

nglish L
iterature for Japanese Students

ヒ
ュ
ー
ズ
の
こ
の
著
書
は
、
現
在
の
丸
善
の
前
身
、
丸
屋）
22
（

か
ら

出
版
さ
れ
て
い
る
。
発
行
年
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
七
月

七
日
、
す
な
わ
ち
日
本
女
子
大
学
校
創
立
の
翌
年
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
書
は
、
お
そ
ら
く
ヒ
ュ
ー
ズ
が
日
本
女
子
大
学
校
英
文
学
部

の
教
壇
に
立
っ
て
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
教
え
た
時
の
経
験
が
土
台
に

ヒューズの成瀬宛書簡
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な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
女
子
学

生
を
念
頭
に
お
い
て
記
し
た
文
章
が
少
な
く
な
い
。

本
の
大
き
さ
は
縦
二
〇
セ
ン
チ
、
横
一
五
セ
ン
チ
で
、
定
価
は

四
〇
銭
。
頁
数
は
二
一
七
頁
で
、
第
一
部
（
一
―
七
三
頁
）
と
第

二
部
（
七
三
―
二
一
七
頁
）
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
ヒ

ュ
ー
ズ
の
論
文
で
、
タ
イ
ト
ル
はO

n the Teaching of E
nglish 

L
iterature to Japanese Students

（
日
本
人
学
生
に
イ
ギ
リ
ス
文

学
を
教
え
る
こ
と
に
つ
い
て
）、
第
二
部
は
ヒ
ュ
ー
ズ
が
つ
く
っ

た
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
作
家
名
リ
ス
ト
と
彼
ら
の
作
品
の
抜
粋
か
ら

成
り
立
つ
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
第
一
部
の
内
容
を
紙
面
が
許
す
限
り
紹
介
し

よ
う
（
見
出
し
は
白
井
に
よ
る
）。

①
文
学
作
品
か
ら
何
を
得
る
か

人
間
は
交
際
相
手
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
る
。
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
、
人
生
を
鋭
く
観
察
し
人
生
の
真
の
意
味
を
深
く
理
解
し

て
い
る
作
家
の
文
学
作
品
か
ら
は
得
る
も
の
が
大
き
い
。
特
に
何

世
紀
に
も
わ
た
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
珠
玉
の
文
学
作
品
か

ら
は
、
精
神
的
、
道
徳
的
に
豊
か
な
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
文
学
を
教
え
る
教
師
が
作
品
の
解
説
、
言
葉
や
引
喩

な
ど
の
説
明
を
す
る
だ
け
で
、
学
生
に
作
品
の
持
つ
深
い
思
想
、

そ
の
思
想
の
人
生
と
の
か
ゝ
わ
り
を
考
え
さ
せ
な
い
と
し
た
ら
、

文
学
を
教
え
て
も
学
生
の
精
神
の
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

良
き
文
学
作
品
は
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
に
力
を
与
え
る
の
だ
。

②
女
子
学
生
は
文
学
作
品
か
ら
何
を
得
る
か

文
学
作
品
か
ら
何
を
学
ぶ
か
を
考
え
る
時
に
重
要
な
こ
と
は
、

文
学
の
勉
強
は
女
子
学
生
に
と
っ
て
特
に
価
値
あ
る
も
の
だ
、
と

い
う
認
識
で
あ
る
。

女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て
、
多
面
的
で
豊
か
な
人
生
経
験
を
持

つ
こ
と
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
で
は
、
特
に
そ
う
だ
。

家
庭
の
中
に
い
る
女
性
は
、
そ
の
仕
事
の
性
質
上
隔
離
さ
れ
た
生

活
を
し
て
い
る
の
で
、
女
性
に
と
っ
て
は
、
書
物
こ
そ
が
家
庭
の

外
の
世
界
（outer w

orld

）
に
お
け
る
も
の
の
考
え
方
、
家
庭
の

外
の
世
界
の
生
活
を
見
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
窓
な
の
だ
。
母
親

は
、
子
供
た

ち
が
外
の
世

界
で
生
活
で

き
る
よ
う
に

準
備
し
て
や

ら
ね
ば
い
け

な
い
し
、
妻

は
夫
が
活
躍

English Literature for Japanese 
Students
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す
る
外
の
世
界
を
知
的
に
理
解
し
、
そ
の
世
界
に
共
感
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

女
性
は
、
文
学
を
知
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
家
庭

の
義
務
を
正
し
く
果
た
す
た
め
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

夫
の
知
的
な
良
き
伴
侶
、
子
供
に
と
っ
て
も
知
的
な
良
き
母
親
と

な
る
た
め
に
は
、
妻
や
母
親
の
精
神
に
は
絶
え
ず
深
い
思
想
が
注

が
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
文
学
作
品
を
読
む
こ

と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
家
庭
に
あ
る
蔵
書
を
妻
や
母
親
が
活

用
し
な
い
な
ら
ば
、
家
族
間
の
絆
は
切
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

③
日
本
人
学
生
が
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
利
点

他
国
の
文
学
作
品
を
そ
の
国
の
言
語
で
読
み
、
そ
の
国
の
思
想

を
知
る
こ
と
は
、
自
国
の
文
学
作
品
と
自
国
の
言
語
、
自
国
の
思

想
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
他
国
の
文

学
作
品
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
知
識
は
拡
が
り
、
他

国
へ
の
関
心
と
共
感
が
増
し
、
わ
れ
わ
れ
は
「
世
界
市
民
（citi-

zens of the w
orld

）」
と
な
っ
て
い
く
。「
世
界
市
民
」
は
よ
り

高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
生
ま
れ
る
の
で
、
現
代

で
は
、
一
つ
の
言
語
、
自
国
の
文
学
作
品
し
か
知
ら
な
い
人
は
、

教
育
レ
ヴ
ェ
ル
の
高
い
人
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。

日
本
人
学
生
が
学
ぶ
第
二
言
語
は
英
語
で
あ
る
か
ら
、
日
本
人

学
生
は
必
然
的
に
そ
の
英
語
力
を
使
っ
て
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
先
ず
、
英
語
を
学
ぶ
こ
と
が
日
本
人
学
生

に
と
っ
て
い
か
に
優
利
で
あ
る
か
を
述
べ
る
と
、

ａ 

英
語
は
、
商
業
や
旅
行
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
共
通
言
語

で
あ
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
地
位
を
占
め
る
言
語
で
あ
る
。

ｂ 

英
語
は
、
見
事
な
発
展
を
遂
げ
世
界
の
重
要
国
と
な
っ
た

国
―
大
英
帝
国
と
共
和
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
―
で
使
わ
れ
て
い
る

言
語
で
あ
る
。

ｃ 

英
語
は
、
柔
軟
性
に
富
み
豊
か
な
表
現
手
段
と
な
る
言
語

で
あ
る
。

ｄ 

英
語
は
国
民
性
を
強
烈
に
持
っ
て
い
る
言
語
な
の
で
、
イ

ギ
リ
ス
人
の
国
民
生
活
の
多
く
が
英
語
の
中
に
具
体
化
さ
れ
て
い

る
。イ

ギ
リ
ス
文
学
に
関
し
て
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
は
西
洋
文

学
の
中
で
も
最
高
の
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
千
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
発
展
し
、
そ
の
生
誕
の
地
で
今
で
も
な
お
新
鮮
な
花
を
咲
か

せ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
文
学
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
そ
の
特
徴
は
イ

ギ
リ
ス
文
学
を
一
層
価
値
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。

ａ 

特
徴
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、
そ
れ
は
道
徳
的
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
道
徳
教
育
は
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
の

作
品
を
通
し
て
教
え
ら
れ
て
い
る
。

ｂ 
文
学
的
な
美
し
さ
を
備
え
、
多
く
の
場
面
で
繊
細
で
優
し

014-034_07_研究ノート.indd   20 12/06/29   18:23



―21―

い
感
情
を
示
し
て
い
る
。

ｃ 

深
さ
、
真
面
目
さ
、
公
民
と
し
て
の
義
務
感
、
責
任
、
不
屈
、

自
己
犠
牲
、
抑
制
、
公
正
さ
、
完
全
さ
、
正
し
い
こ
と
に
お
け
る

粘
り
強
い
頑
固
さ
、
冒
険
好
き
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
性
格
を
示

し
て
い
る
。

こ
こ
に
列
挙
し
た
三
つ
の
特
徴
は
、
チ
ョ
ー
サ
ー
（G

. C
haucer,  

1340-1400

）
か
ら
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
（R

. B
row

ning,  1812-
1889

）
に
至
る
彼
ら
の
作
品
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
は
、
各
作
品
を
魅
惑
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
文
学
を
知
的
に
学
ぶ
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
特
性

と
生
活
を
理
解
す
る
最
上
の
方
法
で
あ
り
、
日
本
人
学
生
に
と
っ

て
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
。

④
日
本
の
女
子
学
生
は
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
べ
き
だ

日
本
の
女
子
学
生
は
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
べ
き
だ
、
と
述
べ

る
理
由
は
三
つ
あ
る
。

ａ 

イ
ギ
リ
ス
文
学
の
大
部
分
は
女
子
学
生
が
読
ん
で
も
批
難

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
道
徳
的
な
内
容
で
あ
る
。

ｂ 

一
九
世
紀
に
西
洋
の
女
性
は
大
き
く
進
歩
し
て
お
り
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
女
性
の
進
歩
は
、
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
ま
れ

な
る
ほ
ど
の
成
功
を
み
た
。
そ
れ
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
女
性

た
ち
の
英
知
、
自
己
抑
制
、
自
己
犠
牲
の
お
蔭
で
あ
り
、
ま
た
男

性
た
ち
が
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
か
ら
、
と
言
え
る
が
、
何
よ

り
も
女
性
た
ち
が
、
慎
み
、
優
し
さ
な
ど
を
失
う
こ
と
な
く
、
教

育
、
責
任
、
自
由
の
順
番
に
力
を
獲
得
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
も

し
も
こ
の
順
番
が
逆
で
あ
っ
た
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
生
じ
た

と
思
わ
れ
る
。
彼
女
た
ち
が
な
ぜ
多
く
の
も
の
を
獲
得
し
、
少
し

し
か
失
わ
な
か
っ
た
か
は
、
現
代
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
作
品
の
中

に
は
っ
き
り
と
見
出
せ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
た
ち
が
歩
ん
だ
道

を
こ
れ
か
ら
歩
も
う
と
し
て
い
る
日
本
女
性
は
、
特
に
イ
ギ
リ
ス

文
学
作
品
を
読
む
べ
き
だ
。

ｃ 

日
本
に
お
い
て
も
生
活
、
経
済
、
商
業
の
発
達
に
伴
い
、
女

性
は
家
庭
の
外
で
も
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
が
、
こ
れ
か

ら
は
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
英
語
・
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学

ん
だ
女
性
た
ち
は
、
価
値
あ
る
仕
事
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
仕
事
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
作
品
の
翻

訳
な
ど
を
、
女
性
の
視
点
を
入
れ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
彼
女
た
ち
は
、
日
本
語
を
磨
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

⑤
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か

イ
ギ
リ
ス
文
学
の
作
品
を
第
一
級
の
翻
訳
書
を
使
っ
て
教
え
る

方
法
と
、
翻
訳
で
は
な
く
原
書
を
使
っ
て
教
え
る
方
法
と
二
つ
の

教
え
方
が
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
初
歩
の
コ
ー
ス
に
お
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い
て
は
、
そ
れ
が
立
派
な
日
本
語
訳
で
あ
る
な
ら
ば
翻
訳
書
を
使

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
翻
訳
書
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な

に
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
多
く
を
失
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

あ
る
程
度
の
英
語
力
を
身
に
つ
け
た
学
生
に
対
し
て
は
文
学
作
品

は
原
書
で
読
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
決
し
て
自
国
の
言
葉

に
翻
訳
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

学
生
は
、
原
語
を
通
し
て
作
家
の
思
想
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

日
本
の
教
室
で
は
原
文
を
翻
訳
し
な
が
ら
講
義
を
し
て
い
る
先

生
が
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
学
生
の
英
語
の
知
識
を
増
す
こ
と
に

も
な
ら
な
い
し
、
原
書
を
使
っ
て
作
品
を
味
わ
う
訓
練
に
も
な
ら

な
い
。
教
師
は
、
適
格
な
援
助
を
与
え
な
が
ら
、
学
生
に
イ
ギ
リ

ス
文
学
の
作
品
を
翻
訳
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
読
む
習

慣
を
ゆ
っ
く
り
と
つ
く
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
英
語
で
書
か

れ
た
医
学
や
法
律
の
専
門
書
の
内
容
を
学
生
が
知
り
た
い
と
思
う

時
に
は
、
日
本
語
に
翻
訳
し
な
が
ら
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
く

の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
国
文
学
を
専
攻
す
る
学
生
は
、

翻
訳
さ
れ
た
日
本
語
の
文
章
を
通
し
て
で
は
な
く
、
原
書
を
読
ん

で
原
語
の
持
つ
力
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
日
本
語
と
は
異
な
る
表
現
の

味
わ
い
、
日
本
人
と
は
異
な
る
知
的
な
立
脚
点
を
感
じ
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
教
え
る
教
師
は
、
英
語
と
い
う
言
語

に
つ
い
て
深
い
知
識
と
鋭
い
感
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
師
が
英
文
の
テ
キ
ス
ト
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
講
義
を
進
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
学
生
は
多
く
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

家
に
帰
っ
て
も
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
書
を
ひ
も
と
く
こ
と
を
し
な
い

で
あ
ろ
う
。

教
師
は
、
英
語
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
つ

い
て
も
適
切
な
知
識
を
所
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
五
百

年
間
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
発
展
に
つ
い
て
の
知
識
、
そ
し
て
イ
ギ

リ
ス
文
学
の
源
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
も
必

要
だ
。

一
番
よ
い
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
生
活
す
る
経
験
を
持
つ
こ
と
だ
が
、

そ
れ
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
ろ
う
か
ら
、
日
本
の
中
で
自
分
に
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
指
導
者
を
得
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
英
語
と

イ
ギ
リ
ス
文
学
に
つ
い
て
深
い
知
識
を
持
ち
、
英
語
の
発
音
な
ど

も
直
し
て
く
れ
る
よ
う
な
指
導
者
、
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
・
歴
史
・

文
化
な
ど
に
つ
い
て
有
益
な
話
を
し
て
く
れ
る
人
を
。
し
か
し
指

導
を
受
け
る
と
言
っ
て
も
、
教
師
は
自
分
の
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は

完
全
に
責
任
を
持
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
指
導
者
の
助
言

を
断
わ
る
自
由
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
室
を
つ
く
る

イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
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室
（L

iterature L
aboratory

）
を
つ
く
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

そ
の
部
屋
は
温
い
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
、
壁
に
は
イ
ギ
リ
ス
文
学
と

か
か
わ
る
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
が
感
じ
ら
れ
る
絵
画
を

か
け
る
と
よ
い
。

学
生
に
対
し
て
系
統
立
っ
た
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
教
育
を
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
部
屋
に
次
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
書
物
と
関

連
書
を
並
べ
る
こ
と
が
重
要
。
特
に
大
切
な
こ
と
は
、
書
物
の
配

列
の
仕
方
で
あ
る
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
）
偉
大
な
る
詩
人
の
作
品
。
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
イ
ギ
リ
ス
の
詩
は
、
散
文
よ
り
も
優
れ
て
い
る
か
ら
詩
の
セ

ク
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
。
詩
人
の
ア
ー
ノ
ル
ド（M

atthew
 A

rnold

）

は
、“B

y nothing is E
ngland so glorious as by her poetry. ”

と
述
べ
て
い
る
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
）
特
別
偉
大
な
る
散
文
作
家
の
作
品
。
現
代

英
語
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
）『
―
選
集
』
と
い
っ
た
も
の
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｄ
）
文
学
者
の
伝
記
。B

osw
ell’ s  L

ife of Sam
-

uel Johnson. M
rs.  G

askell’ s  L
ife of C

harlotte B
rontë

な
ど
文

学
的
価
値
の
高
い
も
の
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｆ
）
二
、
三
種
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
。
少
な
く

と
も
一
種
は
外
国
人
の
眼
で
書
か
れ
た
も
の
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン

ス
人
の
歴
史
家H

. A
. Taine

のH
istory of E

nglish L
iterature.

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｇ
）
英
語
史
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｈ
）
二
、
三
種
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
。
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
も
の
が
よ
い
。
イ
ギ
リ
ス
文
学
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
に
つ
い
て
の
知
識
が
必

要
。
イ
ギ
リ
ス
文
学
は
、
強
い
愛
国
心
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｒ
）
参
考
文
献
。
少
な
く
と
も
二
種
類
の
新
し

い
良
い
辞
書
、
地
図
、
百
科
事
典
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｎ
）
小
説
。
小
説
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ギ

リ
ス
の
思
想
や
生
活
が
理
解
で
き
る
し
、
容
易
に
英
語
の
語
彙
を

ふ
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｋ
）
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
の
作
品
の
英
訳
本
。

英
語
に
よ
ら
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
英
訳
本
。

（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｔ
）
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
日
本
語
訳
。
イ
ギ
リ
ス

文
学
を
学
ぶ
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
本
は

役
立
つ
。

演
習
室
の
責
任
は
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
教
え
る
教
師
が
引
き
受

け
る
。
し
か
し
こ
の
部
屋
は
、
あ
く
ま
で
も
学
生
の
個
人
的
な
勉

強
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑦
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識

英
語
を
か
な
り
よ
く
読
め
て
も
、
真
の
意
味
で
イ
ギ
リ
ス
文
学
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を
理
解
で
き
な
い
日
本
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
時
に
は
、

最
初
、
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
味
わ
う
た
め
に
は
、

英
語
の
知
識
以
上
の
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
れ
は
第
一
番
目
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
の
中
に
流
れ
る
根
本

的
な
原
理
と
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
を
成
立
さ
せ
て
い
る
主
要
な
条
件

を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
に
い
て
も
獲

得
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
番
目
に
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
源
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
よ

く
知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
。
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
源
と
な
っ
た
も

の
は
、

ａ 

ギ
リ
シ
ャ
思
想
と
ギ
リ
シ
ャ
文
学
（
物
語
）。
ロ
ー
マ
は
ギ

リ
シ
ャ
の
影
響
を
深
く
受
け
た
の
で
、
一
六
世
紀
以
来
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
最
高
の
教
育
は
、
ギ
リ
シ
ャ
思
想
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
真
に
理
解
す
る
た
め
に

は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
物
語
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
。

ｂ 

バ
イ
ブ
ル
。
過
去
半
世
紀
の
間
に
バ
イ
ブ
ル
を
読
む
イ
ギ

リ
ス
人
は
大
き
く
拡
が
っ
て
い
る
。
バ
イ
ブ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
文
学

に
輝
か
し
き
光
を
与
え
、
大
変
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
で
、
文

学
的
な
見
地
か
ら
み
て
も
、
バ
イ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
知
識
は
イ
ギ

リ
ス
文
学
を
明
快
に
理
解
す
る
た
め
に
は
必
須
の
も
の
と
言
え
よ

う
。ｃ 

ア
ー
サ
ー
王
伝
説
に
か
か
わ
る
物
語
。
こ
れ
ら
の
物
語
は

西
洋
に
お
け
る
騎
士
道
の
最
高
の
理
想
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
物
語
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
理
想
と
イ
ギ
リ
ス
文

学
の
上
に
き
ら
め
く
光
を
投
げ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
の
物

語
は
、
冒
険
を
愛
す
る
心
、
名
誉
を
重
ん
じ
る
心
、
向
こ
う
見
ず

と
も
言
え
る
勇
敢
さ
、
忠
誠
、
自
制
な
ど
イ
ギ
リ
ス
人
の
持
つ
性

格
の
側
面
を
強
調
し
て
お
り
、
そ
の
性
格
に
は
、
恐
ら
く
日
本
人

も
容
易
に
共
感
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
性
格
は
、

日
本
の
サ
ム
ラ
イ
、
中
世
の
西
洋
の
騎
士
、
そ
し
て
現
代
の
イ
ギ

リ
ス
紳
士
を
特
徴
づ
け
て
い
る
も
の
だ
か
ら
。
ア
ー
サ
ー
王
物
語

は
、
日
本
文
学
と
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
つ
な
ぐ
価
値
あ
る
リ
ン
ク
で

あ
り
、
日
本
人
学
生
が
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
勉
強
す
る
時
に
は
、
こ

の
物
語
か
ら
出
発
す
る
の
が
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

⑧
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
有
益

学
生
は
、
教
師
の
講
義
を
聞
け
ば
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
つ
い
て
の

す
べ
て
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
は
な
ら
な
い
。

個
人
で
勉
強
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
予
習
・
復
習
に
多
く
の
時
間

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
生
に
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
毎
週
、
あ
る
い
は
二
週

間
に
一
回
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
教
師
と
学
生
は
講
義
の
時
と
は
異
な
っ
た
立
場
に
立

ち
、
異
な
っ
た
役
目
を
果
た
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
の
勉
強
は
学
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生
だ
け
で
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
学
生
は
テ
ー
マ
や
勉
強
法
を
自

由
に
選
択
し
、
独
創
的
な
仕
事
を
行
う
学
者
の
よ
う
に
個
人
で
研

究
を
進
め
る
。
教
師
の
役
目
は
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
与

え
た
り
、
提
出
さ
れ
た
も
の
に
批
評
を
加
え
た
り
、
ま
た
学
生
に

知
識
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
を
教
え
た
り
、
学
生
が
必
要
な

資
料
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
学
生
は
、
自
分
の
研
究
の
成
果
を
順
番
に
発
表

し
、
そ
の
発
表
に
対
し
て
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
批
判
し
た
り
討

論
し
た
り
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
発
表
者
は
、
自
分
の
見
解
を
守
る
こ

と
を
学
ぶ
。
こ
の
時
教
師
は
あ
く
ま
で
司
会
役
で
、
最
後
に
討
論

の
要
点
を
ま
と
め
、
何
か
あ
れ
ば
助
言
を
与
え
る
。

学
生
の
関
心
や
能
力
は
無
限
に
拡
が
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

し
、
彼
ら
の
独
創
性
も
発
展
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
秘
め
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
学
生
と
教
師
が
力
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

か
な
り
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
学
生
の
能
力
を
伸
ば
す
と
い
う
効
果
を
も

た
ら
す
。
特
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
文
学
を
教
え
る
こ
と
に
お
い

て
価
値
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
、
さ
ま
ざ
ま
な
好
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
出
て
く
る
か
ら
だ
。

⑨
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ん
だ
学
生
は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
絆
を

強
め
る

国
に
と
っ
て
マ
ネ
ー
は
重
要
だ
が
、
し
か
し
国
の
品
性
と
英
知

は
、
国
の
進
歩
に
と
っ
て
マ
ネ
ー
よ
り
価
値
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

が
、
英
語
圏
の
外
で
英
語
を
学
ん
で
い
る
学
生
に
対
し
て
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
最
上
の
も
の
は
、
優
れ
た
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
中

に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
高
貴
な
思
想
と
高
い
理
想
で
あ
る
。

将
来
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
政
治
、
商
業
、
他
の
分
野
で
共

通
の
関
心
を
持
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
親
し
ん
だ

日
本
の
知
的
な
学
生
の
誰
も
が
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
恒
久
的
な

結
び
つ
き
の
中
で
価
値
多
き
リ
ン
ク
と
な
る
。
お
そ
ら
く
日
本
人

学
生
の
何
人
か
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
最
上
の
本
を
日
本
語
に
翻
訳
し

て
日
本
中
に
そ
れ
を
拡
め
、
そ
の
リ
ン
ク
を
強
め
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
ま
た
、
日
本
文
学
の
深
い
思
想
や
高
い
理
想
を
英
語
に
翻
訳

し
て
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
、
東
洋
と
西
洋
の
間
の
絆
を
強
め
る
で

あ
ろ
う
。

〈
以
上
で
紹
介
終
り
〉

右
の
簡
単
な
紹
介
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
、「
日

本
人
学
生
に
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
教
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ

た
時
に
通
常
予
想
さ
れ
る
も
の
と
は
違
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
女
子
学
生
に
対
し
て
、
彼
女
ら
が
英
語
・
イ
ギ
リ
ス
文

学
を
単
に
教
養
と
し
て
、
あ
る
い
は
嫁
入
り
道
具
と
し
て
学
ぶ
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
家
庭
の
外
の
世
界
を

014-034_07_研究ノート.indd   25 12/06/29   18:23



―26―

知
り
、
イ
ギ
リ
ス
文
化
を
理
解
し
、
イ
ギ
リ
ス
女
性
の
進
歩
の
状

態
を
学
ん
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
日
本
女
性
も
従
属
し
た
状
態
か
ら
抜

け
出
て
自
立
し
た
女
性
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ヒ
ュ
ー
ズ
の
期

待
が
読
み
取
れ
る
こ
と
だ
。

こ
の
書
に
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
最
高
の
教
育
を
受
け
、

女
性
教
師
の
育
成
に
奮
闘
し
た
女
子
高
等
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

ヒ
ュ
ー
ズ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

四　

日
本
女
子
大
学
校
英
文
学
部
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の
改
革

ヒ
ュ
ー
ズ
が
開
学
し
た
ば
か
り
の
日
本
女
子
大
学
校
英
文
学
部

の
教
壇
に
立
っ
て
ア
ー
サ
ー
王
物
語
を
読
ん
だ
こ
と
は
、
す
で
に

紹
介
し
た
が
、
そ
の
他
に
一
体
ど
ん
な
試
み
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
伝
え
る
「
日
本
女
子
大
学
校
の
英
文
学
部
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
記
事
（『
を
ん
な
』
第
二
巻
四
号
﹇
大
日
本
女
学
会

発
行
、
明
治
三
五
年
四
月
﹈
所
収
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用

し
よ
う
。…

…
此
程
ま
た
ヒ
ュ
ー
ズ
女
史
も
入
り
て
之
（
日
本
女
子

大
学
校
英
文
学
部
…
…
白
井
）
を
助
け
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り

た
る
は
前
号
に
已
に
報
じ
た
る
処
な
る
が
、
同
大
学
に
て
は

此
度
英
米
女
子
大
学
の
制
度
を
参
照
し
諸
種
の
点
に
於
て
大

に
改
善
す
る
所
あ
り
と
い
ふ
。
今
其
要
を
掴
め
ば
、
新
に
幾

多
の
参
考
書
を
購
入
し
、
英
文
学
部
専
用
の
自
修
（
マ
マ
）

室
を
設

け
て
、
セ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
ヒ
ュ
ー
ズ
嬢
監
督
の
下
に
英
語
演

習
の
道
を
開
き
、
英
文
学
の
研
究
に
欠
く
可
か
ら
ざ
る
ア
ー

サ
ー
王
物
語
、
希
臘
神
話
及
聖
書
を
授
け
、
又
英
国
現
時
の

風
俗
を
も
教
へ
、
会
話
に
も
普
通
会
話
の
外
に
、
時
事
会
話

を
加
へ
、
文
学
規
範
と
て
、
英
文
大
家
の
詩
文
の
精
英
を
抜

摘
（
マ
マ
）し

て
、
研
究
の
料
に
供
し
、
以
て
彼
我
文
躰
の
相
異
等

を
評
論
せ
し
む
る
な
ど
、
従
来
諸
学
校
慣
用
の
も
の
と
少
し

く
趣
を
異
に
す
る
所
あ
り
。
又
教
科
書
も
ギ
ヤ
ス
カ
ル
夫
人

の
文
集
の
如
き
、
新
に
外
国
に
注
文
せ
し
も
の
少
な
か
ら
ざ

る
由
な
り
。

こ
れ
を
読
む
と
、
ヒ
ュ
ー
ズ
はE

nglish L
iterature for Japa-

nese Students

の
中
に
記
し
た
こ
と
―
イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
室
の

設
置
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ア
ー
サ
ー
王
物
語
・
ギ
リ
シ
ャ
神

話
・
聖
書
の
勉
強
、
英
詩
の
鑑
賞
な
ど
―
を
日
本
女
子
大
学
校
英

文
学
部
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
実
行
力
、
そ
し

て
彼
女
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
成
瀬
の
寛
容
さ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
に
対

す
る
信
頼
の
深
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
こ
に
引
用
し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
『
を
ん

な
』
に
は
、
日
本
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の
活
躍
ぶ
り
の
ニ
ュ
ー
ス
、

彼
女
の
講
演
「
近
世
の
英
国
婦
人
」
の
翻
訳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
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五　

成
瀬
の
関
心

前
述
し
た
よ
う
に
、
成
瀬
は
こ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
書
に
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、
頁
の
余
白
に
短
い
英
文

や
日
本
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
成
瀬
が
ヒ
ュ
ー
ズ
の
ど
の

文
章
を
重
視
し
た
か
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に
特
に
関
心
を
抱
い
た

か
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
主
な
も
の
を

記
し
た
い
。

ａ 

本
稿
の
「
②
女
子
学
生
は
文
学
作
品
か
ら
何
を
得
る
か
」
の

と
こ
ろ
に
は
書

き
込
み
が
多
い
。

先
ず
成
瀬
が
ア

ン
ダ
ー
ラ
イ
ン

を
引
い
た
の
は
、

「
女
性
は
、
男

性
に
比
べ
て
、

多
面
的
で
豊
か

な
人
生
経
験
を

持
つ
こ
と
か
ら

切
り
離
さ
れ
て

い
る
」「
母
親

は
、
子
供
た
ち

が
外
の
世
界

（outer w
orld

）で
生
活
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
文
章
に
対
し
て
で
あ
り
、
そ
の
頁
の
余
白
に
は
、

英
語
でPleasant experience in life.  W

om
en ought [ to]  know

 

of outer w
orld.

さ
ら
に
日
本
語
で
「
女
子
も
高
等
教
育
を
要
す
」

と
記
し
て
い
る
。
特
に
三
重
線
を
引
い
て
重
要
視
し
た
の
は
、

「
女
性
に
と
っ
て
は
、
書
物
こ
そ
が
家
庭
の
外
の
世
界
に
お
け
る

も
の
の
考
え
方
、
家
庭
の
外
の
世
界
の
生
活
を
見
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
窓
な
の
だ
」「
女
性
は
、
文
学
を
知
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
の
家
庭
の
義
務
を
正
し
く
果
た
す
た
め
の
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。

ｂ 

本
稿
の
「
③
日
本
人
学
生
が
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
利
点
」

の
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
英
語
に
つ
い
て
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
記
述
、

す
な
わ
ち
「
英
語
は
、
商
業
や
旅
行
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
共
通

言
語
で
あ
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
地
位
を
占
め
る
言
語
で
あ
る
。」「
英

語
は
柔
軟
性
に
富
み
豊
か
な
表
現
手
段
と
な
る
言
語
で
あ
る
」
に

は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
、
特
に
前
者
に
は
三
重
線
が
引
か

れ
て
い
る
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
特
徴
が
書
か
れ
て
い
る
頁
の
余
白
に
、

成
瀬
はprofit of E

nglish L
iterature

と
書
い
て
い
る
。

ｃ 

本
稿
の
「
④
日
本
の
女
子
学
生
は
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ

べ
き
だ
」
の
と
こ
ろ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
文
章
に
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
。

English Literature for Japanese Studentsと成瀬による書込み
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ｄ 

本
稿
の
「
⑥
イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
室
を
つ
く
る
」
の
と
こ

ろ
の
ほ
と
ん
ど
の
文
章
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
、
特
に
セ

ク
シ
ョ
ン
Ｎ
に
お
い
て
は
、「
小
説
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ギ

リ
ス
の
思
想
や
生
活
が
理
解
で
き
る
し
、
容
易
に
英
語
の
語
彙
を

ふ
や
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
ヒ
ュ
ー
ズ
の
文
章
に
二
重
線
が

引
か
れ
て
い
る
。

ｅ 

本
稿
の
「
⑧
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
有
益
」
の
と
こ
ろ
の
「
学

生
は
予
習
・
復
習
に
多
く
の
時
間
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
学
生
は
独
創
的
な
仕
事
を
行
う
学
者
の
よ
う
に
個
人
で
研
究
を

進
め
る
」
に
対
し
て
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
。

ｆ 

本
稿
の
「
⑨
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ん
だ
学
生
は
、
日
本
と

イ
ギ
リ
ス
の
絆
を
強
め
る
」
の
と
こ
ろ
の
最
後
の
文
章
「
イ
ギ
リ

ス
文
学
に
親
し
ん
だ
日
本
の
知
的
な
学
生
の
誰
も
が
、
日
本
と
イ

ギ
リ
ス
の
恒
久
的
な
結
び
つ
き
の
中
で
価
値
多
き
リ
ン
ク
と
な
る
。

お
そ
ら
く
日
本
人
学
生
の
何
人
か
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
最
上
の
本
を

日
本
語
に
翻
訳
し
て
日
本
中
に
そ
れ
を
拡
め
、
そ
の
リ
ン
ク
を
強

め
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
日
本
文
学
の
深
い
思
想
や
高
い
理

想
を
英
語
に
翻
訳
し
て
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
、
東
洋
と
西
洋
の
間

の
絆
を
強
め
る
で
あ
ろ
う
」
に
対
し
て
成
瀬
は
二
重
線
を
引
い
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
成
瀬
が
重
要
視
し
た
ヒ
ュ
ー
ズ
の
文
章
に
改
め
て

注
意
を
払
う
と
、
成
瀬
は
、
純
粋
に
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
味
わ
う
と

か
英
語
の
表
現
法
や
レ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
に
興
味
を
抱
く
よ
り
は
、

イ
ギ
リ
ス
文
学
を
学
ぶ
こ
と
の
効
用
、
特
に
女
子
学
生
が
イ
ギ
リ

ス
文
学
を
学
ぶ
と
具
体
的
に
ど
ん
な
効
用
が
あ
る
か
、
に
関
心
を

持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
⑥
イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
室
を
つ
く

る
」
の
文
章
に
多
く
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
英
文
学
部
に
ヒ
ュ
ー
ズ
の
提
案
を
生
か
し
て

実
際
に
演
習
室
を
つ
く
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ヒ
ュ
ー
ズ
の
書
に
引
か
れ
た
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
や
読
み
に
く
い

字
の
書
き
込
み
を
み
て
い
る
と
、
こ
の
書
を
読
ん
で
ま
す
ま
す
日

本
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
を
巡
ら
す
パ
イ
オ
ニ
ア
成
瀬
仁
蔵
の
姿
が
浮
か
び
上
っ
て
く

る
。最

後
に
大
変
興
味
深
い
成
瀬
の
記
述
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ

の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
著
書
の
奥
付
け
の
裏
の
頁
は
白
紙
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
成
瀬
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

 
H

ughes’ efforts

（1

）Teaching 
 

（2

）Lecturing

（3

）Writing 
 

（4

）Suggesting ideas

（5

）Show
ing exam

ples,  her ow
n experience

（6
）For future by ?

（
判
読
不
能
）

（7
）She becam

e the link betw
een　
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（
６
）の
最
後
の
英
語
は
判
読
で
き
ず
残
念
で
あ
る
が
、（
７
）は

She becam
e the link betw

een Japan and E
ngland.

で
あ
ろ
う
。

成
瀬
は
こ
の
書
を
読
み
終
え
た
あ
と
に
、
日
本
に
お
け
る
ヒ

ュ
ー
ズ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
奮
闘
ぶ
り
（efforts

）
を
思
い
起

こ
し
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

成
瀬
の
こ
の
メ
モ
の
意
味
を
推
測
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ヒ
ュ
ー
ズ
の
滞
日
期
間
は
一
五
ヵ
月
と
い
う
短
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
日
本
女
子
大
学
校
で
教
え
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
を
視
察
し
て
講
演
を
行
い
（
そ
の
テ
ー
マ
は
、

英
語
教
育
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
教
育
、
絵
画
教
育
、
女
子
の
体
育

教
育
、
女
性
の
地
位
向
上
の
必
要
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

た
）
23
（

）、
さ
ら
に
本
書
の
執
筆
、『
英
学
新
報
』
や
『
国
民
新
聞
』
へ

の
寄
稿
な
ど
彼
女
は
実
に
精
力
的
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
教
育
経
験
を
語
り
、
日
本
の
教
育
家
に
さ
ま
ざ
ま
な
提

言
を
行
っ
て
日
本
人
を
刺
激
し
た
の
だ
。
彼
女
は
、
ま
さ
に
日
本

と
イ
ギ
リ
ス
を
結
ぶ
リ
ン
ク
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に
―
教
育
に
お
け
る
日
英
同
盟

ヒ
ュ
ー
ズ
のE

nglish L
iterature for Japanese students

の

前
述
し
た
内
容
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
書
が
出
版
さ
れ

た
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
七
月
の
半
年
前
（
一
月
三
〇
日
）

に
、
日
英
同
盟
（A

nglo- Japanese A
lliance

）
が
結
ば
れ
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。日

英
同
盟
は
ロ
シ
ア
の
極
東
進
出
政
策
に
対
抗
す
る
た
め
に
日

本
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
に
結
ば
れ
た
軍
事
同
盟
で
あ
る
が
、
ヒ
ュ
ー

ズ
が
本
書
の
中
で
「
将
来
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
政
治
、
商
業
、

他
の
分
野
で
共
通
の
関
心
を
持
ち
続
け
る
だ
ろ
う
」
と
か
「
イ
ギ

リ
ス
文
学
に
親
し
ん
だ
日
本
の
知
的
な
学
生
の
誰
も
が
、
日
本
と

イ
ギ
リ
ス
の
恒
久
的
な
結
び
つ
き
（alliance

）
の
中
で
価
値
多

き
リ
ン
ク
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
る
時
、
彼
女
は
こ
の
日
英
同
盟

を
喜
び
を
も
っ
て
強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
は
成
瀬
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、

成
瀬
は
、「
ヒ
ュ
ー
ズ
は
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
を
結
ぶ
リ
ン
ク
と
な

っ
た
」
と
い
う
メ
モ
を
残
し
た
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
離
日

に
あ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
送
別
会
（
一
九
〇
二
年
九
月
）
の
た
め

に
書
い
た
「
彪
（
ヒ
ュ
ー
ズ
）斯

女
史
を
送
る
文）
24
（

」
の
中
で
、

此
の
女
子
の
髙
等
教
育
の
始
て
唱
道
せ
ら
る
ゝ
と
き
に
当

り
我
国
民
が
面
（
ま
の
あ
た
）り

高
等
教
育
を
受
け
た
る
女
子
の
活
標
本

（
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
…
白
井
）
を
女
史
に
於
て
見
る
を
得
た
る

は
実
に
女
子
（
マ
マ
）

来
朝
の
賜
な
り
其
の
大
に
本
邦
女
子
髙
等
教

育
の
前
途
に
資
せ
し
や
疑
を
容
れ
ざ
る
な
り
…
…
女
史
の
体
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は
夫
（
そ
）

の
東
半
球
の
西
端
に
近
き
英
国
に
あ
ら
ん
も
女
子
（
マ
マ
）

の

心
は
此
の
東
洋
の
英
国
に
あ
る
や
疑
を
容
れ
す
我
等
は
女
史

が
天
祐
の
下
に
幾
久
し
く
健
強
に
し
て
本
邦
教
育
の
爲
殊
に

我
が
校
の
爲
に
尽
く
さ
る
ゝ
こ
と
の
愈
（
い
よ
い
よ
）

々
多
か
ら
ん
こ
と

を
熱
望
し
て
止
ま
さ
る
な
り
嗚
（
あ
あ
）呼

政
治
上
の
日
英
同
盟
は

已
（
す
で
）に

政
治
家
の
手
に
成
り
ぬ
教
育
上
の
日
英
同
盟

0

0

0

0

0

0

0

0

は
正
に

女
史
の
手
に
成
ら
ん
哉　
（
ル
ビ
と
傍
点
…
…
白
井
）

と
述
べ
て
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
来
校
の
意
義
、
そ
し
て
女
子
高
等
教
育

を
め
ぐ
る
日
英
の
同
盟
を
強
調
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
英
語
学
・
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
専
門
家
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
、「
帝
国
教
育
会
英
語
講
習
会
」
な
ど
を

中
心
に
全
国
各
地
で
英
語
教
育
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
）
25
（

、
帰
国
後

も
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
英
語
教
育
専
門
雑
誌
『
英
語
教
授
』

（T
he E

nglish Teachers’ M
agazine,  1907

）
にT

he Teaching 

of E
nglish to Japanese in Japan

を
寄
稿
し
て
い
る）
26
（

。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
関
し
て
も
、
本
稿
に
紹
介
し
た

E
nglish L

iterature for Japanese Students

を
書
い
て
日
本
に

お
け
る
当
時
の
英
語
・
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
関
係
者
に
刺
激
を
与
え

た
と
思
わ
れ
る
。
東
北
大
学
に
あ
る
「
漱
石
文
庫
」
に
も
ヒ
ュ
ー

ズ
の
こ
の
書
（
再
版
）
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら）
27
（

、
当
時
東

京
帝
国
大
学
で
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
講
じ
て
い
た
夏
目
漱
石
も
こ
の

書
を
読
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
筆
者
が
知
る
限
り
、

現
在
こ
の
書
を
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
、

京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
総
合
人
間
学
部
図
書
館
、
京
都

府
立
図
書
館
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

再
版
ま
で
さ
れ
た
こ
の
書
は
、
日
本
の
英
語
教
育
史
、
イ
ギ
リ

ス
文
学
教
育
史
に
お
け
る
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
成
瀬
の
書
き
込
み
が
あ
る
成
瀬
記
念
館
所
蔵
の
一
冊

は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
確
立
を
願
っ
て
奮
闘

し
た
ヒ
ュ
ー
ズ
と
、
日
本
女
子
大
学
校
創
立
直
後
に
彼
女
を
受
け

入
れ
、
日
本
の
女
子
高
等
教
育
の
確
立
を
模
索
し
た
成
瀬
と
の
奇

遇
と
も
言
え
る
結
び
つ
き
を
実
証
す
る
稀
な
る
史
料
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
ヒ
ュ
ー
ズ
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ

た
文
献
の
記
述
を
読
む
と
、「
ヒ
ュ
ー
ズ
に
は
著
書
は
な
い
）
28
（

」
と

か
「
ヒ
ュ
ー
ズ
は
教
育
書
の
序
文
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
以
外
に
は
ほ

と
ん
ど
書
い
て
い
な
い）
29
（

」
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
たTeacher 

Training at C
am

bridge

も
「
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
教
育
理
論
に
つ
い

て
本
を
書
く
の
で
は
な
く
、
彼
女
の
力
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

多
く
を
教
え
る
こ
と
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
確
立
す
る
こ
と
に
使
っ
た
」
と

書
き
（
二
〇
三
頁
）、
巻
末
に
並
べ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
の
著
述
リ
ス
ト

に
も
二
一
七
頁
の
本
書
は
姿
を
見
せ
な
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、

こ
の
書
が
日
本
人
の
た
め
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
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が
、
日
本
で
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
彼
女

の
祖
国
で
も
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
な
る
と
、
こ
の
書
は
、
ヒ

ュ
ー
ズ
の
唯
一
の
珍
書
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ズ
は
帰
国
後
も
、
日
本
女
子
大
学
校
の
教
育
と
発
展
に

心
を
砕
き
、「
英
文
学
部
生
徒
に
送
る
」（『
日
本
女
子
大
学
校
学

報
』
第
一
号
、
一
九
〇
三
年
所
収
）、「
日
本
に
於
け
る
愛
国
心
の

養
成
」（『
家
庭
週
報
』
第
一
一
号
、
一
九
〇
四
年
所
収
）、「
日
露

戦
争
と
日
本
人
の
発
達
」（『
家
庭
週
報
』
第
二
三
号
、
一
九
〇
五

年
所
収
）
を
書
い
て
、
学
生
や
卒
業
生
を
励
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

文
章
の
中
に
は
、
時
折
、our Japanese allies
（
わ
れ
わ
れ
が
同

盟
し
て
い
る
日
本
人
）
と
い
う
言
葉
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
成
瀬

に
対
し
て
も
、
自
分
が
援
助
を
す
る
か
ら
英
語
力
の
あ
る
先
生
を

イ
ギ
リ
ス
に
二
年
間
留
学
さ
せ
な
い
か
、
と
い
う
内
容
の
書
簡

（
一
九
〇
五
年
八
月
一
四
日
付
）
を
送
っ
て
い
る
。

彼
女
は
晩
年
、
出
身
地
ウ
エ
イ
ル
ズ
の
教
育
問
題
に
力
を
注
ぎ
、

ウ
エ
イ
ル
ズ
大
学
と
カ
ー
デ
ィ
フ
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
コ
レ

ッ
ジ
の
役
員
に
も
な
り
、
一
九
二
〇
年
に
は
ウ
エ
イ
ル
ズ
大
学
か

ら
名
誉
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
赤
十
字
の
仕
事

に
も
か
か
わ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
病
院
で
志
願
看
護

婦
の
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
る
。

一
九
二
五
年
一
二
月
一
九
日
、
七
四
歳
の
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
ウ
エ

イ
ル
ズ
の
自
宅
で
静
か
に
息
を
引
き
と
っ
た
。
彼
女
の
死
を
報
じ

た
ロ
ン
ド
ン
の
タ
イ
ム
ズ
紙
（
一
九
二
五
年
一
二
月
二
一
日
、
一

八
頁
）
は
、
彼
女
が
Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
退
職
し
た
あ
と
、
日
本
の
学
校
で

英
語
を
教
え
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

な
お
Ｃ
Ｔ
Ｃ
は
、
一
九
四
九
年
に
初
代
校
長
ヒ
ュ
ー
ズ
に
敬
意

を
表
し
て
ヒ
ュ
ー
ズ
・
ホ
ー
ル
（H

ughes H
all

）
と
名
称
を
変
え
、

新
し
い
発
展
を
見
た
。
現
在
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
正
式
な
コ

レ
ッ
ジ
の
一
つ
で
あ
り
、
男
女
共
学
。
ま
た
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
に
六
つ
あ
る
大
学
院
コ
レ
ッ
ジ
中
の
最
古
の
も
の
で
、
多
く
の

国
か
ら
大
学
院
生
を
集
め
、
彼
ら
の
研
究
分
野
は
女
子
教
育
の
み

な
ら
ず
多
方
面
に
拡
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

〈
注
〉（
1
） 

日
本
女
子
大
学
校
英
文
学
部
第
一
回
生
の
田
口
た
か
の
は
「
ミ

ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
は
英
文
科
の
先
生
と
い
う
よ
り
、
学
校
全
体
の

こ
と
で
成
瀬
先
生
の
御
相
談
相
手
だ
っ
た
よ
う
で
す
」
と
述
べ

て
い
る
。『
日
本
女
子
大
学
英
文
学
科
七
十
年
史
』（
一
九
七
六

年
）、
一
五
頁
。

（
2
） 

白
井
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ｐ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
―
成
瀬
仁
蔵
を
助
け
た

英
国
女
子
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
―
」『
成
瀬
記
念
館
』
№
9
（
一

九
九
三
年
）、
白
井
「
日
本
の
女
子
大
学
創
設
前
後
に
見
る
日

英
教
育
者
の
交
流
」『
女
子
大
学
論
』（
女
子
教
育
研
究
双
書
10
、

ド
メ
ス
出
版
、
一
九
九
五
年
）、
白
井
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
P
・

ヒ
ュ
ー
ズ
―
成
瀬
仁
蔵
を
助
け
た
英
国
女
子
教
育
の
パ
イ
オ
ニ

ア
―
」『
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九

九
五
年
）、
白
井
「
日
本
女
子
大
学
校
創
設
期
に
お
け
る
外
国
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人
教
師
―
英
国
女
性
ヒ
ュ
ー
ズ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
―
」『
日
本

女
子
大
学
文
学
部
英
文
学
科
百
周
年
記
念
誌
』（
二
〇
〇
四
年
）、

白
井
「
日
英
交
流
と
明
治
期
の
女
子
高
等
教
育
―
放
送
大
学
講

義
で
成
瀬
仁
蔵
を
語
る
―
」『
成
瀬
記
念
館
』
№
21
（
二
〇
〇

六
年
）、
白
井
「
成
瀬
に
協
力
し
た
英
国
の
女
性
教
育
家
た
ち
」

『
日
本
女
子
高
等
教
育
の
父
成
瀬
仁
蔵　

あ
な
た
は
天
職
を
見

つ
け
た
か
』（
二
〇
〇
八
年
）。

（
3
） Pam

 H
irsch and M

ark M
cB

eth,  Teacher Training at C
am

-

bridge: T
he Initiatives of O

scar B
row

ning and E
lizabeth 

H
ughes

（L
ondon:  W

oburn Press,  2004

）,  pp.  119- 20.

（
4
） D

orothea B
eale

（1831- 1906

）
は
注
（
7
）
に
記
すFrances 

M
.  B

uss

と
並
ぶ
イ
ギ
リ
ス
女
子
教
育
の
大
御
所
。
ロ
ン
ド
ン

のQ
ueen’s C

ollege

で
学
び
、
卒
業
後
そ
こ
で
数
学
と
ラ
テ
ン

語
を
教
え
た
。
一
八
五
八
年
か
ら
そ
の
死
ま
でC

heltenham
 

L
adies’ C

ollege

（
以
下
C 

L 

C
と
記
す
）
の
校
長
と
し
て
君

臨
し
、
こ
の
学
校
の
名
声
を
確
固
た
る
も
の
に
高
め
、
一
九
世

紀
末
に
設
立
さ
れ
た
寄
宿
制
の
女
子
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
ビ
ー
ル
は
最
初
は
慎
重
で
あ
っ
た

が
C 

L 

C
の
教
育
科
目
に
数
学
、
科
学
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ

ャ
語
を
取
り
入
れ
、
能
力
あ
る
生
徒
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
あ
る
い
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
進
学
す
る

よ
う
励
ま
し
、
彼
女
自
身
も
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
内
に
女

子
コ
レ
ッ
ジ
のSt.  H

ilda’s C
ollege

を
創
設
し
て
い
る
（
一
八

九
三
年
）。
ビ
ー
ル
時
代
の
C 

L 

C
に
は
日
本
の
女
子
教
育
家

下
田
歌
子
や
津
田
梅
子
が
見
学
に
訪
れ
た
。
一
九
〇
二
年
、

ビ
ー
ル
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
か
ら
名
誉
法
学
博
士
の
学
位
を

受
け
た
。

（
5
） 

女
性
が
学
士
の
学
位
（B

achelor of A
rts

）
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
場
合
は
一

九
四
八
年
。
ち
な
み
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
は
一
八
七
八
年
、
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
一
九
二
〇
年
。

（
6
） H

irsch and M
cB

eth,  p.  123.

（
7
） 

Ｃ
Ｔ
Ｃ
創
立
の
提
案
者
、
推
進
者
は
、
注
（
4
）
に
記
し
た

ビ
ー
ル
と
並
ぶ
イ
ギ
リ
ス
女
子
教
育
の
大
御
所Frances M

ary 

B
uss

（1827- 94

）。
彼
女
は
、
後
に
設
立
さ
れ
た
女
子
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
たN

orth L
on-

don C
ollegiate School

を
創
立
し
（
一
八
五
〇
年
）、
そ
の
死

ま
で
校
長
を
務
め
た
。
女
子
高
等
教
育
の
推
進
に
力
を
入
れ
、

ま
た
女
子
中
等
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
る
良
き
教
師
の
養
成
を

重
視
し
て
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
創
立
後
も
、
彼
女
の
相
続
人Sophie 

B
ryant 

と
共
に
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
発
展
を
支
え
続
け
た
。

（
8
） H

irsch and M
cB

eth,  p.  114.

（
9
） O

scar B
row

ning

（1837- 1923

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
、
教

育
者
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
のK

ing’s C
ollege

に
属
し
て
古

典
を
学
び
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
のE

ton C
ollege

副
校

長
、K

ing’s C
ollege

の
フ
ェ
ロ
ウ
を
経
て
、
一
八
九
一
年
に
は
、

初
等
教
育
の
教
師
（
男
性
）
を
養
成
す
るC

am
bridge U

niver-

sity D
ay T

raining C
ollege

の
創
立
者
の
一
人
と
な
り
、
そ
の

初
代
校
長
を
務
め
た
（
一
八
九
一
―
一
九
〇
九
年
）。

（
10
） H

irsch and M
cB

eth,  p.  148.
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（
11
） 

た
と
え
ば
一
八
九
三
年
に
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会

に
お
け
る
会
議
（C

ongress

）
の
中
の
女
子
教
育
部
門
に
、
ヒ

ュ
ー
ズ
は
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
と
し
て
出
席
し
た
。H

irsch and 

M
cB

eth,  p.  198.

（
12
） 

青
山
な
を
『
安
井
て
つ
と
東
京
女
子
大
学
』（
慶
應
通
信
、
一

九
八
二
年
）
に
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
と
Ｃ
Ｔ
Ｃ
に
つ
い
て
の
安
井
の

言
葉
「
校
長
ミ
ス
・
イ
ー
・
ピ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ
は
英
国
に
お
け

る
女
子
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
且
最
も
権
威
あ
る
女
子
教
育

家
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
校
は
、
一
寸
日
本
の
女
髙
師
に
似
て
ゐ

ま
す
が
、
程
度
は
ず
っ
と
高
く
、
す
で
に
大
学
を
卒
業
し
た
者

が
、
教
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
り
、
自
分
の
専

門
学
科
の
教
授
法
を
研
究
し
た
り
す
る
所
で
し
た
。
…
…
」
が

引
用
さ
れ
て
お
り
（
四
四
―
四
五
頁
）、
さ
ら
に
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
生

活
に
つ
い
て
も
詳
し
い
記
述
が
あ
る
（
三
七
―
七
七
頁
）。

（
13
） “Journal in L

ondon, ” T
he W

ritings of U
m

eko T
suda

（T
suda 

C
ollege,  1984

）,  p.  274 and p.  278.

（
14
） 

ヒ
ュ
ー
ズ
の
日
本
に
お
け
る
視
察
や
講
演
に
つ
い
て
は
、
大
野

延
胤
「E.  P.  H
ughes in Japan

（1901- 1902

）」『
学
習
院
大
学

文
学
部
研
究
年
報
』
三
六
輯
（
一
九
九
〇
年
）
を
、
ま
た
ヒ

ュ
ー
ズ
の
講
演
の
部
分
翻
訳
は
『
英
国
風
俗
』（
知
新
館
、
一

九
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
15
） “E

xtracts F
rom

 L
etters, ” T

he C
heltenham

 L
adies’ C

ollege 

M
agazine

（A
utum

n 1902

）,  p.  285.

（
16
） 

こ
の
書
簡
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
卒
業
生
が
発
行
す
るL

eaflets

に
対

す
る
寄
稿
ら
し
い
。
成
瀬
記
念
館
は
、
こ
の
書
簡
の
写
し
（
手

書
き
）
を
所
蔵
し
て
い
る
。

（
17
） 

渋
沢
栄
一
「
老
躯
を
提
げ
て
故
成
瀬
氏
の
遺
志
完
成
に
」『
成

瀬
先
生
追
懐
録
』（
桜
楓
会
出
版
部
、
一
九
二
八
年
）、
三
一
二

頁
。

（
18
） 

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
』
第
二
巻
、
第

三
巻
（
日
本
女
子
大
学
発
行
）
の
な
か
に
八
回
ヒ
ュ
ー
ズ
の
名

前
が
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
第
二
巻
（
一
九
七
六
年
）
の
三
〇

六
、
三
二
五
頁
。
第
三
巻
（
一
九
八
一
年
）
の
三
八
三
、
三
八

四
、
三
八
七
、
四
二
五
、
六
二
二
、
六
四
五
頁
に
お
い
て
で
あ

る
。

（
19
） 『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
』
第
三
巻
、
三
八
三
頁
。

（
20
） 『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
』
第
三
巻
、
四
二
五
頁
。

（
21
） 

成
瀬
記
念
館
が
所
蔵
す
る
こ
の
書
の
表
紙
に
は
ヒ
ュ
ー
ズ
の
手

で
、W

ith E.  P.  H
ughes’ kind regards

と
あ
る
。

（
22
） 

こ
の
書
は
奥
付
の
み
が
日
本
語
で
記
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

発
売
所
は
丸
善
株
式
会
社
（
東
京
市
日
本
橋
区
）、
印
刷
所
は

立
教
学
院
活
版
部
（
東
京
市
日
本
橋
区
明
石
町
）
で
あ
る
。

（
23
） 

注
（
14
）
に
記
し
た
大
野
氏
の
ペ
イ
パ
ー
を
参
照
。
な
お
近
年
、

ヒ
ュ
ー
ズ
が
考
え
る
美
術
教
育
や
体
育
教
育
、
そ
の
日
本
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
研
究
成
果
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
24
） 

成
瀬
の
手
に
よ
り
墨
で
書
か
れ
た
こ
の
文
章
は
、
成
瀬
記
念
館

が
所
蔵
。

（
25
） 
注
（
14
）
に
記
し
た
大
野
氏
の
ペ
イ
パ
ー
を
参
照
。

（
26
） 

こ
の
寄
稿
文
は
、『
英
語
教
授
』（
復
刻
版
）（
名
著
普
及
会
、
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一
九
八
五
年
）
の
第
一
巻
三
号
、
四
号
所
収
。

（
27
） 

夏
目
漱
石
の
旧
蔵
書
三
〇
六
八
冊
か
ら
な
る
「
漱
石
文
庫
」
に

入
れ
ら
れ
た
本
書
（
洋
書　

函
架
番
号
二
八
一
）
は
、
一
九
〇

二
（
明
治
三
五
）
年
八
月
一
七
日
発
行
の
再
版
で
（
初
版
は
同

年
七
月
七
日
）、
七
三
―
七
六
頁
に
印
刷
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
文

学
作
家
名
リ
ス
ト
の
名
前
の
冒
頭
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
鉛
筆
で

×
印
が
書
か
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

が
誰
に
よ
っ
て
何
の
た
め
に
記
さ
れ
た
か
は
不
明
と
の
こ
と
。

本
の
状
態
は
か
な
り
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

（
28
） 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
発
行
のD

ictionary of 

N
ational B

iography

（M
issing Persons

）（1993

）のH
ughes,  

E
lizabeth Phillips

の
項
を
参
照
。こ
の
事
典
の
内
容
を
一
新
し

た
最
新
版O

xford D
ictionary of N

ational B
iography

（2004

）

に
お
い
て
は
、
彼
女
が
書
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
記

述
が
あ
る
の
み
。

（
29
） M

argaret B
ottrall,  H

ughes H
all

（1885-1985
） （C

am
bridge: 

R
utherford Publications,  1985

）,  p.  31.  

後
述
す
る
ヒ
ュ
ー
ズ

の
死
亡
記
事
（
タ
イ
ム
ズ
紙
）
に
も
「
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
た
く
さ

ん
の
教
育
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
た
」
と
あ
る
の
み
。

（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
所
員　

し
ら
い　

た
か
こ
）
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は
じ
め
に

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
総
合
研
究
所
の
研
究
課
題
と
し
て
、「
理
学
教
育

を
リ
ー
ド
し
た
女
性
科
学
者
た
ち
」
の
研
究
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
こ
の
女
性
科
学
者
は
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
先
輩
科
学

者
丹
下
ウ
メ
・
大
橋
廣
・
鈴
木
ひ
で
る
・
奥
田
富
子
・
道
喜
美

代
・
高
橋
憲
子
・
辻
キ
ヨ
各
先
生
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
道
先
生
が
立
ち
上
げ
た
家
政
学
研
究
科
が
、
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
四
万
八
千
ド
ル
（
当
時
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
）

の
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け
が
欲
し
い
と
思
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
本
学
に
は
、
支
援
さ
れ
た
事
実
と
金
額
は
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
書
類
な
ど
は
、

ど
こ
か
に
埋
も
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
見
当
た
ら
な
い
。

嘗
て
丹
下
ウ
メ
先
生
の
学
位
論
文
を
調
べ
に
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ス
大
学
の
図
書
館
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
学
位
論
文
と
と

も
に
、
予
想
以
上
の
情
報
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
フ
ァ
イ
ル
に

感
動
し
た
経
験
が
よ
み
が
え
り
、
二
〇
〇
七
年
三
月
初
旬
、
厳
し

い
寒
さ
が
残
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
。
こ
の
財
団
か
ら
の
支

援
は
、
当
時
の
第
六
代
学
長
上
代
タ
ノ
先
生
の
国
際
人
と
し
て
の

情
熱
と
手
腕
に
よ
る
賜
物
で
あ
り
、
上
代
タ
ノ
先
生
の
面
影
を
頭

に
浮
か
べ
な
が
ら
の
調
査
で
あ
っ
た
。

上
代
タ
ノ
先
生
の
思
い
出

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
四
月
、
附
属
高
等
学
校
の
入
学
式

資
料
探
訪家

政
学
研
究
科
設
置
に
向
け
て

　
　
　

上
代
タ
ノ
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
要
請
し
た
支
援

蟻
川　

芳
子
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西
原
春
夫
先
生
の
御
尊
父
で
あ
る
。
成
瀬
先
生
生
誕
一
〇
〇
年
は

一
九
五
九
年
、
私
が
大
学
一
年
生
の
時
で
出
版
間
も
な
い
本
で
あ

っ
た
。
先
生
の
お
言
葉
は
淡
々
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
強
い

お
励
ま
し
に
聞
こ
え
た
。

上
代
先
生
が
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
な
っ
て
、「
世
界
平
和
ア

ピ
ー
ル
七
人
委
員
会
」
が
発
足
し
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
湯
川
秀
樹
氏
、
東
京
大
学
総
長
茅
誠
司
氏
ら

と
並
ん
で
、
本
学
学
長
上
代
タ
ノ
先
生
と
本
学
出
身
者
平
塚
ら
い

て
う
氏
の
お
名
前
が
時
折
新
聞
紙
上
に
載
る
の
を
、
学
生
と
し
て

誇
り
に
思
っ
て
い
た
。
こ
の
委
員
会
は
、「
人
道
主
義
と
平
和
主

義
に
立
つ
不
偏
不
党
の
立
場
か
ら
、
国
際
間
の
紛
争
は
絶
対
に
武

力
に
よ
る
解
決
を
と
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
ゆ
く
」
と
の
申
し
合
わ
せ
の
も
と
に
、
有
志
の
会
と
し
て
学
長

就
任
の
前
年
一
九
五
五
年
一
一
月
一
一
日
（
第
一
次
世
界
大
戦
の

休
戦
記
念
日
）
に
発
足
し
て
い
た
。

家
政
学
研
究
科
の
設
立

私
が
大
学
三
年
の
一
九
六
一
年
は
、
本
学
創
立
六
〇
周
年
に
あ

た
っ
た
。
家
政
学
部
の
上
に
、
修
士
課
程
の
大
学
院
家
政
学
研
究

科
が
設
置
さ
れ
た
。
児
童
学
専
攻
と
食
物
学
専
攻
な
の
で
、
私
自

身
の
専
門
と
は
関
係
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
私
も
大
学
院
進
学
を

考
え
始
め
た
頃
な
の
で
な
ん
と
な
く
覚
え
て
い
る
。『
上
代
た
の

に
、
新
学
長
と
し
て
登
壇
し
た
上
代
タ
ノ
先
生
の
姿
に
目
を
見
張

っ
た
の
は
、
私
ば
か
り
で
は
な
い
。
お
年
は
召
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
が
、
ダ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
の
細
身
の
ス
ー
ツ
の
胸
に
は
、
大
輪
の

カ
ト
レ
ア
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
ハ
イ
ヒ
ー

ル
と
い
う
出
で
立
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
と

い
う
印
象
で
あ
っ
た
。
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
大
橋
廣
前
学
長
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
何
か

時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
戦
後
一
〇
年
、
日

本
は
戦
争
の
傷
跡
か
ら
立
ち
直
り
、
石
油
化
学
産
業
、
電
気
産
業
、

自
動
車
産
業
等
が
活
発
に
動
き
出
し
て
い
た
。
茶
の
間
に
テ
レ
ビ
、

若
者
た
ち
は
ロ
カ
ビ
リ
ー
に
熱
中
し
、
日
本
に
自
由
と
明
る
さ
が

広
が
っ
て
き
た
時
代
で
あ
っ
た
。
私
の
大
学
生
活
を
通
し
て
学
長

は
上
代
先
生
で
あ
っ
た
が
、
大
学
一
年
生
の
時
こ
ん
な
思
い
出
が

あ
る
。
当
時
「
実
践
倫
理
」
の
授
業
で
、
夏
休
み
に
「
成
瀬
論

文
」
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
三
つ
程
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
中
か

ら
、
私
は
「
成
瀬
先
生
の
教
育
観
」
に
つ
い
て
書
い
た
。
秋
の
あ

る
日
、
学
長
室
に
行
く
よ
う
に
と
の
こ
と
で
上
代
先
生
を
お
訪
ね

す
る
と
、『
も
の
が
た
り　

少
年
成
瀬
仁
蔵
』
と
い
う
本
を
手
渡

さ
れ
た
。
成
瀬
論
文
の
ご
褒
美
だ
そ
う
で
、「
呈　

鈴
木
（
旧
姓
）

芳
子
様　

上
代
た
の
」
と
い
う
署
名
入
り
、「
成
瀬
仁
蔵
先
生
生

誕
百
年
記
念
出
版
」
と
い
う
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
当
時

附
属
豊
明
小
学
校
主
事
の
西
原
慶
一
先
生
、
元
早
稲
田
大
学
総
長
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文
集
』
に
収
め
ら
れ
た
、
一
九
六
一
年
日
本
女
子
大
学
創
立
六
〇

周
年
記
念
式
に
お
け
る
「
学
長
式
辞
」
に
は
、
成
瀬
先
生
が
つ
と

に
意
図
さ
れ
て
い
た
大
学
院
の
設
置
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

か
ら
研
究
補
助
金
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、
創
立
六

〇
周
年
記
念
事
業
後
援
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
の
度
大
学
院
の
開
設

と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
列

車
で
ハ
ド
ソ
ン
川
を

北
上
す
る
こ
と
約
一

時
間
、
タ
リ
ー
タ
ウ

ン
で
下
車
、
タ
ク

シ
ー
で
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ

セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ

た
。
厳
重
な
フ
ェ
ン

ス
に
囲
ま
れ
た
小
高

い
丘
の
上
に
あ
る
石

造
り
の
建
物
。
ベ
ル

を
押
し
て
迎
え
入
れ

て
も
ら
い
、
説
明
を

受
け
る
。
予
め
メ
ー
ル
で
目
的
を
伝
え
て
あ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に

分
厚
い
フ
ァ
イ
ル
が
二
冊
運
び
込
ま
れ
た
。
一
冊
は“Japan 

W
om

en’s U
niversity H

om
e E

conom
ics”

、も
う
一
冊
は“Japan 
W

om
en’s U

niversity L
ibrary”

で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
図
書

館
の
建
設
に
も
財
団
の
支
援
を
受
け
て
い
た
の
だ
。
今
回
の
調
査

目
的
は
、
家
政
学
研
究
科
へ
の
支
援
で
あ
る
。
何
と
上
代
タ
ノ
先

生
と
財
団
の
往
復
書
簡
は
数
十
通
、
そ
れ
に
加
え
て
購
入
備
品
お

よ
び
書
籍
の
リ
ス
ト
の
往
復
で
あ
る
か
ら
、
驚
く
べ
き
量
で
あ
る
。

コ
ピ
ー
を
要
請
す
る
に
は
限
度
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
全
体
を
把

握
し
よ
う
と
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
何
と
物
語
が
展
開
さ
れ
て
、

先
へ
先
へ
と
誘
わ
れ
て
行
っ
た
。
持
参
し
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
昼

食
に
食
べ
、
三
時
頃
に
は
漸
く
必
要
部
分
の
コ
ピ
ー
三
〇
通
程
を

依
頼
し
て
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
た
。

上
代
タ
ノ
先
生
は
、
一
九
五
七
年
以
前
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
に
、
家
政
学
研
究
科
設
立
の
た
め
の
資
金
援
助
を
打
診
し
て

い
た
。
幾
度
も
の
書
簡
の
や
り
取
り
、
財
団
関
係
者D

r.  R
obert 

F.  C
handler,  Jr.

の
日
本
女
子
大
学
訪
問
、
詳
細
な
計
画
書
の
提

出
を
経
て
、
一
九
六
〇
年
一
月
二
二
日
、
四
万
八
千
ド
ル
の
助
成

が
財
団
の
役
員
会
で
決
定
し
た
。
す
べ
て
財
団
を
通
し
て
支
払
い

が
行
わ
れ
る
、
い
わ
ば
現
物
支
給
の
形
で
支
援
が
行
わ
れ
た
。
当

時
、
機
器
類
は
米
国
製
の
も
の
が
多
く
、
ま
た
性
能
も
良
か
っ
た

し
、
購
入
希
望
の
図
書
は
洋
書
で
あ
る
か
ら
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
支

ロックフェラー・アーカイブセンターにて（筆者）
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援
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
支
援
が
始
ま
る
と
本
学
か
ら
の
発
注
、

先
方
か
ら
の
送
り
状
、
本
学
か
ら
の
受
領
証
と
、
頻
繁
に
や
り
取

り
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
財
団
が
発
送
し
た
書
簡
は
カ
ー
ボ
ン
紙

を
挟
ん
で
タ
イ
プ
し
た
写
し
が
、
本
学
か
ら
の
も
の
は“Tano 

Jodai”

の
署
名
入
り
の
現
物
が
フ
ァ
イ
ル
し
て
あ
る
。
何
に
も
勝

る
感
激
の
書
類
で
あ
っ
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
か
ら
入
手
し

た
書
簡
の
一
部
を
抜
粋
し
て
そ
の
概
略
を
紹
介
し
な
が
ら
、
支
援

の
経
緯
を
辿
っ
て
い
く
。
以
後
は
敬
称
を
略
し
て
記
述
す
る
。

上
代
タ
ノ
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
往
復
書
簡
の
抜
粋

す
で
に
一
九
五
七
年
以
前
か
ら
上
代
タ
ノ
はD
r.  C

harles B
.  

Fahs

（
Ｃ
Ｂ
Ｆ
と
略
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
人
文
科
学
部
局

長
）
と
会
う
か
、
書
簡
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

フ
ァ
イ
ル
の
最
初
に
出
て
き
た
の
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｆ
の
旅
行
日
記
か
ら

の
抄
録
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
四
月
二
五
日　

C
harles B

.  Fahs

極
東
旅
行
日
記

よ
り上

代
タ
ノ
氏
が
支
援
を
要
望
し
て
い
る
の
は
、
家
政
学
に
お
け

る
大
学
院
の
開
設
で
あ
る
。
彼
女
の
大
学
は
こ
の
分
野
で
は
、
最

も
充
実
し
た
学
部
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
分

野
は
女
性
が
リ
ー
ド
で
き
る
し
、
ま
た
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

野
の
一
つ
で
、
日
本
の
女
性
の
地
位
と
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
大
学
は
私
学
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
文
部
省
は
大
学
院
設
立
を
歓
迎
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
学
院
は
家
政
学
そ
の
も
の
と
同
時
に
生
物
科
学
や
化
学
の
分
野

で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
教
育
課
程
及
び
学
部
の
教
育
課
程
に
お
い

て
も
、
設
備
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ
る
。
上
代
氏
が
希
望
す
る
の

は
こ
の
設
備
・
図
書
及
び
教
員
の
海
外
研
修
で
あ
る
。
ひ
と
た
び

設
立
す
れ
ば
、
そ
れ
を
運
営
し
て
い
く
自
信
は
あ
る
。
児
童
学
に

お
い
て
は
、
文
部
省
の
研
究
費
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。
こ
れ

は
一
般
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
の
も
の
で
あ
る
が
、

日
本
に
お
け
る
女
性
の
教
育
と
、
女
性
の
地
位
向
上
へ
の
援
助
と

し
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｆ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
の
活
動
と
し
て
考
え
る
こ
と
を

薦
め
る
。

大
学
院
は
食
物
学
専
攻
と
児
童
学
専
攻
を
計
画
し
て
い
た
が
、

上
代
が
支
援
を
要
請
し
た
の
は
、
食
物
学
専
攻
に
お
け
る
設
備
、

図
書
等
で
あ
る
。
食
物
学
専
攻
の
中
心
人
物
で
あ
る
道
喜
美
代
は
、

一
九
五
八
年
か
ら
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｎ
Ｉ
Ｈ
（N

ational Insti-

tute of H
ealth

：
国
立
衛
生
研
究
所
）
で
生
化
学
の
研
究
を
行
っ

て
い
た
が
、
一
九
五
九
年
夏
に
帰
国
す
る
際
、
上
代
は
道
に
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
立
ち
寄
っ
て
こ
の
支
援
に
つ
い
て
の
詳
細
を

打
ち
合
わ
せ
て
く
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
た
と
、
道
の
愛
弟
子
で
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本
学
名
誉
教
授
・
理
事
の
江
澤
郁
子
先
生
は
語
る
。
そ
の
証
拠
と

し
て
、
道
が
財
団
に
送
っ
た
書
簡
及
び
そ
の
返
信
の
概
略
は
、
以

下
の
と
お
り
。

一
九
五
九
年
六
月
二
一
日　

D
r.  R

obert F.  C
handler,  Jr.  

宛　

道
喜
美
代

メ
リ
ー
ラ
ン
ド　

ベ
セ
ス
ダ
の
N 

I 

H
国
立
衛
生
研
究
所
の
生

化
学
研
究
室
で
、
一
九
五
八
年
か
ら
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
し

て
い
る
。
上
代
タ
ノ
先
生
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
、
食
物
・

栄
養
の
研
究
施
設
へ
の
援
助
を
受
け
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
大
学

院
を
作
る
た
め
、
応
募
の
方
法
を
尋
ね
た
い
。
七
月
下
旬
に

N 

I 

H
を
出
て
、
東
京
に
戻
る
。（D

r.  R
obert F.  C

handler,  
Jr.

は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
農
学
部
局
長
）

一
九
五
九
年
六
月
二
四
日　

D
r.

道
喜
美
代
宛
（C

C

：

上
代
学

長
）Robert F.  C

handler,  Jr.

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
と
し
て
は
、
詳
細
な
計
画
書
（
目
的
と

経
費
）
と
、
ど
の
く
ら
い
質
の
高
い
教
員
が
用
意
で
き
る
か
が
知

り
た
い
。D

r.  J.  G
.  H

arrar

と
私
が
、
一
九
五
八
年
に
日
本
女
子

大
学
を
訪
ね
た
。
そ
の
時
、
大
学
院
を
作
っ
て
拡
張
し
た
い
な
ら
、

も
う
一
度
私
達
が
訪
ね
て
話
し
合
い
を
す
る
と
言
っ
て
き
た
。
私

は
九
月
末
か
ら
一
〇
月
初
旬
に
、
日
本
に
約
二
週
間
行
く
こ
と
に

し
て
い
る
。
大
学
を
訪
問
し
て
、
話
し
合
い
た
い
。
そ
の
前
に
詳

細
な
計
画
を
立
て
て
お
く
こ
と
を
薦
め
る
。
そ
う
す
れ
ば
話
が
固

ま
る
で
あ
ろ
う
。
た
ぶ
ん
研
究
装
置
が
適
切
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
場
所
と
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
。
も
し
、
あ
な

た
が
七
月
下
旬
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
立
ち
寄
る
な
ら
ば
喜
ん
で
話

し
合
い
た
い
が
、
そ
の
他
の
用
事
が
な
け
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
来
る
必

要
は
な
い
。

し
か
し
、C

handler

は
そ
の
後
七
月
二
一
日
発
信
の
手
紙
で
、

九
月
下
旬
に
直
接
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

横
浜
に
は
一
日
滞
在
す
る
の
で
、
九
月
二
三
日
午
前
一
〇
時
〜
一

二
時
に
お
会
い
で
き
れ
ば
嬉
し
い
と
伝
え
て
き
た
。

一
九
五
九
年
八
月
二
四
日　

D
r.  C

handler 

宛　

上
代
タ
ノ

七
月
二
一
日
付
で
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
に
、
返
事
を

出
し
損
な
っ
て
し
ま
い
申
し
訳
な
い
。
こ
の
二
ヶ
月
く
ら
い
多
忙

な
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
言
い
訳
に
は
な
ら
な
い
。
ご
親
切
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
九
月
二
三
日
一
〇
時
か
ら
一
二
時
、
貴
重
な

ご
指
示
を
期
待
す
る
。
そ
れ
ま
で
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
お
く
。
重

ね
重
ね
感
謝
申
し
上
げ
る
。

一
九
五
九
年
八
月
三
一
日　

上
代
学
長
宛　

R
obert F.  
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C
handler,  Jr.

お
手
紙
を
拝
見
し
た
。
九
月
二
三
日
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
も
し
貴
大
学
の
車
が
横
浜
に
迎
え
に
来
て

く
れ
る
な
ら
有
難
い
。
九
時
か
ら
九
時
半
の
間
に
待
っ
て
い
て
欲

し
い
。
九
月
二
二
日
、
ア
メ
リ
カ
ン
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ラ
イ
ン
社
に
、

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
号
が
天
候
も
し
く
は
他
の
理
由

で
遅
れ
て
い
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
と
よ
い
。
私
は

妻
と
、
No. 

29
の
船
室
に
い
る
。

貴
大
学
に
は
一
〇
時
か
ら
一
二
時
ま
で
し
か
い
ら
れ
な
い
。
ド

ラ
イ
バ
ー
に
送
っ
て
も
ら
い
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
一
二
時
三
〇
分
に

着
け
ば
、
午
後
に
船
に
戻
れ
る
だ
ろ
う
。

一
九
五
九
年
九
月
二
三
日　

大
学
院
計
画
書

D
r.  C

handler 

が
来
学
す
る
の
で
計
画
書
を
用
意
し
た
。
宛
先

はD
r.  C

handler

、
差
出
人
は
上
代
タ
ノ
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い

る
。本

学
は
六
〇
年
前
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
成
瀬

仁
蔵
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
家
政
学
を
学
ん
だ
卒
業
生
を
極
め
て

多
数
輩
出
し
、
多
く
は
こ
の
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
五
三
年
に
は
農
家
生
活
研
究
所
を
創
設
。
社
会
、
経
済
が

急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
現
在
、
最
新
の
機
器
を
用
い
て
高
度

な
科
学
的
視
野
に
立
ち
、
先
進
的
な
研
究
を
行
う
た
め
に
は
、
大

学
院
を
作
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

計
画
し
て
い
る
大
学
院
は
、
①
食
物
・
栄
養
を
目
的
と
す
る
大

学
院　

②
二
年
間
の
修
士
課
程　

③
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
食
物
・
栄

養
に
関
す
る
基
礎
及
び
応
用
的
研
究　

④
研
究
室
は
学
部
の
研
究

室
の
一
部
を
使
い
、
定
員
は
二
〇
名　

⑤
教
員
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
別
紙
に
記
載
。
必
要
な
機
器
類
は
別
紙
に
記
載
。
他
の
支
出
は

日
本
女
子
大
学
で
賄
う
。

と
さ
れ
、
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
具
体
的
な
計
画
が
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
一
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
員　

二
．
備
品　

三
．
図
書
か
ら
成
る
も
の
で
、
備
品
は
動
物
実
験
室

の
設
備
・
窒
素
測
定
装
置
・
電
気
炉
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
天
秤
・
ベ
ッ

ク
マ
ン
pH
メ
ー
タ
ー
・
分
光
光
度
計
・
ユ
ニ
ッ
ト
キ
ッ
チ
ン
・

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
・
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
な
ど
三
〇
種
類
、

合
計
額
三
九
、二
九
〇
ド
ル
、
図
書
は
『
食
物
お
よ
び
食
品
の
化

学
分
析
』・『
食
物
お
よ
び
食
品
の
化
学
と
技
術
』・『
生
物
化
学
概

論
』・『
ア
ミ
ノ
酸
の
生
化
学
』
な
ど
の
単
行
本
、〝
食
品
研
究
の

進
歩V

ol.  I

〜V
II

〞・〝
タ
ン
パ
ク
質
化
学
の
進
歩V

ol.  I

〜X
III

〞

な
ど
雑
誌
類
の
洋
書
、
合
計
額
七
〇
二
．
六
五
ド
ル
、
総
計
三
九
、

九
九
二
．
六
五
ド
ル
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
一
月
二
二
日　

四
万
八
千
ド
ル
の
支
給
を
決
定
し

た
通
知
（
差
出
人
の
明
記
無
し
）
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日
本
女
子
大
学
の
家
政
学
に
お
け
る
大
学
院
開
設
の
た
め
に
四

万
八
千
ド
ル
を
支
給
す
る
。
こ
の
助
成
金
は
一
九
六
〇
年
二
月
一

日
か
ら
三
年
間
有
効
と
す
る
。

次
の
点
が
評
価
さ
れ
た
。

○ 
 

農
芸
科
学
：
食
物
・
栄
養
（
ア
ジ
ア
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
・
中
東
・
ア
フ
リ
カ
へ
と
拡
大
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

○ 

家
政
学
で
は
前
例
が
な
い

○ 
 

総
評
：
日
本
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
に
関
す
る
教
育
の
必
要
性
で
あ
る
。
現
在
国
民

は
、
タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
で
あ
り
、

日
本
人
の
食
生
活
を
改
善
す
る
た
め
に
、
家
政
学
に
お
い

て
科
学
研
究
者
や
教
育
者
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
数

あ
る
日
本
の
家
政
学
教
育
機
関
で
、
日
本
女
子
大
学
が
食

物
・
栄
養
に
お
け
る
最
高
の
教
育
を
提
供
で
き
る
も
の
と

判
断
し
た
。

日
本
女
子
大
学
は
一
九
〇
一
年
に
創
設
、
一
九
四
七
年
新
制
大

学
と
な
っ
た
。
学
生
数
二
二
五
〇
名
、
専
任
教
員
一
五
〇
名
、
非

常
勤
講
師
一
〇
〇
名
。
上
代
タ
ノ
学
長
は
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て

こ
の
計
画
を
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
申
請
し
、
財
団
職
員
も
大

学
に
出
向
い
て
話
し
合
い
を
し
た
成
果
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
実

を
結
ん
だ
。

助
成
金
： 

四
八
、〇
〇
〇
ド
ル
の
う
ち
、
三
九
、二
九
〇
ド
ル
は

実
験
装
置
、
七
〇
二
．
六
五
ド
ル
は
図
書
に
あ
て
る
。

梱
包
、
運
送
料
と
し
て
二
〇
％
を
追
加
し
、
四
八
、

〇
〇
〇
ド
ル
と
し
た
。
支
払
い
は
、
上
代
タ
ノ
学

長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
行
う
。
殆
ど
の
品
は
米
国

に
お
い
て
購
入
す
る
が
、
助
成
金
の
一
部
は
日
本

で
使
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト 

：
日
本
女
子
大
学
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
、
社
会

学
を
含
む
幅
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
つ
が
、
半

数
近
く
の
学
生
が
家
政
学
を
学
ん
で
い
る
。
卒
業

生
は
地
方
で
職
を
得
る
者
も
多
い
で
あ
ろ
う
し
、

日
本
女
子
大
学
は
農
家
や
家
庭
生
活
に
明
ら
か
に

影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

将
来
展
望 

：
財
団
の
農
学
部
局
関
係
者
は
、
日
本
女
子
大
学

へ
の
訪
問
を
継
続
す
る
。
将
来
更
な
る
支
援
が
可

能
と
な
ろ
う
。

こ
の
後
、
財
団
の
秘
書
補
佐
か
ら
、
改
め
て
以
下
の
決
定
通
知

が
届
い
た
。

一
九
六
〇
年
二
月
一
日　

上
代
学
長
宛　

秘
書
補
佐Janet M

.  
Paine

（C
C

：R
.  F.  C

handler,  Jr.

）

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
役
員
会
は
一
九
六
〇
年
一
月
二
二
日
、

日
本
女
子
大
学
に
四
八
、〇
〇
〇
ド
ル
を
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
。
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本
助
成
は
一
九
六
〇
年
二
月
一
日
か
ら
三
年
間
有
効
で
あ
る
。
こ

の
助
成
金
は
実
験
装
置
と
科
学
書
籍
の
購
入
に
あ
て
る
。
も
し
希

望
が
あ
れ
ば
、
当
方
で
発
注
し
、
業
者
に
直
接
支
払
っ
て
も
よ
い
。

こ
れ
に
対
し
、
二
月
九
日
にJanet.  M

.  Paine

宛
、
二
月
一
二

日
にC

harles B
.  Fahs

宛
に
上
代
タ
ノ
が
支
援
決
定
に
対
す
る

礼
状
を
発
送
し
て
い
る
。

一
九
六
一
年
四
月
一
四
日　

秘
書
補
佐Janet M
.  Paine

宛　

上
代
タ
ノ

三
月
三
一
日
、
文
部
省
よ
り
日
本
女
子
大
学
に
、
食
物
・
栄
養

学
専
攻
と
児
童
学
専
攻
の
大
学
院
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。
四
月
一

日
よ
り
開
学
す
る
。
こ
の
吉
報
と
私
共
の
深
謝
の
念
を
、
財
団
役

員
に
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

こ
の
後
の
機
器
お
よ
び
図
書
の
発
注
リ
ス
ト
等
は
省
略
。

一
九
六
一
年
四
月
二
一
日　

Janet M
.  Paine

宛　

上
代
タ
ノ

発
注
し
た
図
書
が
届
い
た
。
ベ
ッ
ク
マ
ン
pH
メ
ー
タ
ー
に
ガ
ラ

ス
電
極
三
本
、
カ
ロ
メ
ル
電
極
三
本
を
注
文
。
新
し
い
サ
イ
エ
ン

ス
の
建
物
が
、
昨
日
（
四
月
二
〇
日
創
立
記
念
日
に
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
）
開
館
し
た
。
こ
の
開
館
に
先
立
っ
て
、
人
文
科
学
部

局
長D

r.  Fahs

に
お
目
に
か
か
り
、
財
団
か
ら
の
支
援
に
深
謝

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
七
月
一
一
日　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
役
員
宛　

上
代
タ
ノ

貴
財
団
の
支
援
に
よ
り
、
一
九
六
一
年
に
食
物
・
栄
養
学
専
攻

の
大
学
院
が
発
足
し
た
が
、
こ
の
た
び
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
。
指
導
教
員
と
院
生
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
肝
酵
素
に
及
ぼ
す
非
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
栄
養
効
果
と
低
タ
ン

パ
ク
食
で
飼
育
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
の
成
長

D 

r
．
道
喜
美
代
、
江
澤
郁
子

○
粗
食
者
に
関
す
る
研
究　

D 

r
．
武
藤
静
子
、
宮
原
千
穂
子

○
魚
筋
肉
た
ん
ぱ
く
質
のdenaturation　

 

D 

r
．
右
田
正
男
、

水
野
文
子

○
柿
の
ペ
ク
チ
ン
―
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
に
つ
い
て　

D 

r
．

岩
崎
康
男
、
木
村
葉
子

○
食
材
料
の
熱
伝
導
度
と
粘
弾
力
性　

中
濱
信
子

現
在
食
物
・
栄
養
学
専
攻
に
は
一
〇
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

二
〇
名
が
理
想
で
あ
る
が
、
能
力
の
あ
る
学
生
を
選
ん
で
い
る
。

貴
財
団
か
ら
の
援
助
で
実
験
装
置
に
も
恵
ま
れ
、
学
生
は
興
味
を

持
っ
て
幅
広
く
奥
の
深
い
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
成
果
が
期
待
さ

れ
る
。
改
め
て
貴
財
団
に
感
謝
す
る
。
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一
九
六
三
年
七
月
一
九
日　

John H
.  G

reenfieldt

宛　

上
代

タ
ノ最

後
の
機
器
が
届
い
た
。
こ
れ
で
助
成
金
に
よ
る
全
て
の
物
品

の
購
入
は
終
了
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
助
成
金
で
購

入
し
た
物
品
の
リ
ス
ト
を
同
封
す
る
。
貴
財
団
の
リ
ス
ト
と
一
致

す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
七
月
二
二
日　

上
代
タ
ノ
学
長
宛
（C

C

：R
.  F.  

C
handler,  Jr.

マ
ニ
ラ
便
）　

部
局
長
補
佐R

obert D
.  O

sler

上
代
学
長
か
ら
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
宛
の
礼
状
を
受
け
取

っ
た
。
優
れ
た
食
物
・
栄
養
学
専
攻
の
大
学
院
を
作
ら
れ
た
こ
と

を
、
喜
ば
し
く
思
う
。

一
九
六
三
年
八
月
六
日　

上
代
タ
ノ
学
長
宛　

John H
.  

G
reenfieldt

貴
大
学
か
ら
の
物
品
購
入
リ
ス
ト
と
、
当
方
の
記
録
が
一
致
し

た
の
で
、
帳
簿
の
口
座
を
閉
じ
る
。

こ
の
後
も
上
代
学
長
は
、
食
物
・
栄
養
学
専
攻
の
図
書
の
充
実

に
関
し
て
再
度
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
支
援
を
要
請
し
た
。
大

学
に
は
一
九
六
四
年
に
新
し
い
図
書
館
も
完
成
し
て
い
る
。
一
九

六
五
年
三
月
、
食
物
・
栄
養
お
よ
び
生
物
学
・
農
学
分
野
の
図
書

と
学
術
雑
誌
の
購
入
費
と
し
て
一
万
五
千
ド
ル
ま
で
の
支
援
が
決

定
し
た
。
こ
れ
が
大
学
院
に
関
す
る
最
後
の
支
援
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
三
月
三
一
日
を
以
て
上
代
タ
ノ
は
学
長
を
辞
任
し
た
。

一
九
六
五
年
四
月
六
日
に
は
、
新
し
く
学
長
に
就
任
し
た
有
賀
喜

左
衞
門
の
名
で
、
こ
の
支
援
に
対
す
る
礼
状
と
、
図
書
の
リ
ス
ト

（
合
計
一
四
、九
六
五
．
〇
〇
ド
ル
）
が
発
送
さ
れ
て
い
る
。

上
代
タ
ノ
学
長
の
国
際
性
、
積
極
性
、
理
事
長
と
し
て
の
手
腕

に
、
心
か
ら
敬
服
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
日
本
女
子
大
学
学
長
・
理
事
長　

あ
り
か
わ　

よ
し
こ
）

035-048_08_資料探訪.indd   48 12/06/29   18:03



―49―

は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
、
本
学
は
創
立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
た
。
そ
れ
を

記
念
し
て
、
成
瀬
記
念
館
で
は
本
学
の
国
際
交
流
の
歴
史
を
紹
介

す
る
展
示
と
記
念
写
真
集
の
編
纂
を
お
こ
な
い
、
一
九
〇
〇
年
代

初
頭
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
多
く
の
国
々
、
人
々
と
の
つ
な

が
り
の
厚
み
を
再
確
認
し
た
。

創
立
以
前
の
一
八
九
〇
年
に
成
瀬
仁
蔵
が
渡
米
し
た
こ
と
に
は

じ
ま
り
、
歴
代
校
長
・
学
長
や
数
多
く
の
教
員
が
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
等
に
学
び
、
見
聞
を
広
げ
た
。
帰
国
後
は
、

教
育
や
研
究
に
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
事
業
や
国
際
的
な
平
和
運
動

な
ど
、
幅
広
く
社
会
で
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
結
ば
れ
た
信
頼
関
係
が
、
様
々
な
形
で
本
学
へ
の
支
援
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

数
々
の
外
国
の
著
名
人
の
来
校
や
多
額
の
援
助
、
戦
後
の
い
ち

早
い
新
制
大
学
へ
の
昇
格
な
ど
は
、
全
て
そ
こ
に
源
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
創
立
初
期
か
ら
丹
下
ウ
メ
）
1
（

や
原
口
鶴
子）

2
（

の
よ
う
に
、
よ
り

専
門
的
な
研
究
を
続
け
る
意
志
を
も
つ
学
生
を
海
外
へ
送
り
出
し
、

励
ま
し
、
帰
国
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
。

一
方
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
や
女
子
美
術
学
校
、
東
京
女

子
医
学
専
門
学
校
な
ど
と
並
び
、
本
学
で
も
創
立
間
も
な
い
時
期

よ
り
、
中
国
や
朝
鮮
、
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
の
留
学
生

が
学
ん
で
い
た
。
そ
の
数
は
、
戦
前
だ
け
で
四
〇
〇
人
に
近
い
。

留
学
生
用
の
特
別
な
課
程
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
人
と
と
も
に
、

高
い
レ
ベ
ル
の
学
問
を
究
め
た
留
学
生
は
、
帰
国
後
、
教
員
や
社

調
査
報
告旧

制
時
代
に
お
け
る
本
学
へ
の
留
学
生

附 

日
本
女
子
大
学
校
留
学
生
名
簿

大
門　

泰
子
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会
活
動
家
な
ど
人
々
を
導
く
立
場
で
活
動
し
、
祖
国
の
発
展
の
歴

史
に
刻
ま
れ
て
い
る
人
物
が
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
成
瀬
記
念
館
で
は
留
学
生
の
状
況
を
断
片
的
に
は

把
握
し
て
い
た
も
の
の
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
留
学
生

の
氏
名
や
出
身
国
な
ど
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
お
こ

な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
女
性
史

や
女
子
教
育
の
研
究
が
盛
ん
に
な
る
と
、
戦
前
の
中
国
や
朝
鮮
か

ら
日
本
の
女
子
高
等
教
育
機
関
へ
留
学
し
た
人
々
の
足
跡
が
し
だ

い
に
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
な
か
で
は
本
学
を
卒
業
し
た
留
学
生

も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
3
（

。
留
学
生
に
関
わ
る

正
確
な
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
研
究
に
寄
与

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
、
家

政
学
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
本
学
の
責
任
で
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
女
子
大
学
校
時
代
（
一
九
〇
一
〜
四
七
年
）

に
お
け
る
留
学
生
の
全
体
像
を
、
調
査
結
果
を
も
と
に
報
告
す
る
。

個
人
情
報
へ
配
慮
を
し
な
が
ら
、
留
学
者
一
覧
を
本
稿
末
尾
に
掲

表１　国別・年別入学者及びそのうちの卒業者実数
単位：人

中国 朝鮮 台湾 満州 その他 合計
入学 卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学 卒業

1906 1 1 1
1907 2 1 2 2
1908 3 2 3
1909 2 2
1910 1 1 1 1
1911
1912
1913 1 1 1 1
1914 3 2 3 2
1915 5 2 5 2
1916
1917 1 1 1 1
1918
1919
1920 1 1 2 1 3 2
1921 4 3 4 1 8 4
1922 1 1 5 2 6 3
1923 3 1 1 1 4 2
1924 4 2 2 2 6 4
1925 3 2 7 4 1 1 11 7
1926 5 2 2 2 7 4
1927 10 3 4 1 14 4
1928 5 1 1 1 6 2
1929 2 2 4 2 3 2 1 1 10 7
1930 3 1 8 6 4 1 15 8
1931 1 3 3 5 3 1 1 10 7
1932 3 2 1 4 2
1933 7 3 1 1 3 3 11 7
1934 2 1 12 2 4 1 15 8 33 12
1935 2 11 3 5 2 2 2 20 7
1936 1 15 6 7 4 6 5 1 1 30 16
1937 1 12 2 3 2 5 3 21 7
1938 14 9 6 5 5 4 25 18
1939 1 1 9 3 1 1 11 5
1940 4 1 15 10 3 2 2 2 24 15
1941 10 6 8 5 3 1 3 2 24 14
1942 3 2 3 1 3 1 1 10 4
1943 6 1 2 8 1
1944 2 3 5
1945
1946 1 1
1947 1 1 2

74 35 167 74 57 31 45 30 5 2 348 172
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載
す
る
。
な
お
、
本
文
中

の
資
料
は
こ
の
名
簿
を
基

準
と
し
て
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

１　

入
学
と
卒
業

旧
制
時
代
（
一
九
〇
一

〜
一
九
四
七
年
）、
本
学

に
入
学
し
た
留
学
生
は
予

科
（
普
通
予
科
・
英
文
学

部
予
備
科
）
一
二
名
、
本

科
三
三
三
名
、
高
等
学

部
・
大
学
本
科
一
五
名
で

あ
っ
た
。
初
の
留
学
生
は

中
国
広
東
省
出
身
の
何か

香こ
う

凝ぎ
ょ

で
あ
る
。
何
は
一
九
〇

六
年
、
新
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
教
育
学
部
に
入
学
し

た
。
自
然
科
学
な
ど
理
科

教
育
を
中
心
と
し
た
学
部

で
あ
る
。
何
は
病
気
の
た

め
に
一
九
〇
九
年
に
退
学
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し
、
そ
の
後
女
子
美
術
学
校
に
学
ん
だ
が
、
帰
国
後
、
革
命
活
動

を
続
け
中
華
人
民
共
和
国
建
国
に
参
加
し
た
人
物
と
し
て
名
高
い）

4
（

。

一
九
一
〇
年
代
ま
で
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

一
九
二
〇
年
に
な
る
と
朝
鮮
、
一
九
二
五
年
に
は
台
湾
、
そ
し
て

一
九
三
四
年
以
降
は
満
州
か
ら
留
学
生
が
入
学
し
て
き
た
。
表
１

と
グ
ラ
フ
１
は
年
別
の
留
学
生
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

三
つ
の
ヤ
マ
場
が
あ
る
。
一
つ
は
一
九
二
七
年
で
、
朝
鮮
か
ら
の

留
学
生
が
一
〇
人
と
多
か
っ
た
。
二
つ
目
は
戦
前
を
通
じ
て
最
も

入
学
者
の
多
か
っ
た
一
九
三
四
年
、
朝
鮮
か
ら
一
二
人
、
満
州
か

ら
は
一
五
人
の
入
学
者
が
い
る
。
三
つ
目
は
一
九
四
一
年
で
あ
り
、

こ
の
年
だ
け
突
然
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
一
〇
人
に
ふ
え
て
い
る
。

中
国
か
ら
の
留
学
生
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は
ほ
と
ん
ど

入
学
し
て
い
な
か
っ
た
。
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

ま
で
の
時
期
に
と
て
も
多
く
の
留
学
生
が
入
学
し
て
い
た
こ
と
が

グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
る
。
各
国
の
留
学
生
数
は
、
朝
鮮
が
一
六
七
人

と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
中
国
の
七
四
人
、
台
湾
五
七
人
、
満

州
四
五
人
と
続
く
。
タ
イ）

5
（

や
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
日
し

た
学
生
も
い
た
。

初
の
卒
業
生
は
、
一
九
〇
七
年
、
中
国
出
身
で
教
育
学
部
に
入

学
し
た
陳
徳
香
で
、
修
学
年
数
三
年
で
、
一
九
一
〇
年
に
卒
業
し

た
。
陳
は
入
学
後
間
も
な
く
「
中
国
留
日
女
学
生
会
」
の
幹
事
と

な
っ
て
、
留
学
生
の
相
互
扶
助
組
織
の
中
心
と
し
て
も
活
動
し
て

い
る
）
6
（

。
予
科
を
除
い
た
入
学
者
三
四
八
人
の
な
か
で
卒
業
で
き
た

の
は
、
お
よ
そ
半
数
の
一
七
二
人
、
卒
業
が
決
し
て
容
易
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
入
学
年
か
ら
み
た
卒
業
率
は
一
九
三
八
年
に

入
学
し
た
学
生
が
も
っ
と
も
高
く
て
、
二
五
人
中
一
八
人
が
卒
業

し
た
。
卒
業
率
が
高
い
国
は
満
州
で
、
四
五
人
中
三
〇
人
が
卒
業

し
て
い
る
。

退
学
者
は
一
年
前
後
で
退
学
し
て
い
る
者
が
多
い
。
退
学
の
理

由
は
、
各
国
と
も
差
は
な
く
、
家
事
都
合
と
病
気
が
多
く
、
な
か

に
は
無
届
欠
席
の
ま
ま
退
学
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
、
事
情
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
日
中
戦
争
勃
発
後
、
中
国
に
帰
国
し
た
ま
ま

も
ど
ら
ず
、
文
部
省
に
問
い
合
わ
せ
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
特
別
例
と
し
て
あ
っ
た
。
卒
業
年
に
注
目
し
て
み
る

と
、
一
九
四
一
年
の
卒
業
生
が
も
っ
と
も
多
く
、
二
一
人
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
年
は
、
三
月
に
加
え
て
、
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
た
一
二
月
に
も
繰
り
上
げ
卒
業
生
を
出
し
た
た
め
）
7
（

、
必
然
的

に
そ
の
数
は
多
く
な
っ
た
。

２　

年
齢
と
出
身
校

各
学
部
へ
の
入
学
資
格
は
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
認
可
を
受
け

た
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
は
「
年
齢
十
七
歳
以
上
」

で
「
本
校
予
科
卒
業
生
」「
本
校
附
属
高
等
女
学
校
卒
業
生
」「
修

業
年
限
五
ヶ
年
官
公
私
立
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
」「
師
範
学
校
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卒
業
生
」「
修
業
年
限
四
ヶ
年
の
高
等
女
学
校
卒
業
後
一
ヶ
年
以

上
専
攻
科
又
は
補
習
科
を
修
め
た
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
た
。
修

業
年
数
は
三
年
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
に
新
学
制
に
な
っ
て
か

ら
は
四
年
制
の
女
学
校
の
卒
業
生
で
も
入
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

最
低
年
齢
の
規
定
も
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
）
8
（

。
修
業
年
数
は
四
年
が

基
本
と
な
っ
た
。

表
２
は
、
各
年
四
月
の
入
学
時
点
で
の
年
齢
を
四
つ
の
年
齢
層

に
分
け
て
統
計
に
し
た
も
の
で
あ
る
（
予
科
は
除
く
）。
年
齢
層

の
特
徴
を
み
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
ま
で
は
比
較
的
年
長
者

が
多
く
、
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
学
校
に
勤
め
て
か
ら
留
学
し
て

き
た
学
生
も
い
た
。
こ
う
し
た
年
齢
の
傾
向
は
、
日
本
人
の
入
学

生
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
初
期
の
こ
ろ
は
特
に
年
齢
に
幅
が
あ
っ

た
。
な
か
に
は
既
婚
者
で
子
ど
も
を
あ
ず
け
て
入
学
し
た
日
本
人

の
学
生
も
い
た
）
9
（

ほ
ど
で
、
留
学
生
が
特
別
で
は
な
か
っ
た
。
三
〇

年
代
に
な
る
と
女
学
校
を
卒
業
し
て
直
ぐ
に
入
学
し
て
く
る
若
年

層
が
半
数
以
上
と
な
り
、
一
五
歳
で
入
学
し
た
留
学
生
も
い
た
。

出
身
校
は
ほ
と
ん
ど
が
出
身
地
の
中
等
教
育
機
関
か
師
範
学
校

で
あ
っ
た
。
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
概
し
て
師
範
学
校
の
出
身
者

表 2　入学者　年齢別分類 単位：人

17歳以下 18 ～ 20歳 21 ～ 23歳 24歳以上 不明 計

1906 1 1

1907 1 1 2

1908 2 1 3

1909 2 2

1910 1 1

1911

1912

1913 1 1

1914 1 1 1 3

1915 2 1 1 1 5

1916

1917 1 1

1918

1919

1920 2 1 3

1921 4 2 2 8

1922 3 3 6

1923 2 1 1 4

1924 2 3 1 6

1925 3 5 3 11

1926 3 2 2 7

1927 2 8 4 14

1928 3 2 1 6

1929 4 2 3 1 10

1930 3 5 5 2 15

1931 4 5 1 10

1932 3 1 4

1933 7 3 1 11

1934 14 14 4 1 33

1935 10 9 1 20

1936 17 13 30

1937 9 10 1 1 21

1938 21 4 25

1939 7 4 11

1940 16 6 1 1 24

1941 14 9 1 24

1942 6 3 1 10

1943 3 5 8

1944 2 1 2 5

1945 1

1946 1 2

1947 1 1

158 132 42 12 4 348
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が
多
く
、
多
様
な
地
域
か
ら
来
て
い
る
。
初
期
の
留
学
生
に
、
下

田
歌
子
の
設
立
し
た
実
践
女
学
校
出
身
者
が
多
い
の
は
、
同
校
に
、

留
学
生
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
留
学
生
部
で
は
一
九
〇

一
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
二
〇
〇
余
人
の
中
国
人
女
子
留
学
生

が
学
ん
で
い
た
）
10
（

。
朝
鮮
で
は
、
淑
明
女
子
高
等
普
通
学
校
、
同
愛

女
子
高
等
普
通
学
校
、
平
壌
公
立
女
子
高
等
普
通
学
校
、
李
花
女

子
高
等
普
通
学
校
な
ど
の
出
身
者
が
目
立
っ
て
多
く
、
毎
年
の
よ

う
に
複
数
の
留
学
生
が
送
り
出
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
で
は
、
経
済

的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
家
庭
の
子
女
に
と
っ
て
留
学
は
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
学
校
の
な
か
で
一
人
が
留
学
へ
の
意
志
を
表
せ
ば
、

そ
れ
に
追
随
す
る
生
徒
が
必
ず
出
て
く
る
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
）
11
（

。

留
学
先
を
選
択
す
る
上
で
同
窓
生
の
つ
な
が
り
が
大
き
か
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
台
湾
か
ら
は
台
湾
全
域
の
公
立
高
等
女
学
校
か

ら
留
学
し
て
き
て
い
て
、
満
州
か
ら
は
、
奉
天
省
立
女
子
師
範
学

校
の
出
身
者
が
目
立
つ
な
ど
、
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。

日
本
国
内
の
女
学
校
の
出
身
者
も
四
〇
人
ほ
ど
い
た
が
、
東
京

の
女
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
や
岡
山
、
広
島
な
ど
地
方
の
女

学
校
の
卒
業
生
も
い
た
。

３　

入
学
学
部

本
学
の
学
部
構
成
は
、
創
立
当
初
は
本
科
と
し
て
家
政
と
国
文

と
英
文
の
三
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
て
、
一
九
〇
六
年
に
教
育
学

部
が
新
設
さ
れ
た
。
教
育
学
部
は
理
科
教
育
に
主
力
が
お
か
れ
、

女
子
の
理
数
科
教
員
の
養
成
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
女
子
に
対

す
る
自
然
科
学
教
育
の
関
心
は
ま
だ
低
く
、
教
員
の
需
要
も
な
か

っ
た
た
め
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
一
九
一
七
年
に
家
事
科

中
等
教
員
の
養
成
を
主
目
的
と
す
る
師
範
家
政
学
部
へ
と
改
組
さ

れ
た
。
師
範
家
政
学
部
と
な
っ
て
か
ら
は
、
も
っ
と
も
学
生
数
の

多
い
学
部
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。
一
九
二
一
年
に
は
、
ア
ジ
ア

で
初
め
て
の
学
部
と
し
て
社
会
事
業
学
部
が
開
設
さ
れ
た
。
女
子

が
社
会
改
良
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
期
待
し
て
創
設
さ
れ
た
学
部

で
、
女
工
保
全
科
と
児
童
保
全
科
の
二
学
科
に
分
か
れ
て
い
た
。

一
九
二
七
年
か
ら
は
、
大
学
昇
格
へ
の
地
な
ら
し
と
し
て
高
等
学

部
（
修
業
年
限
三
年
）
が
、
一
九
三
〇
年
か
ら
は
高
等
学
部
の
上

に
大
学
本
科
（
修
業
年
限
三
年
）
が
、
従
来
の
五
学
部
に
並
行
す

る
形
で
設
置
さ
れ
た
が）
12
（

、
い
ず
れ
も
時
期
尚
早
と
し
て
一
九
三
六

年
ま
で
で
姿
を
消
し
た
。
そ
の
後
、
国
文
学
部
と
英
文
学
部
は
そ

の
ま
ま
、
家
政
学
部
は
家
政
学
部
第
一
類
、
師
範
家
政
学
部
は
家

政
学
部
第
二
類
、
社
会
事
業
学
部
は
家
政
学
部
第
三
類
と
名
称
を

変
え
た
が）
13
（

、
修
業
年
限
も
目
指
す
教
育
に
も
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
社
会
事
業
学
部
の
み
、
実
践
を
重
ん
じ
る
学
問
と
し
て

の
性
質
ゆ
え
に
、
一
九
三
三
年
か
ら
修
業
年
限
が
三
年
に
短
縮
さ

れ
た
。

留
学
生
は
、
こ
れ
ら
の
学
部
に
毎
年
途
切
れ
る
こ
と
な
く
入
学
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し
て
い
た
が
、
学
部
別
に
入
学
者
の
割
合
を
み
る
と
グ
ラ
フ
２
の

よ
う
に
な
る
。
英
文
学
部
と
国
文
学
部
へ
の
入
学
者
は
ど
ち
ら
も

五
％
と
少
な
く
、
師
範
家
政
学
部
（
含
教
育
学
部
）
へ
の
入
学
生

が
三
四
％
と
も
っ
と
も
多
い
。
次
い
で
社
会
事
業
学
部
の
二
五
％

と
な
る
が
、
同
学
部
の
開
設
年
が
遅
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の

人
気
の
度
合
い
は
師
範
家
政
学
部
と
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

師
範
家
政
学
部
に
入
学
し
た
も
の
の
、
社
会
事
業
学
部
が
開
設
さ

れ
る
と
す
ぐ
に
転
部
し
た
学
生
も
い
た
。
ど
ち
ら
の
学
部
も
、
家

庭
や
社
会
に
お
い
て
人
々
の
生
活
の
改
良
に
寄
与
す
る
人
材
を
養

成
す
る
教
育
の
場
で
あ
っ
た
が
、
国
に
よ
っ
て
、
社
会
へ
の
貢
献

の
仕
方
の
違
い
が
学
部
の
選
択
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

次
頁
の
グ
ラ
フ
３
は
卒
業
生
の
出
身
学
部
を
国
ご
と
に
分
け
て

み
た
も
の
で
あ
る
。
卒
業
生
全
体
で
み
た
場
合
、
師
範
家
政
学
部

と
社
会
事
業
学
部
と
そ
の
他
の
学
部
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て

い
る
。
中
国
は
一
九
二
〇
年
代
初
め
ま
で
は
教
育
学
部
・
師
範
家

政
学
部
へ
の
入
学
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
二
一
年
に
社
会
事
業
学

部
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
同
学
部
へ
入
学
し
て
い

る
。
辛
亥
革
命
前
後
の
こ
の
時
期
、中
国
人
女
子
留
学
生
は
「「
改

革
・
革
命
救
国
」
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
、
日
本
で
具
体
的
な

初
・
中
等
留
学
教
育
よ
り
も
現
実
社
会
を
学
習
す
る
方
を
重
視
」

し）
14
（

、「
日
本
を
通
じ
て
、
西
洋
の
新
女
性
観
、
新
社
会
制
度
を
学

ぼ
う
」
と
「
積
極
的
に
様
々
な
実
践
活
動
を
行
な
っ
た
」）
15
（

。
そ
う

049-060_09_調査報告-01.indd   55 12/06/29   18:09



―56―

049-060_09_調査報告-01.indd   56 12/06/29   18:09



―57―

049-060_09_調査報告-01.indd   57 12/06/29   18:09



―58―

し
た
学
生
に
と
っ
て
は
、
社
会
事
業
学
部
が
希
望
に
か
な
う
学
部

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

満
州
も
社
会
事
業
学
部
へ
の
入
学
者
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
が
、

同
学
部
の
目
指
す
目
的
の
明
確
さ
が
半
植
民
地
・
傀
儡
政
権
下
に

あ
る
貧
困
な
社
会
や
劣
悪
な
労
働
と
直
ち
に
結
び
つ
き
、
進
学
希

望
者
の
学
部
の
決
定
の
理
由
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
る
。
ま
た
、
社
会
事
業
学
部
の
修
業
年
限
が
他
の
学
部
よ
り

も
一
年
短
い
三
年
制
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響

し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

朝
鮮
の
場
合
は
、
師
範
家
政
学
部
へ
の
入
学
者
が
半
数
を
占
め

る
。
当
時
の
朝
鮮
で
は
社
会
進
出
し
た
い
女
性
の
も
っ
と
も
希
望

す
る
職
業
が
教
員
で
）
16
（

、
教
員
と
な
っ
て
「
遅
れ
て
い
る
祖
国
の
子

ど
も
を
導
き
た
い
と
い
う
素
朴
な
教
育
者
意
識
」）
17
（

が
あ
っ
た
。
同

国
で
の
家
事
科
教
育
の
重
み
や
、
家
庭
生
活
の
改
良
へ
の
関
心
は

師
範
家
政
学
部
の
選
択
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
台
湾
の
場
合
は
、

他
国
と
は
異
な
り
家
政
学
部
の
卒
業
生
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
て
の
学
部
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
入
学
者

が
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
台
湾
は
、
一
八
九
五
年
以
来
、
長
く

総
督
府
の
直
接
統
治
下
に
お
か
れ
、
徹
底
的
な
皇
民
化
政
策
を
進

め
ら
れ
た
国
で
あ
っ
た
が
、
当
然
教
育
に
も
反
映
し
、
日
本
の
学

校
と
近
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
留
学
を
希
望
し
た
女
性
た
ち

に
、
幅
広
い
学
部
選
択
を
さ
せ
た
要
因
か
も
し
れ
な
い
。
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お
わ
り
に

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
旧
制
時
代
の
本
学
で
実
に
た
く
さ
ん

の
留
学
生
が
学
ん
で
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
出
身
地
は
東
ア
ジ
ア
全
体
に
広
が
り
、
ま
だ
国
交
の
な
い
国
に

も
多
く
の
卒
業
生
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
基
本
的
な
デ
ー
タ
の

分
析
を
加
え
る
こ
と
で
、
出
身
国
に
よ
る
相
異
が
明
ら
か
と
な
っ

た
が
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
事
実
を
さ
ら
に
政
治
や
社
会
な
ど
の
歴

史
的
な
背
景
、
文
部
省
の
留
学
生
政
策
な
ど
と
も
重
ね
て
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
。
大
日
本
帝
国
の
膨
張
と
と
も
に
、
帝
国
内
の

人
々
の
交
流
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
大
陸
へ
渡
っ
た
多
く

の
日
本
人
か
ら
の
影
響
、
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
高
等
教
育
に
お
け
る

国
際
的
流
動
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
留
学
生
た
ち
の
帰

国
後
の
人
生
を
た
ど
り
、
本
学
の
歴
史
に
刻
む
作
業
は
、
新
た
な

人
脈
や
学
問
の
広
が
り
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
民

間
レ
ベ
ル
で
の
豊
か
な
文
化
交
流
と
国
際
平
和
へ
の
貢
献
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
創
立
一
一
〇
年
の
伝
統
が

果
た
す
役
割
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

《
注
》

（
1
） 

一
九
〇
四
年
卒
業
、
家
政
学
部
一
回
生
。
卒
業
後
、
化
学
教
室

の
助
手
と
し
て
残
り
な
が
ら
研
究
を
続
け
、
中
等
化
学
教
員
検

定
試
験
に
合
格
、
さ
ら
に
初
の
女
子
帝
大
生
と
し
て
東
北
帝
国

大
学
及
び
大
学
院
に
進
学
。
一
九
二
一
年
か
ら
、
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
、
次
い
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
学
び
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ

プ
キ
ン
ズ
大
学
で
「
ス
テ
ロ
ー
ル
類
の
化
合
物
に
つ
い
て
」
の

論
文
を
ま
と
めPh. D

.

を
取
得
。
帰
国
後
は
本
学
の
教
授
と
な

り
、
理
化
学
研
究
所
で
も
研
究
を
続
け
農
学
博
士
号
を
取
得
し

た
。

（
2
） 

一
九
〇
六
年
卒
業
、
英
文
学
部
三
回
生
。
一
九
〇
七
年
よ
り
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
大
学
院
に
入
学

し
、
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク
教
授
の
指
導
の
も
と
教
育
心
理
学
の
研
究

を
お
こ
な
っ
た
。
高
い
評
価
を
得
た
博
士
論
文
に
加
筆
し
て
、

一
九
一
四
年
『
心
的
作
業
及
び
疲
労
の
研
究
』
を
出
版
し
た
。

日
本
人
女
性
と
し
て
初
め
てPh. D

.

を
取
得
し
た
。

（
3
） 

周
一
川
著
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』（
二
〇
〇
〇

年
・
国
書
刊
行
会
）、
朴
宣
美
著
『
朝
鮮
女
性
の
知
の
回
遊　

植
民
地
文
化
支
配
と
日
本
留
学
』（
二
〇
〇
五
年
・
山
川
出
版

社
）
に
詳
し
い
研
究
史
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

久
保
田
文
次
「
日
本
女
子
大
学
と
中
国
」（『
成
瀬
記
念
館
』
№

14

一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
5
） 

一
九
四
一
年
三
月
、
タ
イ
出
身
初
の
留
学
生
が
卒
業
す
る
に
あ

た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
『
家
庭
週
報
』
一
五
〇
三
号

（
一
九
四
一
年
三
月
二
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
帰
国
後
は
、

「
官
立
の
家
政
女
学
校
の
教
壇
に
立
つ
」
予
定
と
同
紙
に
記
さ

れ
て
い
る
。
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（
6
） 

前
掲
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』
77
頁
。

（
7
） 

戦
時
下
の
措
置
と
し
て
、
本
来
一
九
四
二
年
三
月
に
卒
業
す
る

予
定
の
学
生
が
、
四
一
年
一
二
月
に
卒
業
し
た
。
四
二
年
か
ら

四
四
年
ま
で
の
三
年
間
は
九
月
に
卒
業
と
な
っ
た
。

（
8
） 
日
本
女
子
大
学
史
資
料
集
第
5
―
（
二
）〜（
四
）　
『
日
本
女
子

大
学
校
規
則　

明
治
三
五
〜
大
正
八
年
』（
一
九
九
九
〜
二
〇

一
二
年
発
行
）
参
照
。

（
9
） 

本
学
第
四
代
校
長
井
上
秀
は
一
八
九
九
年
に
長
女
を
出
産
し
た

後
、
本
学
第
一
回
生
と
し
て
家
政
学
部
に
入
学
し
た
。

（
10
） 

前
掲
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』
56
〜
88
頁
参
照
。

（
11
） 

前
掲
『
朝
鮮
女
性
の
知
の
回
遊　

植
民
地
文
化
支
配
と
日
本
留

学
』
56
〜
61
頁
参
照
。

（
12
） 

高
等
学
部
文
科
に
入
学
し
た
留
学
生
は
九
人
、
理
科
に
五
人
、

大
学
本
科
は
一
人
で
あ
っ
た
。
高
等
学
部
に
入
学
後
、
本
科
の

学
部
に
転
部
し
て
卒
業
し
た
学
生
が
二
人
い
る
。

（
13
） 

戦
時
体
制
が
強
ま
る
な
か
で
、
社
会
事
業
学
部
の
社
会
と
い
う

名
称
が
「
社
会
主
義
」
と
混
同
さ
れ
る
た
め
名
称
を
変
更
し
た
。

（
14
） 

前
掲
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』
229
頁
。

（
15
） 

同
前
。

（
16
） 

前
掲
『
朝
鮮
女
性
の
知
の
回
遊　

植
民
地
文
化
支
配
と
日
本
留

学
』
53
頁
。

（
17
） 

同
前
、
68
頁
。

（
成
瀬
記
念
館
非
常
勤
館
員　

お
お
か
ど　

や
す
こ
）
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日本女子大学校留学生名簿

＜凡例＞
・本名簿は学籍簿をもとに、留学生と明らかに判断できるデータをもとに、
入学年、入学学部を基準として作成した。（社）日本女子大学教育文化振興
桜楓会の作成した同窓会名簿を参考にした。
・出身国別に作成し、高等学部と大学本科の入学生も含んでいる。予科の入
学生は最後にまとめて掲載した。
・卒業した学生については太字で表した。入学した学部と異なる場合のみ、
卒業年と併せて記載した。
・入学学部名については学籍簿の分類通りとした。
・入学学部は途中退学者については、確定できないものがある。
・創氏改名したと思われる日本名については ■■■■ で表した。
・年齢は、各人の生年月日と入学年から算出した。4月を基準としている。
・出身地は学籍簿に記載された通りの記載をした。
・原資料中、判読不明な文字については字数分の□で表した。
・2011年秋に創立110周年記念として刊行した JWU 1901-2011 A History in Pho-

tographsに Foreign Graduates under Pre-war Educational Systemとして国別、学部
別留学生数の統計を掲載したが、今回の詳細な調査により若干の変更がでた。
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中国

入学
年 入学学部

卒業・
退学
年

氏名 年
齢 出身地 出身校

1906 教育学部 1909 何香凝 27 清国広東広州 大成学校

1907 教育学部 1910 陳徳香 25 清国漸江山陰県 上海愛国女学校普通科修業/東京□□美術学校
修業中

1907 教育学部 1912 林孟昭 21 清国漸江? 上海愛国女学校にて普通科修業/日本にて日語、
英語、数学、音楽を修める

1908 教育学部 1910 林復 清国福建省
上海愛国女学校尋常科修了/東京大成中学校に
て日語と普通学とを修了/私立女子英学塾予科
二年修了

1908 教育学部 1911 康同荷 16 新国広東省 実践女学校卒業/本校普通予科修了

1908 教育学部 1913 林敢平（楊敢平） 17 清国広東省 実践女学校卒業/本校普通予科修了

1909 教育学部 1911 馬君幹 23 清国安薇省 青山女学院にて日語修業/本校普通予科修了
1909 教育学部 1912 陳夢飛 21 清国広東 実践女学校卒業/本校普通予科修了

1910 教育学部家政科一部 1914 黄国巽 20 清国湖南長沙県 実践女学校留学生部中学卒業/本校普通予科修
了

1913 教育学部家政科一部 1916 盧桂郷 19 中華民国山西省 長崎県立長崎高等女学校卒業/長崎県立長崎高
等女学校補習科修了

1914 教育学部家政科一部 1918 程孝福 17 支那江西 実践女学校卒業
1914 教育学部家政科一部 1915 胡磊 21 支那江西 江西省義務女学部師範科卒業
1914 教育学部家政科一部 1918 張來儀 18 支那江西省 北京女子師範第二年級修了
1915 教育学部家政科一部 1917 張清子 22 支那雲南省 雲南師範学校卒業
1915 教育学部家政科一部 1920 薩本祥 19 福建省 福建女子師範学校卒業/帝国女子専門学校修業

1915 教育学部家政科一部 1919 朱球英（程
孝福） 20 福州城内 福建女子師範学校卒業

1915 教育学部家政科一部 1918 劉若 25 江西省 記載なし

1915 英文学部 黄誉珍 支那江西省 府立女子師範学校三学年一学期修業/中央女子
美学会において美術専修

1917 師範家政学部 1921 李雪英 20 中華民国広東省 広東省官立女子師範学校本科卒業
1920 師範家政学部 1924 張佩 19 支那広東省 記載なし

1921 師範家政学部 1926 彭敦禮 24 中華民国江西省 □□立女子師範卒業/神田□□高等予備学校に
於いて日本語を修業

1921 師範家政学部 1936 梁筠端 18 中華民国広東省 □□公立女子師範第三学年修業/日華日本語予
備学校に修業す

1921 師範家政学部
1925
社会
事業
学部

黄庸儀（黄
省虞） 21 中華民国広東省

江□省興錫□□□女師範卒業/日本体育会体操
学校女子部にて高等科卒業、女子音楽学校学
校本科二年修、江□省代用女子中学校及□□
学校に奉職

1921 師範家政学部
1927
社会
事業
学部

潘寿耆（潘
白山） 24 中華民国湖南省 湖南省立女子師範卒業/日華学校員□東亜高等

□□学校において日本語及数学、理科を修業

1922 師範家政学部 1926 翁侃 21 中華民国福建省 福州女子中学校卒業/東亜予備学校へ入学、日
本文語その他基礎学科を修めり

1923 師範家政学部 1924 曽兆馨 18 中華民国広東省 三鄕中学校卒業
1923 社会事業学部 1927 杜黄貞 24 中華民国吉林省 吉林省女子師範学校卒業
1923 社会事業学部 1924 車乗驊 19 中華民国江西省 魏秀女子中学班卒業

1924 社会事業学部（女工保全
科） 1925 呉学謙 19 中華民国安薇省 安薇省立第二女子師範学校卒業

1924 社会事業学部（女工保全
科） 1926 陳永貞 18 中華民国福建省 北京女子高等師範学校附属中学校卒業

1924
社会事業学部（女工保全
科）
社会事業学部（児童保全
科）

1926
1928 張兆喬 17 中華民国広東省 神州女学校卒業

1924 社会事業学部（児童保全科） 1928 楊趙丕頎 29 中華民国雲南省 雲南師範学校卒業

1925 社会事業学部（女工保全科） 1929 邱毓芳 20 中華民国奉天省 奉天女子師範学校卒業

1925 社会事業学部（女工保全科） 1929 孫恵香 19 大連市 同志社女学校普通学部卒業
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1925 社会事業学部（児童保全
科） 1928 林雪筠 18 中華民国広東省 山脇高等女学校卒業

1929 社会事業学部（女工保全科） 1933 夏朱明之 22 中華民国湖北省 雲南省立女子師範学校卒業

1929 社会事業学部（児童保全科） 1933 林景晴 23 中華民国広東新会縣 広州道根女子師範学校卒業

1930 高等学部文科英文学部文科国文学部 1933 郭劍兒 21 中華民国広東南海県 広東省立女子師範学校卒業

1930 高等学部文科英文学部
文科国文学部 1931 黄瓊枝 17 中華民国広東省広

州市 横浜紅蘭女学校卒業

1930 高等学部文科英文学部
文科国文学部 1932 李瓊英 21 中華民国広東省広

州 広東省立女子師範学校卒業

1931 国文学部 1931 那淑徳 19 中華民国遼寧省 遼寧省立女子師範学校
1934 家政学部第三類 1935 劉佩清 21 中華民国広東省 中華民国広東省台山県立中学高級部卒業
1934 家政学部第三類 1938 黄薔薇 17 中華民国広東省 中華民国広東女子師範学校卒業
1935 家政学部第三類 1936 謝福枝 20 中華民国福建省 長崎活水女学校卒
1935 家政学部第三類 1936 劉葆淑 21 中華民国漸江省 上海市東亜体育専科学校卒
1936 英文学部 1938 王琰卿 19 中華民国浙江省 上海市私立中西女子中学校卒業
1937 家政学部第三類 1938 高文溶 19 中華民国福建省 上海中国女子高等中学卒業
1939 家政学部第一類 1942 張湛華 18 中華民国四川省 白百合高等女学校卒業
1940 家政学部第一・二・三類 1941 金似愚 27 中華民国河北省 北京私立華北大学教育専修科卒業
1940 家政学部第一・二・三類 1940 徐竹芳 20 中華民国江蘇省 蘇州女子中学卒業
1940 家政学部第三類 1942 楊鳳喈 17 中華民国上海市 上海南方中学高中部卒業
1940 国文学部　英文学部 1941 白若愚 21 中華民国河北省 北京市立第一女子中学高中卒業
1941 家政学部第一類 1942 魏瑩壁 20 中華民国河北省 河北省立保定女子師範学校卒業
1941 家政学部第一類 1944 姚希嫻 16 中国四川省 本校附属高等女学校卒業
1941 家政学部第三類 1943 王蘭英 18 中華民国広東省 広州第一女子師範学校卒業

1941 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1942 袁晞 18 中国漢口特二区 漢口市市立第一女子中学校卒業

1941 家政学部第三類 1943 石綺琴 18 中国湖北省 漢口聖約□女子高級学校卒業
1941 家政学部第三類 1943 徐應麟 17 中国湖北省 漢口聖約□女子高級学校卒業
1941 家政学部第三類 1943 石綵琴 17 中国湖北省 漢口聖約□女子高級学校卒業

1941 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1944 戴琤 16 中華民国江蘇省 上海幼稚師範学校本科卒業

1941 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1942 陳宏彬 23 中華民国陜西城固

県 北京育華女子中学高中部第三年卒業

1941 国文学部 1944 范競餘 19 中華民国河北省 河北省立師範学校卒業
1942 家政学部第三類 1944 王蘋 20 中華民国河北省 河北省立師範学校卒業

1942 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1945 顔迎蓮 18 中華民国三東省 大連神明高等女学校

1942 国文学部 1945 關瑩 23 中華民国広東省 南海県立師範学校高等師範科卒業

1943 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1946 胡蕙芝 20 中華民国河北省 通縣女子師範学校卒業

1943 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1945 葉寧 19 中華民国安薇省 北京興亜高級中学校卒業

1943 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1944 姚希媛 16 中華民国四川省 青島学院紘宇高等女学校卒業

1943 家政学部第三類 1945 盧蕙蘭 19 中華民国広東省 関東高等女学校卒業

1943 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1943 李秀康 18 中華民国広西省 月関東高等女学校卒業

1943 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1945 李華玖 16 中華民国湖北省 漢口市立第一女子中学校卒業

1944 家政科　育児科　管理科 1945 王麗梅 17 北京市 北京市立第四女子中学校卒業
1944 家政科　育児科　管理科 1946 陣善光 19 中華民国福建省 北京興亜高級中学校

1947 家政科　生活科学科　生
活芸術科 1948 如玉 17 中華民国台湾省台

南県 東京都立雪谷高等女学校
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朝鮮

入学
年 入学学部

卒業・
退学
年

氏名 年
齢 出身地 出身校

1920 英文学部 1924 崔眞相（崔述河） 21 朝鮮京城府 京城私立進明女子高等普通学校卒業

1920 英文学部 1922 李鐘粛 20 朝鮮京城府 京城私立進明女子高等普通学校卒業
1921 英文学部 1922 秦淑鳳 21 朝鮮□□郡 記載なし
1921 英文学部 1922 金泰淳 18 朝鮮□□郡 記載なし

1921 英文学部
1926
社会
事業
学部

李賢卿 18 朝鮮平城 京城府官立女子高等学校卒業/仝師範科卒業

1921 社会事業学部 1924 金温順 19 朝鮮平南江西郡 朝鮮京城私立梨花学堂中学科卒業
1922 師範家政学部 1923 呉仁淑 20 朝鮮平壌府 京城進明女子高等普通学校卒業

1922 師範家政学部 1922 閔季植 19 朝鮮忠清北道清州 清州面私立普通学校卒業/京城府私立淑明女子
高等普通学校第三学年修業

1922 社会事業学部 1925 崔恩喜 18 朝鮮黄海道 海州私立懿貞女学校中等科卒業/京城官立女子
高等普通学校卒業

1922 社会事業学部 1926 黄信徳 21 朝鮮平南平壌府 平壌府私立崇儀女学校（第五学年）卒業/私立千
代田高等女学校卒業

1922 社会事業学部 1926 朴命連（朴順天） 21 慶尚南道 釜山府佐川洞私立日新女学校普通科卒業/同校
高等科卒業

1923 師範家政学部 1927 柳英春 21 朝鮮平壌府 京城女子高等普通学校師範科卒業/全羅北道全
羅普通学校に二か年教員奉職

1924 家政学部 1928 洪順子 16 朝鮮京城府 山口県立長府高等女学校卒業
1924 家政学部 1928 金縣實 20 朝鮮京畿道京城 私立広島女学校卒業
1925 家政学部 1928 田有占 21 平安道平壌府 平壌女子高等普通学校卒業
1925 家政学部 1925 金貞福 16 京畿道京城府 私立梨花女子高等普通学校卒業
1925 師範家政学部 1929 李壽喜 17 朝鮮黄海道 淑明女子高等普通学校卒業
1925 師範家政学部 1930 李承愛 18 朝鮮平安北道 梨花女子普通学校卒業

1925 社会事業学部（児童保全
科） 1926 鄭信福 21 朝鮮平壌府 平壌私立崇賢女学校卒業

1925 国文学部 1929 李琥 23 朝鮮平安北道 平壌女子高等普通学校卒業

1925 国文学部 1929 金鳳姫 19 朝鮮京城美州 淑明女子高等普通学校卒業/広島女学校五か年
課程修了

1926 師範家政学部 1930 林今世 17 慶尚南道 京城公立女子高等普通学校卒業

1926 社会事業学部（女工保全
科） 1927 郭花容 23 朝鮮京城 京城第一公立高等女学校卒業

1926 国文学部 1926 斐小得 17 朝鮮慶尚南道 支那和龍縣私立明東耶蘇教学校卒業
1926 英文学部 1931 朴景順 21 朝鮮全羅南道 淑明女子高等普通学校卒業

1926 家政学部 1930 鮮干信永 15 平壌公立高等普通学校卒業 平壌公立高等普通学校卒業

1927 家政学部 1927 李蕙英 20 朝鮮国鏡南道 京城淑明高等女学校卒業/京城女子高等普通学
校卒業

1927 家政学部 1927 金三龍伊 20 朝鮮国京城 京城公立女子高等普通学校卒業
1927 師範家政学部 1931 朴福淳 17 朝鮮全羅北道 大阪府宣真高等女学校卒業
1927 国文学部 1929 潘貞輝 22 朝鮮咸鏡北道 淑明高等女学校卒業
1927 国文学部 1929 朴南仁 23 朝鮮咸鏡南道 富士見高等女学校卒業
1927 英文学部 1931 李英熙 23 朝鮮慶尚南道 富士見高等女学校卒業
1927 英文学部 1928 韓延子 17 朝鮮京畿道京城府 京城第二公立高等女学校卒業

1927 高等学部文科英文学部 記載
なし 崔国卿 20 黄海道 淑明女子高等普通学校卒

1927 高等学部文科英文学部 1930 金午男 20 朝鮮京畿道 進明女子高等普通学校卒

1927 高等学部文科英文学部 記載
なし 康淑徳 18 朝鮮平安南道 精華高等女学校卒

1928 家政学部 1929 崔鐘媛 17 朝鮮京城 文華高等女学校卒業
1928 家政学部 1928 姜辰淑 19 朝鮮慶尚南道 富士見高等女学校卒業
1928 師範家政学部 1932 王福姫 18 朝鮮慶尚南道 京城公立女子高等普通学校卒業
1928 高等学部理科化学部 1928 金寶富 17 朝鮮平安南道 岩□高等女学校卒業
1928 高等学部文科英文学部 1928 朴英愛 朝鮮全羅北道 中村高等女学校卒
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1929 国文学部 1933 姜今福 17 朝鮮蔚山郡 大邱公立女子高等普通学校卒業
1929 家政学部 1933 李貴珠 17 朝鮮黄海道海州郡 朝鮮淑明高等普通学校卒業
1929 師範家政学部 1930 徐達壽 20 朝鮮慶尚北道 朝鮮大邱公立高等女学校

1929 高等学部文科英文学部
文科国文学部 1930 郭小其 23 朝鮮本山府 京城第一公立高等女学校卒

1930 英文学部 1934 金順玉 21 朝鮮平壌府 平壌公立女子高等普通学校
1930 英文学部 1934 徐順伊 26 朝鮮慶尚北道 下関梅光女学院
1930 家政学部 1934 朴己淑 20 朝鮮東萊郡東萊 広島女学院
1930 師範家政学部 1932 李五甚 18 朝鮮忠清北道 進明女子高等普通学校

1930 社会事業学部（女工保全科） 1934 卓福守 16 朝鮮慶尚南道 淑明高等普通学校

1930 高等学部理科化学部 1931 金福分 18 朝鮮慶尚南道 大邱公立高等普通学校卒

1930 高等学部理科化学部
1935
英文
学部

崔世紋 27 朝鮮黄海道 中村高等女学校卒

1930 高等学部文科英文学部文科国文学部
1936
国文
学部

諸一女 21 朝鮮慶尚南道 大邱公立女子高等普通学校

1931 家政学部第ニ類 1935 尹畢逑 19 慶尚南道 大邱公立女子高等普通学校
1931 家政学部第二類 1935 朴英姫 18 京城府蓮池洞 京城公立女子高等普通学校
1931 家政学部第一類 1935 高泰子 17 京城府 淑明高等普通学校
1932 英文学部 1936 池榮福 16 朝鮮平安南道 平壌公立女子高等普通学校
1932 家政学部第二類 1937 孔昌姙 17 朝鮮開城府 京城公立女子高等普通学校卒業
1932 家政学部第二類 1932 崔善学 17 朝鮮慶尚北道 京城公立女子高等普通学校卒業
1933 国文学部 1937 金永寶 17 朝鮮全羅北道 朝鮮梨花女子高等普通学校卒業
1933 家政学部第二類 1937 韓福壽 18 朝鮮平壌府 平壌公立女子高等普通学校
1933 家政学部第二類 1937 閔丙禮 16 朝鮮京城府 朝鮮京城同徳女子高等普通学校卒業
1933 家政学部第二類 1933 朴思禮 17 朝鮮慶尚南道 岡山県立笠岡高等女学校卒業
1933 家政学部第三類 1935 鄭点伊 17 朝鮮慶尚南道 朝鮮晋州一新女子高等普通学校卒業卒業
1933 家政学部第三類 1934 河小蘭 20 朝鮮慶南昌寧郡 同徳女子高等普通学校卒業
1933 家政学部第三類 1934 玉仙 17 朝鮮慶尚南道 朝鮮京城培花女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第三類 1935 劉鶴順 25 朝鮮黄海道 岩佐高等女学校卒業
1934 家政学部第一類 1934 金貴口 19 朝鮮京畿道京城府 朝鮮進明女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第一類 1938 呉再念 17 朝鮮黄海道 朝鮮好寿敦女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第二類 1935 金鳳善 17 朝鮮平安北道 朝鮮新義州公立高等女学校卒業
1934 家政学部第二類 1934 金福順 18 朝鮮咸鏡北道 朝鮮元山楼氏女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第二類 1937 洪瓊珠 18 朝鮮平安北道 朝鮮京城梨花女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第二類 1934 車元善 16 朝鮮平安南道 朝鮮平壌公立女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第二類 1935 沈点順 17 朝鮮全羅南道 朝鮮光州公立女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第二類 1935 鄭甫永 16 朝鮮全羅南道 朝鮮光州公立女子高等普通学校卒業
1934 家政学部第二類 1938 田亜禮 17 朝鮮元山府 岡山県清心高等女学校卒業
1934 家政学部第二類 1936 朴恩禮 18 朝鮮慶尚南道 岡山県笠岡高等女学校卒業
1934 家政学部第二類 1935 朴金男 19 朝鮮咸南咸興府 朝鮮永興永生女子高等普通学校卒業
1935 家政学部第一類 1937 韓午榮 16 朝鮮忠清南道 淑明女子高等普通学校卒
1935 家政学部第一類 1935 金淑齋 19 朝鮮京城府 平壌公立女子高等普通学校卒
1935 家政学部第一類 1935 朴桂奉 17 朝鮮全羅北道 同徳女子高等普通学校卒
1935 家政学部第一類 1935 李敬伊 20 朝鮮慶尚南道 一新女子高等普通学校
1935 家政学部第二類 1935 韓亨淑 17 朝鮮忠清南道 培花女子高等普通学校卒業
1935 家政学部第二類 1939 金春子 18 朝鮮全羅北道 全州公立女子高等普通学校卒業
1935 家政学部第二類 1935 崔嶙祥 18 朝鮮 哈爾賓北満第一女子中学校卒業
1935 家政学部第二類 1936 朴英姫 16 朝鮮京畿道開城府 好寿敦女子高等普通学校卒
1935 家政学部第二類 1939 朴楠吉 18 朝鮮京畿道京城府 京城公立女子高等普通学校卒業
1935 家政学部第二類 1935 文正元 15 朝鮮京畿道京城府 同徳女子高等普通学校卒業
1935 家政学部第二類 1939 柳玉女 19 朝鮮全羅北道 淑明女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第三類 1939 李鳳愛 20 朝鮮京畿道京城府 同徳女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第一類 1936 李貞子 16 朝鮮黄海道 淑明女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第一類 1936 姜榮順 18 朝鮮京城府 淑明女子高等普通学校卒業
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1936 家政学部第二類 1941 禹孝金 18 朝鮮全羅北道 同徳女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1940 金鐘禮 18 朝鮮全羅北道 全州公立女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1936 崔順相 17 朝鮮慶尚南道 晋州一新女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1940 崔愛卿 18 朝鮮黄海道 海州公立高等女学校卒業
1936 家政学部第二類 1940 全季祚 18 朝鮮慶尚北道 大邱公立女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1938 宋斗云 16 朝鮮慶尚南道 釜山公立女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1936 馬順男 20 朝鮮慶北尚州 京城同徳女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1936 朴貴南 16 朝鮮黄海道 京城公立女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1936 朴來賢 15 朝鮮平安南道 全州公立女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1936 李点鳳 17 朝鮮京城府 台中州立彰化高等女学校
1936 家政学部第二類 1938 李任壽 15 朝鮮慶尚南道 一新女子高等普通学校卒業
1936 家政学部第二類 1940 李南喆 17 朝鮮慶尚南道 一新女子高等普通学校卒業
1937 国文学部 1937 李貞洙 18 朝鮮咸鏡南道 梨花女子高等普通学校卒業
1937 英文学部 1937 金五徳 17 朝鮮平安南道 平壌公立女子高等普通学校卒業
1937 家政学部第二類 1938 尹明淑 17 朝鮮京城府 梨花女子高等普通学校卒業
1937 家政学部第二類 1938 金周敬 16 朝鮮平安南道 平壌公立女子高等普通学校卒業
1937 家政学部第二類 1937 張惠玉 15 朝鮮平安北道 淑明女子高等普通学校卒業
1937 家政学部第二類 1941 鄭寛榮 18 朝鮮慶尚南道 光州公立女子高等普通学校卒業
1937 家政学部第二類 1937 朴容順 18 朝鮮京城府 淑明女子高等普通学校卒業

1937 家政学部第二類
1941
第一
類卒

梁祐錫 16 朝鮮京畿道 梨花女子高等普通学校卒業

1937 家政学部第二類 1938 李今女 21 朝鮮京畿道京城府 荒川高等女学校卒業
1937 家政学部第二類 1938 劉再玉 16 朝鮮忠清北道 永生女子高等普通学校卒業
1937 家政学部第一類 1937 金榮嬉 17 朝鮮咸鏡南道 永生女子高等普通学校卒業
1937 家政学部第二類 1937 姜尚信 17 朝鮮慶尚南道 京城公立女子高等普通学校卒業
1938 家政学部第二類 1940 ■■■■ 17 朝鮮江原道 梨花女子高等普通学校卒業
1938 家政学部第一類 1941 呉在元 16 朝鮮黄海道 梨花女子高等普通学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類
国文学部　英文学部 1939 崔華實 16 朝鮮黄海道 梨花女子高等普通学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類
国文学部　英文学部 1938 李龍成 16 朝鮮黄海道 梨花女子高等普通学校卒業

1938 家政学部第二類 1941 金静銖 15 朝鮮平安南道 平壌公立女子高等普通学校卒業
1938 家政学部第二類 1941 金明賢 17 朝鮮平安南道 正義女子高等普通学校卒業
1938 家政学部第二類 1941 金羅悦 16 朝鮮京畿道 光州公立女子高等普通学校卒業
1938 家政学部第二類 1941 趙昌淑 17 朝鮮平安南道 進明女子高等普通学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類　
国文学部　英文学部 1940 趙福愛 16 朝鮮慶尚南道 淑明女子高等普通学校卒業

1938 家政学部第三類　 1941 黄珪貞 17 朝鮮咸鏡南道 咸興公立高等女学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類　
国文学部　英文学部 1940 趙淑姫 16 朝鮮京城府 同徳女子高等普通学校卒業

1938 家政学部第三類　 1941 崔英熙 16 朝鮮京畿道 同徳女子高等普通学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類国文学部　英文学部
1941
第三
類

朴 淳 15 朝鮮平安北道 梨花女子高等普通学校卒業

1938 英文学部 1942 韓道王 17 朝鮮平安南道 正義女子高等普通学校卒業
1939 家政学部第一・二・三類 1940 金良淑 15 朝鮮京城府 京畿公立高等女学校卒業
1939 家政学部第一・二・三類 1941 許占恵 15 朝鮮慶尚南道 鳳山高等女学校
1939 家政学部第二類 1942 金璟熙 18 朝鮮京畿道京城府 淑明女子高等女学校卒業
1939 家政学部第ニ類 1942 李粉羲 16 朝鮮慶尚南道 梨花高等女学校卒業
1939 家政学部第二類 1942 李仁喜 17 朝鮮京畿道京城府 京畿公立高等女学校卒業
1939 家政学部第一・二・三類 1940 李康子 17 朝鮮京畿道京城府 普連土女学校卒業
1939 家政学部第一・二・三類 1940 金師任 18 朝鮮江原道 淑明高等女学校卒業
1939 国文学部　英文学部 1939 呉庚玉 18 朝鮮京城府 記載なし
1939 国文学部　英文学部 1942 張斗杓 17 朝鮮咸鏡南道 楼氏高等女学校卒業
1940 家政学部第一類 1943 許淑子 17 朝鮮京畿道京城府 淑明高等女学校卒業
1940 家政学部第一類 1943 車元子 17 朝鮮江原道 淑明高等女学校卒業
1940 家政学部第一類 1943 柳次男 17 朝鮮全羅北道 全北公立高等女学校卒業
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1940 家政学部第一・二・三類 1941 金淑在 17 朝鮮咸興府 同徳高等女学校卒業
1940 家政学部第一類 1943 金貞姫 16 朝鮮京畿道京城府 同徳高等女学校卒業
1940 家政学部第一・二・三類 1942 金仁實 16 朝鮮平安北道 京畿公立高等女学校卒業
1940 家政学部第二類 1943 高仁淑 17 朝鮮江原道 京畿公立高等女学校卒業
1940 家政学部第一・二・三類 1941 呉寅實 16 朝鮮平安北道 平壌西門高等女学校卒業
1940 家政学部第一・二・三類 1943 李淑姿 17 朝鮮黄海道 進明高等女学校卒業
1940 家政学部第二類 1943 李琦烈 16 朝鮮京城府 同徳高等女学校卒業
1940 家政学部第三類 1943 李南順 17 朝鮮慶尚南道 同徳高等女学校卒業
1940 家政学部第一・二・三類 1940 林春南 19 朝鮮全羅道 淑明高等女学校卒業
1940 家政学部第三類 1942 趙福女 18 朝鮮平安南道 岩佐高等女学校卒業
1940 家政学部第三類 1942 李銀熙 16 朝鮮平安南道 正義高等女学校卒業
1940 国文学部　英文学部 1940 宋仁鳳 17 朝鮮黄海道 京畿公立高等女学校卒業
1941 家政学部第一類 1944 ■■■■ 17 朝鮮咸興府 咸南公立高等女学校卒業
1941 家政学部第二類 1944 ■■■■ 16 朝鮮開城府 京畿高等女学校
1941 家政学部第二類 1942 ■■■■ 16 朝鮮忠清南道 淑明高等女学校
1941 家政学部第二類 1944 ■■■■ 18 忠清北道 進明高等女学校
1941 家政学部第二類 1942 ■■■■ 16 朝鮮平壌府 平壌西門公立高等女学校
1941 家政学部第二類 1944 ■■■■ 18 朝鮮忠清南道 淑明高等女学校
1941 家政学部第二類 1944 李昌宰 18 朝鮮慶尚北道 淑明高等女学校
1941 家政学部第三類 1943 ■■■■ 15 朝鮮咸鏡南道 咸南公立高等女学校卒業
1942 家政学部第一類 1946 ■■■■ 16 朝鮮平安南道 正義高等女学校卒業
1942 家政学部第二類 1946 ■■■■ 15 朝鮮慶尚北道 慶北公立高等女学校卒業
1942 家政学部第三類 1944 ■■■■ 16 朝鮮平壌府 京畿公立高等女学校卒業

1946
家政科　児童学科　管理
科　家政理科（物理化学
専攻）（生物農芸専攻）

1948 ■■■■ 16 朝鮮慶尚北道 千葉県立松尾高等女学校卒業

1947 家政科　児童学科　社会
福祉科 1949 全金姫 19 朝鮮慶尚南道 私立松蔭女子商業学校卒業

台湾

入学
年 入学学部

卒業・
退学
年

氏名 年
齢 出身地 出身校

1925 家政学部 1929 呂鏡屏 16 台湾台中豊原郡 私立淡水女学院卒業
1926 師範家政学部 1930 江氏秩 18 台湾台中州 本校附属高等女学校卒業

1926 社会事業学部（児童保全科） 1930 林晶晶 18 台北州台北市 台北第三高等女学校卒業

1927 社会事業学部（女工保全
科） 1928 林 關 21 台湾台中州 台南長老女学校卒業

1927 社会事業学部（女工保全
科） 1928 甘寶叙 20 台湾台中州 彰化女子高等普通女学校卒業

1927 社会事業学部（女工保全
科） 1929 劉氏瓊瑛 20 台湾台中 上野高等女学校卒業

1927 高等学部理科化学部 1930 劉彩仁 18 台湾台南市 同志社女学校卒業
1928 家政学部 1932 洪氏彬 17 台湾台中州 台中州立彰化高等女学校卒業
1929 師範家政学部 1932 呉氏錦雀 19 台南市 台南州立台南第二高等女学校卒業
1929 国文学部 1933 顔氏碧霞 台北州基隆市 記載なし

1929 高等学部理科化学部
1935
家政
学部

魏阿純 15 台湾市中州 富士見高等女学校卒業

1930 国文学部 1932 張氏女英 16 台湾台南州 台南州立嘉義高等女学校
1930 師範家政学部 1931 顔氏媞 18 台湾台北州其隆市 京都市立二條高等女学校
1930 師範家政学部 1934 劉憐敏 19 台湾台南市 同志社女学校高等女学部
1930 大学本科理学科 1931 劉彩仁 21 台湾台南市 本校高等学部卒

1931 国文学部 1935 張氏娥 18 台湾台北市 台北州立台北第三高等女学校/常盤松高等女学
校

1931 家政学部第二類 1935 劉氏秀霞 16 台南市 州立台南第一高等女学校
1931 家政学部第一類 1935 王氏錦香 16 台南市 台南第二高等女学校
1931 家政学部第一類 1932 陳氏明珠 17 台中市能高郡 台中州立彰化高等女学校　
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1931 社会事業学部 1932 徐氏朗玉 21 台南州嘉義市 州立台北第三高等女学校
1932 家政学部第二類 1934 陳氏吟 18 台湾台中州 台中州立彰化高等女学校卒業/仝校補習科卒業
1933 国文学部 1937 周氏繍 16 台湾台北州台北市 台北第三高等女学校卒業
1934 家政学部第三類 1934 林氏淑媛 18 台湾高雄州 岩佐高等女学校卒業

1934 家政学部第一類
1937
第三
類

郭氏玉直 17 台北市 台北州立第三高等女学校卒業

1934 家政学部第一類 1936 呉氏味 16 台湾新竹州 台湾新竹高等女学校卒業
1934 家政学部第一類 1935 盧氏玉美 16 台中州台中市 台湾彰化高等女学校卒業
1935 家政学部第一類 1935 姜氏蘭英 17 台湾新竹州 新竹州立新竹高等女学校卒業
1935 家政学部第一類 1939 蔡氏貞 17 台湾新竹州 新竹州立新竹高等女学校卒業
1935 家政学部第一類 1936 頼氏鑾鳳 18 台湾台中州 台中州立台中高等女学校
1935 家政学部二類 1939 許氏月桂 16 台湾新竹州 新竹州立新竹高等女学校卒業
1935 英文学部 1936 林氏緑波 17 台湾台北州 台北州立第一高等女学校卒業
1936 家政学部第三類 1939 林氏採瑾 17 台湾台中州 堀越高等女学校卒業
1936 家政学部第一類 1940 張氏彩霞 16 台湾台北州 台北第三高等女学校卒業
1936 家政学部第一類 1940 李氏怡怡 16 台湾台北州 州立台北第三高等女学校卒業
1936 家政学部第二類 1940 邱氏素娥 16 台湾台南州 台南州立台南第一高等女学校卒業
1936 家政学部第二類 1938 張氏愛信 17 台湾台中州 台中州立台中高等女学校卒業
1936 家政学部第二類 1938 彭氏静香 16 台湾高雄州 高雄州立高雄高等女学校
1936 家政学部第二類 1936 楊氏秀香 17 台湾台中州 台中州立彰化高等女学校卒業
1937 家政学部第三類 1940 王氏彩雲 18 台湾台南州 州立台南第二高等女学校卒業
1937 英文学部 1941 饒氏菊枝 台湾花連港庁 記載なし
1937 家政学部第二類 1937 陳氏貞子 16 台湾台中州 台中州立台中高等女学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類　
国文学部　英文学部 1940 ■■■■ 17 台湾台南州 台南州立嘉義高等女学校卒業

1938 家政学部第二類 1941 劉氏秀華 16 台湾台南州 州立台南第一高等女学校卒業
1938 家政学部第三類 1941 高久鴛 16 台湾台中州 台中州立彰化高等女学校卒業
1938 家政学部第三類 1941 涂氏玉英 17 台湾新竹州 高雄州立屏東高等女学校卒業
1938 家政学部第三類 1941 李氏珊珊 17 台湾台北州 州立台北第三高等女学校卒業
1938 英文学部 1943 蔡氏淑 16 新竹州 新竹州立新竹高等女学校卒業
1939 国文学部　 1942 施氏耀琴 17 台湾台南州 州立台南第二高等女学校卒業
1940 家政学部第一類 1943 顔氏瑞珠 16 台湾台北州 台北州立基隆高等女学校卒業
1940 家政学部第一・二・三類 1940 林氏苑玉 17 台湾新竹州 州立台北第三高等女学校卒業
1940 英文学部 1943 楊翠霞 18 台湾台中市 牛込高等女学校卒業
1941 家政学部第一類 1941 頼氏月娟 17 台湾台中市 台中州立台中高等女学校卒業
1941 家政学部第三類 1943 邱氏玉燕 17 台湾台中州 台中州立彰化高等女学校卒業

1941 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1941 林氏苑玉 18 台湾新竹州 台北州立台北第三高等女学校卒業

1942 家政学部第一類 1945 顔氏瑞徴 16 台湾台北州 台北州立基隆高等女学校卒業
1942 家政学部第一類 1943 ■■■■ 16 台湾台北州 台北州立基隆高等女学校卒業

1942 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1945 張氏 19 台湾台南州 鴎友学園高等女学校卒業

満州

入学
年 入学学部

卒業・
退学
年

氏名 年
齢 出身地 出身校

1931 国文学部
1936
卒業
学部
不明

孫凌雲 20 満州国吉林省 吉林省立女子師範学校

1933 家政学部第一類
1937
第三
類

劉淑芬 17 満州国吉林省 満州国吉林省立女子中学校卒業

1933 家政学部第三類 1936 李恩華 21 満州国吉林省 吉林省立女子師範学校卒業
1933 家政学部第三類 1936 馬鳴鶴 18 奉天省 奉天高等女学校卒業
1934 家政学部第三類 1937 金安恕 17 満州国奉天省 北平女子大学高中部卒業
1934 家政学部第三類 1937 曲淑 21 満州国吉林省 旅順師範学堂
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1934 家政学部第三類 1936 干博敏 18 満州国奉天瀋陽県 奉天省立女子師範学校卒業
1934 家政学部第三類 1934 朱若水 22 満州国吉林省 吉林省立女子中学校卒業
1934 家政学部第三類 1937 周淑身 22 満州国吉林省 吉林省扶餘県公立女子師範学校卒業
1934 家政学部第三類 1934 鄒樹人 17 満州国奉天省 満州国奉天女子師範学校卒業
1934 家政学部第三類 1936 趙書雲 18 満州国吉林省 安女子中学校卒業
1934 家政学部第三類 1935 趙敏 20 満州国吉林省 吉林省立女子師範学校卒業
1934 家政学部第三類 1938 林湘鐶 18 満州国吉林省 吉林省立女子中学校卒業
1934 家政学部第三類 1937 武仲梅 17 満州国奉天省 奉天省立女子師範学校卒業
1934 家政学部第三類 1935 劉筠玉 18 満州国奉天省 奉天女子師範学校卒業
1934 家政学部第三類 1938 鞠英華 18 満州国吉林省 北満特区女子第一中学校修了
1934 家政学部第二類 1938 王瑶琨 19 満州国奉天省 北京市立北方中学校卒業
1934 家政学部第二類 1938 金淑吾 19 奉天省遼陽県 奉天省立女子師範学校卒業
1934 家政学部二類 1938 梁清彦 17 満州国黒竜江省 北満州特別区第一女子中学校
1935 家政学部二類 1939 白葵忱 15 奉天省瀋陽 奉天女子師範学校卒業
1935 家政学部第三類 1938 張春茹 19 奉天省 奉天女子職業学校卒
1936 家政学部第三類 1939 張淑貞 19 満州国濱江省 北満区立第一女子中学校高中文科卒業
1936 家政学部第三類 1939 右如璽 20 満州国錦州省 哈爾賓特別区立第一女子中学校高中部卒業
1936 家政学部第三類 1939 崔蘊英 19 満州国龍江省 哈爾賓特別区立第一女子中学校高中文科卒業

1936 家政学部第二類 1937 呉麗生 18 満州国奉天省遼陽
県 奉天省立女子師範学校卒業

1936 家政学部二類 1940 趙秀芳 18 満州国濱江省 北満特別区立哈爾賓第一女子中学校卒業
1936 家政学部二類 1940 趙静言 17 満州国奉天省 奉天省立女子師範学校卒業
1937 家政学部第三類 1937 王淑雲 20 満州国奉天省 奉天省立女子師範学校卒業
1937 家政学部第三類 1940 馮蓉芬 18 満州国奉天省 桜蔭高等女学校卒業
1937 家政学部第三類 1940 都子芳 18 満州国濱江省 安縣西江沿女子両級中学校卒業
1937 家政学部第三類 1940 梁國英 19 満州国濱江省 哈爾濱第一両級女子中学校卒業
1937 家政学部第二類 1938 劉菊榮 18 満州国普蘭 旅順高等女学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類　国文学部　英文学部
1941
第三
類

阮守蘭 18 奉天省 奉天省立女子師範学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類　国文学部　英文学部
1941
第三
類

増鍾 20 満州国錦州省 奉天省立女子師範学校卒業

1938 家政学部第三類 1941 閻慧芳 17 満州国奉天省 營口縣立女子高級中学校卒業

1938 家政学部第一・二・三類　
国文学部　英文学部 1939 呉麗生 20 満州国奉天省 奉天省立女子師範学校卒業

1938 家政学部第三類　 1941 博丕容 18 満州国興安南省 奉天省立女子師範学校卒業
1940 家政学部第三類 1942 邊寶賢 19 満州国奉天省 濱江省立哈爾女子両級中学校卒業
1940 家政学部第三類 1942 黄金玉 18 満州国間島省 記載なし
1941 家政学部第三類 1943 閽家慧 17 関東州金州城内 大連神明高等女学校卒業
1941 家政学部第三類 1943 趙文齢 17 満州国吉林省 関東高等女学校卒業

1941 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1946 張蘊瑛 17 満州国奉天省 新京敷島高等女学校卒業

1942 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1944 徐純子 17 関東州大連市 大連弥生高等女学校卒業

1943 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1946 張薀琦 17 満州国奉天省 新京敷島高等女学校卒業

1943 家政学部第三類　国文学
部　英文学部 1944 楊樹媛 19 満州国奉天省 同志社高等女学校卒業

その他

入学
年 入学学部

卒業・
退学
年

氏名 年
齢 出身地 出身校

1929 社会事業学部（女工保全科） 1934 劉順 17 東京市四谷区 大連高等女学校卒業

1936 家政学部第二類 1941
パカスワ
ナ・ラッ
ダー

16 タイ国チャンタブリ市 サイバンヤ・ハイスクール卒業
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1944 家政科　育児科　管理科 1945 丁瑞蘭 21 蒙彊張家口市 北京市立第四女子中学校/蒙口市善隣回民女塾
師範部卒業

1944 家政科　育児科　管理科 1945
チュムシ
ンナナ
コーン

17 泰国バンコック 国際学友会日本語学校修了

1944 家政科　育児科　管理科 1945 ファンテ
ィリー 21 安南ハノイ・ルシャ

ルボン 仏印ハノイ女学校

予科

入学
年 入学科

修了・
退学
年

氏名 年
齢 出身国 出身校

1907 英文学部予備科 1908 林復 18 清国福建省
清国上海愛国女学校尋常科修了/東京大成学校
にて日語と普通学と習う/私立女子英学塾予科
に入り（二年）修業

1907 大学普通予科 1908 楊敢平 16 清国広東省 実践女学校卒
1907 大学普通予科 1908 康同荷 15 損国広東省 実践女学校卒
1908 英文学部予備科 1913 李元 16 清国湖北省 東京府立第一高等女学校四年修業
1908 大学普通予科 1909 陳夢飛 16 清国広東省 実践女学校卒
1908 大学普通予科 1909 馬君幹 22 清国安薇省 青山女学院にて日語修業
1909 英文学部予備科 1910 劉芸郷 24 清国江西省 記載なし
1909 英文学部予備科 1909 邱新栄 17 清国広東省 実践女学校
1909 英文学部予備科 1910 黄輝 18 清国湖南 実践女学校留学生部工芸師範部卒

1909 英文学部予備科
1910
普通
予科
修了

黄国巽 19 清国湖南 実践女学校留学生部中学卒

1909 英文学部予備科 1910 曽尚武 19 清国湖北省 東洋女芸学校畫科卒
1913 英文学部予備科 1915 桂円成 25 支那江西省 記載なし
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今
日
は
運
動
会
で
、
此
の
時
間
を
用
ふ
る
こ
と
は
六
か
し
い
で

あ
ろ
ー
と
考
へ
ま
し
た
が
、
天
気
の
都
合
で
実
践
倫
理
を
説
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
今
日
私
は
、
あ
な
た
方
の
態
度
を
確
定

し
た
い
。
之
は
自
動
的
修
養
に
も
大
切
で
あ
る
し
、
且
つ
私
の
健

康
の
上
に
も
必
要
で
あ
る
と
考
へ
ま
す
。
私
が
未
だ
疲
れ
て
居
り

ま
す
の
で
充
分
声
を
使
ふ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
成
る
べ
く

あ
な
た
方
が
注
意
を
な
さ
っ
て
、
お
働
き
に
な
る
様
に
。
そ
し
て

問
答
の
様
に
し
た
い
と
考
へ
ま
す
。

未
発
表
資
料
30

『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
新
資
料
を
順
次
発
表
す
る
。
今
回
は
講
話
二
編
で
あ
る
。

式
日
、
始
業
式
、
終
業
式
な
ど
行
事
の
折
の
、
ま
た
実
践
倫
理
の
成
瀬
校
長
の
講
話
を
、
丹
念
に
記
録

し
た
ノ
ー
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
。
罫
紙
に
カ
ー
ボ
ン
を
は
さ
ん
で
浄
書
さ
れ
、
各
々
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ

た
ノ
ー
ト
に
は
、
成
瀬
自
身
に
よ
る
訂
正
、
加
筆
の
跡
が
残
る
。
な
お
、

一
、
表
記
に
関
し
て
は
、
片
仮
名
書
き
の
原
文
筆
記
を
平
仮
名
表
記
と
し
、
明
ら
か
な
誤
字
、
脱
字

を
改
め
る
と
と
も
に
、
文
字
を
統
一
し
た
。

一
、
あ
て
字
に
つ
い
て
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
、
句
読
点
を
必
要
な
限
り
付
し
た
。

一
、
欄
外
に
書
か
れ
て
い
た
註
を
、
一
部
見
出
し
と
し
た
。

成
瀬
仁
蔵
講
話　

1

第
一
学
年
に
於
て　

―
明
治
四
十
三
年
五
月
十
四
日
―
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私
の
留
守
中
に
、
キ
ン
グ
博
士
並
にC

hicago

大
学
の
ス
タ
ー

博
士
が
話
を
し
た
そ
ー
で
あ
り
ま
す
。
其
の
英
語
は
皆
わ
か
る
と

云
ふ
訳
に
は
ゆ
き
ま
す
ま
い
が
、
通
弁
が
あ
っ
た
か
ら
大
体
は
わ

か
っ
た
で
あ
ろ
ー
と
思
ひ
ま
す
。

始
め
に
、
キ
ン
グ
博
士
の
お
話
の
大
体
お
わ
か
り
に
な
っ
た
方

は
…
…
…　
　

其
の
精
神
は
ど
ー
云
ふ
点
に
あ
っ
た
か
、
一
寸
答

へ
の
出
来
る
方
は
…
…
…

　

・
一
口
に
申
せ
ば
、
善
は
最
善
の
敵
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

次
に
、
ス
タ
ー
博
士
の
話
の
意
味
の
わ
か
っ
た
お
方
は
…
…
…

夫
れ
は
ど
ー
云
ふ
風
に
お
と
り
に
な
っ
た
か
、
意
味
の
言
へ
る

お
方
は
…
…
…

知
識
教
育

皆
さ
ん
は
此
の
学
校
に
お
入
り
に
な
っ
て
、
是
迄
余
り
考
へ
な

か
っ
た
又
充
分
経
験
し
な
か
っ
た
、
も
一
つ
広
い
方
面
を
お
聞
き

に
な
り
又
目
撃
な
さ
り
、
且
つ
大
隈
伯
、
渋
澤
男
爵
、
森
村
市
左

衞
門
氏
、
其
の
他
そ
ー
云
ふ
様
な
経
歴
の
あ
る
人
に
接
す
る
機
会

を
得
て
、
其
の
お
方
の
考
へ
、
並
び
に
そ
ー
云
ふ
お
方
の
態
度
な

ど
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。

又
外
国
の
人
も
段
々
此
校
へ
来
て
話
を
せ
ら
れ
て
、
そ
ー
云
ふ
新

ら
し
い
空
気
に
触
れ
て
、
何
か
の
反
応
が
あ
な
た
方
に
起
る
べ
き

で
あ
る
と
私
は
予
期
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
前
も
少
し
、

そ
ー
云
ふ
様
な
事
に
つ
い
て
試
み
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た

方
は
今
日
迄
自
分
の
受
け
て
来
た
経
歴
、
及
び
今
日
の
日
本
の
教

育
の
傾
き
を
考
へ
て
見
る
な
ら
ば
、
之
を
先
づ
知
育
知
識
の
教
育

と
言
ふ
の
で
あ
る
。
成
る
べ
く
多
く
知
る
、
成
る
べ
く
覚
え
る
と

云
ふ
こ
と
で
す
。

実
用
的
教
育

夫
れ
か
ら
、
も
ー
一
つ
の
傾
向
は
機
械
的
の
教
育
、
或
は
実
用

教
育
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
実
用
教
育
と
言
へ
ば
も
っ
と
よ
い
意

味
も
あ
る
が
、
つ
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
技
芸
を
覚
え
て
、
人
間
を
機

械
と
す
る
に
必
要
な
教
育
を
す
る
の
で
あ
る
。
自
分
と
云
ふ
人
格

の
為
で
な
く
し
て
、
或
る
方
便
、
或
る
機
械
と
な
る
方
便
の
教
育
、

之
が
世
間
で
言
ふ
実
用
的
教
育
の
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

意
志
教
育

第
三
は
意
志
の
教
育
、
人
格
の
為
の
教
育
で
あ
る
。
之
に
つ
い

て
必
要
な
る
こ
と
を
、
キ
ン
グ
博
士
も
ス
タ
ー
博
士
も
言
ふ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
へ
ま
す
。
且
つ
此
の
学
校
へ
お
入
り
に
な
っ
て
、
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他
の
学
校
と
少
し
変
っ
て
居
る
。
只
本
を
読
む
だ
け
で
は
な
い
。

行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
只
自
分
の
為
ば
か
り
で
は
な
く
、
何
か
を
人

に
尽
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
只
物
を
覚
え
て
居
る
ば
か
り

で
は
な
い
。
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
是
迄
の
学

校
教
育
に
余
り
経
験
の
な
い
こ
と
を
味
ふ
た
こ
と
と
思
ふ
。
そ
こ

で
私
は
少
し
、
あ
な
た
方
に
聞
い
て
見
た
い
。
我
が
国
の
今
日
の

教
育
と
云
ふ
も
の
は
、
今
申
し
た
三
つ
の
中
の
何
れ
に
傾
い
て
居

る
と
お
考
へ
で
す
か
。

・
先
づ
我
が
国
の
大
体
の
教
育
は
博
識
に
す
る
、
知
識
の
教
育

に
偏
し
て
居
る
と
思
ふ
者
は
…
…
…

・
第
二
の
機
械
的
教
育
に
傾
い
て
居
る
と
思
ふ
も
の
は
…
…
…

・
人
格
の
為
の
教
育
で
あ
る
と
思
ふ
も
の
は
…
…
…

女
徳
の
第
一
は
柔
順

是
迄
の
教
育
は
、
婦
人
の
徳
。
之
は
誠
に
我
が
国
の
美
風
で
あ

る
か
ら
、
之
を
こ
は
し
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
此
の
間
も
申

し
た
か
ら
、
皆
さ
ん
誤
解
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
此
の
女
徳
の

第
一
は
柔
順
で
あ
る
。

婦
人
三
従
の
教
へ

然
る
に
婦
人
に
高
等
の
教
育
を
あ
た
へ
る
の
は
、
婦
人
も
人
で

あ
る
、
不
思
議
な
力
が
あ
る
、
と
云
ふ
自
覚
を
与
へ
る
か
ら
、
其

の
結
果
不
柔
順
に
な
る
。
そ
こ
で
女
子
教
育
は
知
ら
し
む
可
ら
ず
、

依
ら
し
む
べ
し
と
云
ふ
考
へ
が
あ
る
。
そ
ー
し
て
婦
人
は
三
従
と

言
っ
て
、
幼
に
し
て
は
親
に
従
ひ
、
嫁
し
て
は
夫
に
従
ひ
、
老
い

て
は
子
に
従
ふ
と
云
ふ
風
に
、
何
時
も
人
に
た
よ
っ
て
ば
か
り
来

た
の
で
あ
り
ま
す
。

運
命
の
開
拓

そ
こ
で
我
が
意
志
を
養
ひ
、
我
が
人
格
を
発
揮
す
る
と
云
ふ
こ

と
で
は
な
く
、
唯
だ
人
に
よ
る
、
始
終
何
か
の
方
便
と
し
て
教
育

せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
故
に
之
れ
が
教
育
で
あ
り
、
こ
ー
云

ふ
の
が
我
が
国
婦
人
の
運
命
で
あ
る
と
皆
考
へ
て
居
っ
た
の
で
あ

る
。
併
し
私
は
、
是
迄
幾
千
年
間
人
類
が
経
験
を
積
ん
で
見
ま
し

て
、
仮
令
女
子
と
云
へ
ど
も
他
人
に
依
頼
す
る
と
云
ふ
考
へ
で
は

到
底
満
足
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
ど
ー
し
て
も
我
が
意
志
を
以
て
、

我
が
運
命
を
開
拓
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
ら
ね
ば
、
真
の
満

足
を
得
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
又
ほ
ん
と
ー
の
女
徳
を
養
ふ
こ
と
も

出
来
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
、
此
の
間
少
し
申
し
か
け
て
お
き
ま
し
た
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が
、
あ
な
た
方
は
其
の
態
度
を
お
養
ひ
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
で

あ
り
ま
し
ょ
ー
が
、
も
ー
一
つ
お
尋
ね
を
し
ま
す
。
私
が
此
の
間

か
ら
申
し
か
け
た
こ
と
に
は
哲
学
上
の
深
い
考
へ
も
あ
り
、
宗
教

の
関
係
も
其
の
中
に
あ
る
の
で
す
が
、
そ
ー
云
ふ
深
い
事
を
お
尋

ね
す
る
の
で
は
な
い
。
其
の
中
で
意
志
と
云
ふ
こ
と
だ
け
で
も
わ

か
っ
た
方
は
…
…
…

宗
教
に
つ
き
て

宗
教
と
云
ふ
こ
と
で
も
、
教
会
に
入
っ
て
儀
式
を
行
っ
て
居
る

こ
と
と
思
っ
て
居
る
人
も
あ
ろ
ー
。
又
そ
ー
云
ふ
こ
と
で
は
な
く
、

信
仰
を
持
っ
て
立
つ
こ
と
と
解
し
て
居
る
人
も
あ
ろ
ー
。C

hrist

教
で
も
仏
教
で
も
又
は
我
が
国
の
神
道
で
も
孰
れ
の
宗
教
で
も
宜

し
い
が
、
自
分
は
一
つ
の
宗
教
上
の
信
仰
に
生
き
て
居
る
と
言
は

る
ゝ
お
方
は
…
…
…

各
自
の
修
養
に
つ
き
て

又
宗
教
と
云
ふ
も
の
に
は
依
ら
な
い
が
、
自
分
の
修
養
と
云
ふ

も
の
は
、
一
つ
の
主
義
を
以
て
充
分
自
覚
し
よ
ー
と
云
ふ
処
に
迄
、

精
神
的
に
行
っ
て
居
る
と
云
ふ
、
其
の
意
味
に
於
て
信
念
を
持
っ

て
居
る
人
は
…
…
…

大
体
わ
か
り
ま
し
た
。
夫
れ
に
由
っ
て
私
の
申
す
意
志
と
云
ふ

こ
と
も
、
多
分
お
わ
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
ー
。
そ
ー
し
て
態
度
の

き
ま
っ
て
居
る
こ
と
は
、
私
の
喜
ぶ
所
で
あ
り
ま
す
。
併
し
も
ー

一
つ
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
、
其
の
態
度
、
其
の
信
仰
が
時
々
刻
々

の
実
行
の
上
に
現
れ
て
居
る
か
ど
ー
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

之
は
只
修
養
す
る
、
実
践
倫
理
の
時
間
、
又
は
其
の
実
践
倫
理
の

研
究
会
と
云
ふ
様
な
時
間
に
於
て
の
み
修
養
を
す
る
の
で
は
な
く
、

仮
令
家
に
於
て
煮
炊
き
を
す
る
時
で
も
、
針
を
持
っ
て
縫
ひ
物
を

す
る
時
に
も
、
其
の
他
課
業
に
出
る
時
に
も
、
筆
を
持
っ
て
字
を

書
く
時
に
も
、
お
友
達
と
お
話
を
す
る
時
に
も
、
始
終
其
の
態
度

が
我
々
の
行
ひ
の
上
に
現
れ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
少
し
具
体

的
に
問
答
し
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
…
…
…

意
志
の
肝
要

其
の
学
問
を
使
ひ
、
其
の
自
分
の
技
能
を
支
配
し
て
行
く
時
に

も
、
や
は
り
自
分
の
意
志
を
以
て
意
志
の
支
配
を
受
け
て
行
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
此
の
意
志
の
教
育
と
云
ふ
こ
と
は
、
我
々
の

内
に
あ
る
偉
大
な
る
力
の
本
と
な
る
。
凡
て
我
々
の
主
眼
は
其
処

に
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
考
へ
を
以
て
、
常
に
此
の
意
志
の
教

育
を
目
的
と
し
て
、
人
格
発
現
を
本
と
し
て
、
始
終
此
の
意
志
の

鍛
錬
と
云
ふ
こ
と
に
勉
め
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
に
、
お
答
へ
の
出
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来
る
人
は
…
…
…

人
格
教
育
の
目
的
を
達
せ
し
む
る
に
は
如
何
な
る
道
を
選

ぶ
べ
き
か

夫
れ
で
は
私
は
是
れ
迄
、
只
物
を
知
る
と
云
ふ
教
育
に
欠
け
て

居
っ
た
処
を
補
ふ
て
、
人
格
教
育
と
云
ふ
こ
と
を
し
て
行
く
に
は
、

ど
ー
云
ふ
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
ー
か
。
其
の
目
的
を
達
す
る
に
は
、

ど
の
道
を
と
っ
た
ら
よ
か
ろ
ー
か
。
其
処
に
行
く
道
は
、
ど
ー
云

ふ
仕
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
。
或
は
ど
ー
云
ふ
態
度
を
と
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
か
。
今
あ
な
た
方
の
一
番
大
切
だ
と
思
ふ
て
居
る
こ

と
を
言
っ
て
御
覧
な
さ
い
。

　

・
常
に
我
が
身
を
反
省
し
て
、
ま
こ
と
を
追
求
す
べ
き
こ
と
。

其
処
に
行
く
の
に
、
ど
ー
も
甚
だ
六
か
し
い
こ
と
が
あ
る
。
今
、

自
分
が
行
き
な
や
ん
で
居
る
と
か
、
何
か
困
難
を
感
じ
て
居
る
お

方
は
…
…
…

　

・
感
情
に
支
配
さ
れ
易
き
こ
と
。

今
、
感
情
に
支
配
せ
ら
る
ゝ
と
云
ふ
こ
と
が
出
ま
し
た
が
、
感

情
と
言
へ
ば
誠
に
広
い
こ
と
で
、
其
の
中
に
は
苦
み
も
あ
れ
ば
、

恐
れ
も
あ
る
。
嫉
み
も
あ
れ
ば
、
虚
栄
も
あ
る
。
之
は
仏
教
の
方

で
言
へ
ば
、
其
の
宗
教
の
御
本
尊
も
、
人
間
の
総
て
の
苦
み
は
、

社
会
の
総
て
の
罪
悪
の
本
は
皆
人
間
の
煩
悩
で
あ
る
か
ら
、
救
ふ

と
云
ふ
の
は
之
を
退
治
て
克
た
せ
る
の
で
あ
る
、
と
言
は
れ
ま
し

た
。
之
はC

hrist

も
釈
尊
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々

の
心
の
中
に
苦
み
が
あ
る
な
ら
ば
、
未
だ
そ
ー
云
ふ
も
の
に
克
ち

得
な
い
と
云
ふ
証
拠
で
あ
り
ま
す
。
然
ら
ば
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
す

が
、
我
々
は
そ
ー
云
ふ
欲
に
克
ち
得
ら
る
ゝ
も
の
で
あ
り
ま
し

ょ
ー
か
。
如
何
で
し
ょ
ー
。
其
の
欲
が
自
分
を
虜
に
す
る
。
そ
ー

云
ふ
も
の
に
苦
む
と
云
ふ
こ
と
は
な
い
。
夫
れ
よ
り
も
尊
い
意
志

が
充
分
あ
な
た
を
支
配
し
て
居
る
と
云
ふ
だ
け
に
、
意
志
の
働
き

の
出
来
て
居
る
人
は
…
…
…

未
だ
意
志
の
弱
い
と
感
ず
る
者
は
…
…
…
全
体

克
己
心

夫
れ
で
あ
る
か
ら
、
口
に
言
ふ
こ
と
は
易
い
。
本
に
読
む
こ
と

は
楽
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
夫
れ
を
人
格
に
現
す
、
ほ
ん
と
ー
に
実

践
躬
行
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
六
か
し
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の

意
志
を
養
ふ
た
め
に
、
昔
か
ら
克
己
と
云
ふ
こ
と
、
己
に
克
つ
と

云
ふ
こ
と
を
言
ひ
ま
す
が
、
之
が
極
端
に
な
っ
て
禁
欲
主
義
に
な

る
と
、
も
ー
間
違
ひ
で
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
克
己
と
云
ふ
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。
此
の
克
己
と
禁
欲
と
の
区
別
の
わ
か
っ
て
居
る

方
は
…
…
…
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意
志
並
に
克
己

此
の
間
、
自
分
と
云
ふ
こ
と
を
言
ひ
ま
し
た
ね
。
一
番
低
い
自

我
は
何
で
し
た
か
。
そ
ー
、
身
体
的
自
我
。
夫
れ
か
ら
精
神
的
自

我
迄
の
間
に
、
本
能
我
、
感
情
我
、
知
的
我
と
云
ふ
よ
ー
な
も
の

が
あ
る
。
そ
ー
す
る
と
、
我
々
に
は
そ
れ
だ
け
の
傾
き
が
あ
る
。

酒
飲
み
は
酒
の
欲
に
従
っ
て
健
康
を
害
す
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の

為
に
職
務
を
怠
り
、
乱
暴
を
す
る
。
其
の
酒
の
欲
を
制
す
る
の
は

何
で
あ
る
か
。
意
志
で
あ
る
。
其
の
一
つ
一
つ
の
欲
に
克
っ
て
、

意
志
を
以
て
支
配
す
る
。
之
を
克
己
と
言
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

昔
の
詞
に
、
一
難
を
経
る
毎
に
一
倍
し
来
る
、
と
言
ふ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
我
々
の
勇
気
は
困
難
を
通
過
す
る
毎
に
、
勇
気
が
倍

し
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
夫
れ
を
親
が
姑
息
の
愛
を
以
て
育
て

る
時
に
は
、
物
事
は
出
来
ぬ
。
他
家
に
嫁
し
て
も
家
が
よ
く
治
ま

ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
我
が
儘
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
依
頼
心

が
あ
っ
て
始
終
親
や
夫
に
要
求
す
る
か
ら
、
我
が
身
を
忘
れ
て
家

の
為
に
、
親
の
為
に
、
夫
の
為
に
、
子
の
為
に
尽
す
こ
と
は
出
来

ぬ
。
お
釈
迦
さ
ん
で
も
王
の
太
子
と
生
れ
、
金
殿
玉
楼
に
住
ん
で

栄
華
を
事
と
し
て
居
ら
れ
た
な
ら
、
一
切
衆
生
を
救
ふ
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
世
の
叫
び
に
応
じ
て
我
が
生
れ

て
来
た
天
職
を
果
さ
ん
が
為
に
、
我
が
生
れ
た
栄
華
を
捨
て
、
王

位
を
捨
て
ゝ
自
ら
難
行
苦
行
の
功
を
積
ま
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
斯
く

の
如
く
大
き
な
人
格
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
其
の
他C

hrist

に

し
て
もSocrates

に
し
て
も
孔
子
に
し
て
も
、
皆
い
ろ
い
ろ
な

困
難
に
あ
ふ
て
居
ら
れ
る
。
そ
ー
云
ふ
様
に
、
意
志
を
以
て
制
御

し
て
行
く
の
が
克
己
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
困
難

が
あ
ろ
ー
。
け
れ
ど
も
夫
れ
に
打
ち
勝
っ
て
道
理
に
従
ふ
、
意
志

の
支
配
に
由
っ
て
生
活
す
る
と
云
ふ
態
度
に
な
ら
ね
ば
、
到
底
意

志
の
教
育
は
出
来
ぬ
。
夫
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
や
は
り
満
足
と

云
ふ
こ
と
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
意
志
を
以
て
制
し
て

行
く
と
云
ふ
生
活
も
出
来
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ど
ー
で
あ
り
ま
し
ょ
ー

か
。
皆
さ
ん
、
我
々
は
そ
ー
云
ふ
生
活
も
始
め
て
居
り
ま
す
と
言

は
る
ゝ
人
は
…
…
…

始
め
の
う
ち
は
困
難
も
あ
り
ま
し
ょ
ー
。
け
れ
ど
も
夫
れ
が
出

来
る
様
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

体
育
に
就
き
て

夫
れ
か
ら
皆
さ
ん
、
体
育
と
云
ふ
こ
と
に
も
お
尽
し
に
な
っ
て

居
り
ま
し
ょ
ー
が
、
此
校
の
運
動
は
唯
だ
体
操
を
す
る
と
云
ふ
ば

か
り
で
は
な
く
、
体
育
に
由
っ
て
健
康
の
増
進
を
計
る
と
共
に
、

意
志
の
働
き
を
発
揮
す
る
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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意
志
と
筋
肉

夫
れ
を
す
る
に
、
先
づ
私
共
の
一
番
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
は
、
此
の
身
体
で
あ
る
。
我
々
の
身
体
は
全
く
意
志
の
支
配
に

由
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
或
る
人
は
、W

ill

…
…
…
即
ち
我
々

の
身
体
を
建
築
す
る
も
の
は
意
志
で
あ
る
、
と
言
っ
て
居
り
ま
す
。

夫
れ
で
私
共
は
運
動
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
之
を
精
神
的
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
は
宗
教
の
中
で
も
少
し
形
式
に
な
っ
た
も
の

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
と
へ
ば
仏
教
で
は
行
を
す
る
と
云
ふ
こ
と

が
あ
っ
て
、
印
度
あ
た
り
で
は
、
或
る
行
者
は
十
年
間
手
を
挙
げ

て
居
る
と
云
ふ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
禅
宗
に
は
座
禅
を
す
る
と
云

ふ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
神
道
に
は
、
筋
肉
を
制
し
て
深

呼
吸
を
す
る
と
云
ふ
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
宗
教
に
は
大
分
、
身

体
の
教
育
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
之
等
は
、
本
は
意
志
の
働
き
を

筋
肉
の
上
に
発
表
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
あ
る
の
で
、
意
志
と
云
ふ

も
の
は
必
ず
筋
肉
の
上
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
が
筋
肉

を
支
配
す
る
と
云
ふ
こ
と
も
、
や
は
り
此
の
意
志
に
関
係
が
あ
る

の
で
す
。
故
に
昔
か
ら
、
此
の
意
志
に
注
意
す
る
人
は
身
体
の
姿

勢
に
注
意
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
の
で
あ
り
ま

す
。

精
神
的
活
動

夫
れ
か
ら
も
ー
一
つ
は
、
我
が
国
の
武
士
道
は
何
で
あ
る
か
と

云
ふ
と
、
や
は
り
意
志
教
育
で
す
。
其
の
使
ふ
処
の
剣
で
も
、
武

士
の
魂
と
言
ふ
て
居
る
。
意
志
を
鍛
錬
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
あ

の
剣
を
拵
へ
る
に
、
火
の
中
に
入
れ
て
打
ち
鍛
ふ
と
云
ふ
こ
と
か

ら
出
来
て
居
る
。
故
に
只
遊
び
事
で
は
な
い
。
真
剣
に
な
る
処
に
、

意
志
の
鍛
錬
が
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
明
日
運
動
会
を
す
る
に
も
、

総
て
を
精
神
的
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
之
が
出
来
ん

け
れ
ば
、
何
に
も
な
ら
ぬ
。
夫
れ
で
運
動
を
す
る
に
も
、
今
話
を

聞
い
て
お
い
で
に
な
る
時
で
も
精
神
的
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
、
そ

こ
に
人
間
の
尊
い
処
が
あ
る
の
で
す
。
一
寸
尋
ね
て
見
ま
す
が
、

・
朝
起
き
た
時
、
又
は
寝
る
前
に
深
呼
吸
を
し
て
お
い
で
に
な

る
お
方
は
…
…
…
稍
多
数

・
夫
れ
と
同
時
に
、
声
の
練
習
を
し
て
居
る
人
は
…
…
…

声
の
練
習

私
共
の
声
と
云
ふ
も
の
も
、
亦
よ
く
其
の
人
を
表
す
も
の
で
あ

る
。
然
る
に
我
が
国
で
は
、
此
の
声
と
云
ふ
も
の
が
練
習
せ
ら
れ

て
居
ら
ぬ
。
故
に
音
楽
が
発
達
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
之
は
語

学
を
す
る
人
に
も
、
音
楽
を
す
る
人
に
も
誠
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
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成
瀬
仁
蔵
講
話　

2春
期
運
動
会
批
評
会
後
に
て　

―
明
治
四
十
三
年
五
月
二
十
一
日
―

故
に
声
を
適
宜
に
使
ひ
、
充
分
に
其
の
意
志
を
発
表
す
る
と
云
ふ

こ
と
を
結
び
つ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
や
は
り
、
そ
ー
云
ふ

様
な
身
体
の
運
動
に
意
志
の
教
育
と
云
ふ
こ
と
を
成
る
べ
く
入
れ

て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
願
は
く
は
、
あ
な
た
方
は
毎
日
深
呼
吸
を

す
る
と
同
時
に
身
体
を
ち
ゃ
ん
と
整
へ
て
、
声
の
練
習
を
な
さ
る

と
云
ふ
こ
と
も
誠
に
大
切
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

終
り
に
一
言
御
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
今
は
気
候
の
変

り
目
で
あ
る
か
ら
、
脚
気
の
気
味
の
あ
る
人
は
起
る
時
節
で
あ
る
。

夫
れ
か
ら
此
の
頃
、
窒
扶
斯
が
流
行
し
て
居
る
か
ら
、
斯
う
云
ふ

時
に
食
物
や
住
居
に
つ
い
て
注
意
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。
私
が
之
れ
を
言
ふ
の
は
、
意
志
の
教
育
と
云
ふ
の
は
、
毎
日

筋
肉
の
上
に
も
之
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
申
す
の
で

あ
り
ま
す
。
殊
に
団
体
の
意
志
を
作
る
と
云
ふ
と
き
、
運
動
会
の

様
な
場
合
か
ら
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ど
ー
か
之
を
実
行
す

る
総
て
の
事
を
精
神
的
に
す
る
と
云
ふ
こ
と
を
、
実
行
し
て
戴
き

た
い
と
考
へ
ま
す
。

今
、
塩
井
、
松
浦
両
教
授
か
ら
段
々
有
益
な
御
批
評
が
あ
り
ま

し
て
、
孰
れ
も
あ
な
た
方
の
参
考
と
す
べ
き
こ
と
を
尽
さ
れ
ま
し

た
か
ら
、
此
の
上
余
り
私
が
御
注
意
を
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
と

思
ひ
ま
す
。
其
の
上
に
、
今
日
は
時
間
が
遅
く
な
り
ま
し
た
か
ら
、

小
さ
い
人
達
は
成
る
べ
く
早
く
お
帰
り
に
な
る
が
よ
い
と
考
へ
ま

す
。
只
一
言
、
今
誰
れ
か
の
仰
ゃ
っ
た
詞
の
中
で
、
聞
き
様
に
よ

っ
て
は
ど
ー
か
と
思
ふ
点
に
つ
い
て
申
し
ま
し
ょ
ー
。
夫
れ
は
先

日
の
運
動
会
に
つ
き
ま
し
て
、
小
運
動
会
、
準
備
運
動
会
と
言
ふ

様
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
之
は
ど
ー
で
あ
り
ま
し
ょ
ー
。
秋

が
大
で
あ
れ
ば
、
春
は
小
。
秋
は
客
が
沢
山
あ
る
か
ら
ほ
ん
と
ー

で
、
春
は
お
客
が
少
な
い
か
ら
準
備
で
あ
る
と
云
ふ
様
に
も
聞
こ

え
は
し
な
い
で
し
ょ
ー
か
。
夫
れ
に
、
あ
ま
り
小
と
云
ふ
こ
と
は
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あ
る
ま
い
。
小
と
言
へ
ば
、
そ
ー
大
切
で
な
い
と
云
ふ
様
に
聞
こ

え
易
い
の
で
あ
る
。
故
に
私
は
、
小
と
か
大
と
か
準
備
と
か
言
ふ

の
は
好
ま
し
く
な
い
。
却
っ
て
之
は
春
季
運
動
会
、
秋
季
運
動
会

と
言
ふ
様
に
し
た
方
が
よ
く
は
な
い
か
と
思
ふ
。
聞
く
人
に
よ
っ

て
は
ど
ー
か
と
云
ふ
様
な
こ
と
は
よ
し
て
、
適
当
な
詞
を
お
使
ひ

に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
し
ょ
ー
。

運
動
会
に
由
っ
て
得
た
る
も
の
、
健
康
、
意
志
の
人

そ
し
て
も
ー
一
言
、
私
は
あ
な
た
方
の
健
康
が
ど
ー
で
あ
ろ
ー

か
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
る
。
運
動
会
に
由
っ
て
、
あ
な
た
方
の
健

康
は
確
に
増
進
せ
ら
れ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
ー
。
夫
れ
か
ら
日
頃
言

っ
て
居
る
意
志
の
力
、
人
と
共
に
す
る
と
云
ふ
精
神
が
出
来
た
で

あ
ろ
ー
と
思
ひ
ま
す
。
殊
に
之
れ
か
ら
夏
に
な
っ
て
物
が
腐
敗
し

易
く
な
る
。
其
の
上
に
、
今
年
は
窒
扶
斯
な
ど
も
中
々
流
行
し
て

居
る
様
で
あ
る
か
ら
、
そ
ー
云
ふ
も
の
に
克
つ
と
云
ふ
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

黴
菌
に
つ
き
て

第
三
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
黴
菌
で
あ
り
ま
す
。
之
れ
か
ら

段
々
暑
く
な
っ
て
、
そ
ー
云
ふ
菌
が
発
生
し
易
く
な
る
と
云
ふ
こ

と
も
あ
る
が
、
夫
れ
を
運
ぶ
人
足
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
は
何
で
あ

ろ
ー
か
。
今
日
の
医
学
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
之
か
ら
出
て
来
る

蝿
、
又
は
夜
ぶ
ん
ぶ
ん
や
っ
て
来
る
蚊
、
夫
れ
か
ら
蚤
な
ど
で
あ

る
。
此
の
頃
紐
育
で
研
究
し
た
報
告
に
は
、
一
匹
の
蝿
に
十
万
の

黴
菌
が
居
る
と
云
ふ
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
チ
ブ
ス
の
様
な
腸
胃
を

犯
す
病
気
の
黴
菌
は
、
蝿
に
由
っ
てM

ilk

の
罎
な
ど
に
く
っ
つ

く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ラ
リ
ヤ
熱
と
か
ペ
ス
ト
と
云
ふ
様
な
も

の
は
、
蚊
か
ら
来
る
と
云
ふ
こ
と
で
す
。
夫
れ
で
此
の
蚊
と
か
蚤

と
か
云
ふ
も
の
を
防
ぐ
為
に
、
夜
具
と
か
寝
衣
の
様
な
も
の
は
成

る
べ
く
度
々
洗
ふ
。
且
つ
消
毒
に
よ
く
注
意
し
て
、
台
所
の
悪
水

な
ど
は
始
終
よ
く
流
し
て
了
っ
て
、
黴
菌
な
ど
を
持
ち
歩
く
所
の

悪
虫
を
成
る
べ
く
我
々
の
生
活
す
る
近
辺
に
お
か
な
い
様
に
絶
や

す
、
と
云
ふ
こ
と
が
衛
生
係
、
体
育
係
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。
又

之
か
ら
脚
気
な
ど
の
起
り
易
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
殊
に

よ
く
食
物
に
注
意
し
て
、
早
く
か
ら
予
防
を
す
る
こ
と
。
且
つ
、

そ
ー
云
ふ
伝
染
病
等
の
来
る
仲
媒
と
な
る
も
の
を
成
る
べ
く
防
ぐ

と
云
ふ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
之
れ
が
学
校
か
ら
始
め
て
凡

て
の
家
庭
に
行
は
る
ゝ
様
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
之
れ
か
ら

段
々
気
候
が
暑
く
な
る
時
で
あ
る
か
ら
、
総
て
の
こ
と
を
清
潔
に

す
る
こ
と
に
よ
く
御
注
意
下
さ
る
様
に
、
私
は
一
言
御
注
意
し
て

お
く
の
で
あ
り
ま
す
。
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美
墨
拝
受
候
。
益
御

清
栄
被
遊
御
坐
候
条

奉
賀
候
。
去
月
十
三
日
御

東
上
万
事
好
御
都
合

之
趣
於
小
子
も
喜
悦
之
ニ

不
過
候
。
右
機
ニ
乗
し
豫
テ
ノ

成
瀬
仁
臓
宛
広
岡
浅
子
書
簡　

明
治
二
九
年
六
月
一
五
日

未
発
表
資
料
31

成
瀬
記
念
館
に
は
成
瀬
仁
蔵
が
発
信
ま
た
は
受
信
し
た
書
簡
が
約
三
五
〇
〇
点
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
発

信
者
は
西
園
寺
公
望
や
渋
沢
栄
一
な
ど
近
代
史
に
広
く
名
前
を
知
ら
れ
た
人
々
、
本
学
関
係
者
、
成
瀬
の

個
人
的
な
友
人
・
知
人
、
親
戚
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
成
瀬
記
念
館
で
は
、
成
瀬
仁
蔵
の
没
後
一
〇
〇
年

に
あ
た
る
二
〇
一
九
年
に
む
け
て
成
瀬
仁
蔵
往
復
書
簡
集
の
編
纂
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
成
瀬
記
念

館
収
蔵
の
書
簡
の
う
ち
、
未
発
表
の
も
の
を
掲
載
す
る
。
今
回
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
六
月
一
五

日
付
、
広
岡
浅
子
よ
り
成
瀬
仁
蔵
宛
て
書
簡
一
通
で
あ
る
。
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御
目
的
御
計
画
被
遊
候

ニ
就
テ
ハ
発
起
人
組
織

急
務
之
由
御
文
面
ヲ

拝
ス
ル
や
速
ニ
帰
坂
仕
度

心
意
之
処
生
憎
当
方

事
業
着
炭
之
期
ニ

際
し
本
月
末
遅
ク
テ
来
月

上
旬
迄
種
々
用
向
有
之
候
。

右
ニ
付
本
月
末
か
来
月
上
旬
ニ
ハ

必
帰
坂
可
致
候
。
夫
迄
御
猶

豫
ハ
不
叶
や
。
尤
発
起
人

組
織
ニ
付
テ
ハ
小
子
も
考
居
候

愚
意
有
之
其
外
種
々
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申
上
度
義
も
御
坐
候
。
若
来
月

上
旬
ニ
帰
坂
し
て
ハ
御
計
画
の

基
ニ
御
差
支
候
事
ナ
レ
ハ

大
事
也
。
此
手
紙
着
次
第

左
ニ
電
報
被
下
候
。

　

ス
グ
キ
ハ
ン
ア
リ
タ
シ

右
御
報
被
下
候
ハ
ヽ
当
地
之

用
務
豫
メ
夫
々
へ
命
し
置

一
寸
立
帰
り
可
申
候
。
併

左
候
時
ニ
ハ
又
折
返
シ
テ
下
筑

セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
と
相
成
候
間

是
又
御
承
知
置
被
下
度
候
。

来
月
ノ
上
旬
迄
ニ
帰
坂
仕
候
ハ
ヽ

よ
ろ
し
き
義
ニ
候
ハ
ヽ
お
返
事
ニ

不
及
候
。
小
子
帰
坂
迄
ニ
何
か
之
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御
手
順
ハ
付
置
被
下
候
。
帰
坂

候
ハ
ヽ
小
子
ノ
及
フ
限
り
ハ
尽
力

仕
度
情
神
ニ
御
坐
候
。

先
者
は
右
貴
酬
迄

如
此
御
坐
候
也
。

　

六
月
十
五
日

　
　
　
　

廣
岡　

浅

成
瀬
先
生

　
　
　

呈　

閣
下

に
危
機
に
直
面
し
た
加
島
屋
を
救
う
た
め
実
業
界
に
身
を
投
じ
た
。

炭
鉱
経
営
に
加
え
、
一
八
八
八
年
に
加
島
銀
行
を
設
立
、
一
九
〇

二
年
に
は
大
同
生
命
の
創
業
に
立
ち
合
い
、
卓
越
し
た
経
営
手
腕

を
発
揮
し
た
。

女
子
大
学
設
立
を
企
図
し
た
成
瀬
仁
蔵
が
広
岡
浅
子
の
許
を
訪

﹇
解
題
﹈

広
岡
浅
子
（
一
八
四
九
―
一
九
一
九
）
は
小
石
川
三
井
家
第
六

代
当
主
高
益
の
娘
で
、
父
の
死
後
は
義
兄
の
許
で
、
甥
に
あ
た
る

三
井
三
郎
助
と
姉
弟
の
よ
う
に
育
っ
た
。
一
八
六
五
年
に
大
阪
の

豪
商
加
島
屋
一
族
の
広
岡
新
五
郎
に
嫁
ぎ
、
明
治
維
新
の
動
乱
期
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れ
た
の
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
で
あ
る
。
成
瀬
は
二
月

二
一
日
刊
行
の
著
作
『
女
子
教
育
』
を
携
え
、
女
子
大
学
設
立
運

動
を
開
始
し
た
。
大
阪
府
知
事
内
海
忠
勝
に
次
い
で
、
梅
花
女
学

校
時
代
か
ら
面
識
の
あ
っ
た
奈
良
の
豪
農
土
倉
庄
三
郎
を
訪
ね
、

土
倉
か
ら
広
岡
浅
子
を
紹
介
さ
れ
る
。
か
ね
て
女
子
教
育
の
必
要

を
表
明
し
て
い
た
広
岡
の
許
へ
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
種
々
の
学
校

の
設
立
に
支
援
を
求
め
る
人
々
が
訪
れ
て
い
た
が
、
そ
の
教
育
主

義
が
自
分
の
そ
れ
と
は
違
う
と
し
て
、
支
援
を
断
っ
て
き
た
。
成

瀬
も
そ
う
し
た
人
々
の
一
人
と
見
た
広
岡
は
、
直
ち
に
賛
意
を
表

す
る
こ
と
は
な
く
、
折
か
ら
九
州
に
あ
る
自
社
の
炭
鉱
へ
赴
く
た

め
、
大
阪
を
離
れ
た
。
そ
こ
で
初
め
て
『
女
子
教
育
』
を
繙
い
た

広
岡
は
、「
繰
り
返
し
て
読
み
ま
し
た
こ
と
が
三
回
、
先
生
の
主

義
に
就
て
御
熱
心
な
る
こ
と
は
自
ら
其
書
の
上
に
顕
れ
て
居
っ
て
、

私
は
之
を
読
ん
で
感
涙
止
ま
な
か
っ
た
位
で
し
た
」
と
述
べ
て
い

る
（『
日
本
女
子
大
学
校
学
報
』
第
一
号　

明
治
三
六
年
七
月
発

行
）。
大
阪
に
帰
る
と
す
ぐ
広
岡
は
成
瀬
を
訪
問
し
、
助
力
を
誓

い
、
自
ら
支
援
者
の
獲
得
に
奔
走
し
た
。
こ
の
の
ち
広
岡
は
土
倉

庄
三
郎
と
図
り
各
々
五
千
円
を
創
立
資
金
と
し
て
寄
附
、
以
後
資

金
集
め
の
先
頭
に
立
っ
て
女
子
大
学
設
立
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な

る
。六

月
一
五
日
付
の
本
書
簡
で
は
、
五
月
一
三
日
に
東
京
で
大
き

な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
大
阪
で
手
応
え
を
感
じ
た
成

瀬
は
東
京
へ
出
向
き
、
時
の
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
の
賛
成
を
求
め

て
面
談
し
た
。
伊
藤
は
直
ち
に
賛
意
を
表
し
、
文
部
大
臣
西
園
寺

公
望
、
大
隈
重
信
、
近
衛
篤
麿
ら
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め
た
が
、

こ
の
一
連
の
成
功
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
勢
い
に

乗
っ
て
発
起
人
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
成
瀬
に
、
家
業
の

多
忙
を
縫
っ
て
協
力
し
よ
う
と
す
る
広
岡
の
緊
迫
し
た
様
子
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
成
瀬
仁
蔵
に
宛
て
た
広
岡
浅
子
の
書
簡
は
本
状
を

含
め
九
通
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。（
翻
刻
協
力
・
北
野
剛
）
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4
・
1　
「
新
任
教
員
の
集
い
」
参
加
者
見
学

（
成
瀬
記
念
講
堂
も
）、
主
事
他
説
明

4
・
8　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
目
白
）
群
馬
県
立
土

屋
文
明
記
念
文
学
館
の
学
芸
員
1
名
、
資
料
借

用
の
た
め
来
館
（
7
・
1
返
却
）

4
・
14　

茂
木
電
気
、
書
庫
の
震
災
に
よ
る
被
害

確
認
の
た
め
来
館

4
・
19　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
西
生
田
記
念
室
）
城

南
予
備
校
、
広
報
誌
制
作
の
た
め
来
館
撮
影

4
・
20　

西
生
田
記
念
室
、
大
学
入
学
式
に
つ
き

開
室
。
見
学
者
93
名

4
・
22　

横
浜
女
学
院
の
校
長
他
3
名
来
館

4
・
25　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
1
校
）
27
名
見
学
、
説
明

4
・
27　

附
属
豊
明
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
部
4
名
、

取
材
の
た
め
来
館

4
・
28　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
17
名
見
学
、
説
明
。

5
・
2　

附
属
中
学
校
1
年
生
約
250
名
見
学
（
分

館
も
）、
説
明

5
・
6　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
3
名
お
よ
び
教
員
1
名
見
学
、
説

明
5
・
12　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
2
校
）
135
名
見
学
、
自
由
見
学

5
・
19　

さ
く
ら
ナ
ー
ス
リ
ー
よ
り
資
料
移
管

5
・
25　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
1
名
見
学
、
説
明

5
・
27　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
目
白
）

6
・
3　

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会

2
0
1
1
年
度
総
会
（
於　

女
子
美
術
大
学
）

に
参
加
（
岸
本
）

6
・
8　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
11
名
見
学
、
説
明

6
・
9　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
西
生
田
記
念
室
）。

文
京
ミ
ュ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
の
施
設
紹
介
の
た
め
の

資
料
提
供
。
リ
カ
レ
ン
ト
の
学
生
、
授
業
で
ポ

ス
タ
ー
制
作
の
た
め
記
念
館
を
撮
影

6
・
12　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
た
め
特

別
開
館
、
見
学
者
164
名
（
日
曜
日
）

6
・
13　

資
料
貸
出
中
の
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記

念
文
学
館
の
企
画
展
を
見
学
（
岸
本
・
杉
崎
）

6
・
17　

燻
蒸
の
た
め
資
料
搬
出
（
6
・
24
終
了
、

搬
入
）

6
・
18　

西
生
田
記
念
室
、
中
学
校
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
の
た
め
特
別
開
室
、
見
学
者
28
名

6
・
21　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
10
名
見
学
、
説
明

6
・
23　

成
瀬
仁
蔵
生
誕
記
念
日
に
つ
き
分
館
特

別
公
開
、
説
明
、
見
学
者
12
名

6
・
24　

附
属
豊
明
小
学
校
1
年
生
3
ク
ラ
ス
、

校
長
及
び
教
員
見
学

6
・
27　

成
瀬
記
念
館
運
営
委
員
会
（
本
年
度
第

1
回
）

6
・
29　

広
報
渉
外
課
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
動
画
撮

影
の
た
め
来
館

7
・
4　

附
属
豊
明
小
学
校
3
年
生
2
ク
ラ
ス
及

び
教
員
見
学

7
・
5　

附
属
豊
明
小
学
校
2
・
4
年
生
1
ク
ラ

ス
及
び
教
員
見
学

7
・
6　

附
属
豊
明
小
学
校
6
年
生
2
ク
ラ
ス
及

び
教
員
5
名
見
学
。
広
報
渉
外
課
『M

O
O
K

』

作
成
の
た
め
来
館
撮
影

7
・
7　

附
属
豊
明
小
学
校
2
年
生
2
ク
ラ
ス
及

び
教
員
3
名
見
学

成
瀬
記
念
館

二
〇
一
一
年
度
・
活
動
の
記
録

二
〇
一
一
年
度
業
務
日
誌
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7
・
8　

附
属
豊
明
小
学
校
3
年
生
1
ク
ラ
ス
・

6
年
生
1
ク
ラ
ス
お
よ
び
教
員
4
名
見
学

7
・
11　

附
属
豊
明
小
学
校
4
年
生
2
ク
ラ
ス
及

び
教
員
2
名
見
学
（
休
館
日
）。
自
衛
消
防
訓

練
（
小
石
川
消
防
署
立
合
）。

7
・
12　

附
属
豊
明
小
学
校
5
年
生
1
ク
ラ
ス
及

び
教
員
2
名
見
学

7
・
15　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
2
校
）
67
名
見
学
、
説
明
。『
成
瀬
記
念

館　

２
０
０
９　

№
26
』（
2
千
部
）
納
品

7
・
19
〜
8
・
5　

平
成
23
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・

カ
レ
ッ
ジ
資
料
管
理
学
研
修
会
（
於　

国
文
学

研
究
資
料
館
）
参
加
（
杉
崎
）

7
・
22　

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
椿
山
荘
に

て
「
智
惠
子
抄
創
刊
70
周
年
記
念　

智
惠
子
の

紙
絵
と
写
真
が
つ
な
ぐ
親
子
展
」
開
催
、
資
料

提
供
（
〜
8
・
28
）、
こ
の
期
間
、
希
望
者
に

講
堂
の
成
瀬
仁
蔵
胸
像
を
公
開

7
・
26　

本
年
度
当
館
受
入
れ
予
定
の
博
物
館
実

習
生
6
名
と
事
前
打
合
せ

8
・
6　

西
生
田
記
念
室
、「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
」
の
た
め
特
別
開
室
、
見
学
者
202
名
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
」
参
加
者
に
説
明

（
12
回
実
施
、
土
曜
日
）

8
・
7　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
た
め
特

別
開
館
、
見
学
者
257
名
（
日
曜
日
）

8
・
9　

同
志
社
大
学
教
員
1
名
、
資
料
閲
覧
の

た
め
来
館
（
〜
8
・
18
）

8
・
17　

消
防
設
備
点
検
（
講
堂
地
下
倉
庫
・
分

館
も
）

8
・
30
〜
9
・
6　

博
物
館
実
習
（
家
政
経
済
学

科
1
名
、
史
学
科
2
名
、
文
化
学
科
2
名
、
科

目
等
履
修
生
1
名
）

9
・
7　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
46
名
見
学
、
説
明

9
・
10　
『
青
鞜
』
創
刊
１
０
０
周
年
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
世
界
が
読
む
青
鞜
」
の

た
め
特
別
開
館
、
326
名
見
学
、
分
館
75
名
見
学

（
土
曜
日
）

9
・
15　

西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
社
会
教
育
学

会
開
催
に
つ
き
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
関
す

る
出
張
展
示

9
・
19　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
目
白
）。「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
つ
き
平
常
通
り
開
館
、
見
学

者
108
名
（
祝
日
）

9
・
21　

タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
「
文
京　

歴
史
と
文
化

マ
ッ
プ
」、
取
材
の
た
め
来
館
・
撮
影

9
・
22　

木
更
津
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
35
名
来

館
、
自
由
見
学

9
・
28　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
38
名
見
学
、
説
明

9
・
30　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
西
生
田
記
念
室
）

10
・
6　

附
属
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
目
白
キ
ャ
ン
パ

ス
め
ぐ
り
」
の
下
見
の
た
め
18
名
見
学
、
説
明

（
分
館
・
講
堂
も
）。
防
災
訓
練

10
・
8　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
1
校
）
23
名
見
学
。
西
生
田
記
念
室
、

十
月
祭
に
つ
き
特
別
開
室
、
見
学
者
22
名
（
土

曜
日
）

10
・
9　

西
生
田
記
念
室
、
十
月
祭
に
つ
き
特
別

開
室
、
見
学
者
65
名
（
日
曜
日
）

10
・
13　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
68
名
及
び
教
員
2
名
見
学
、
説
明

10
・
19　

附
属
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
目
白
キ
ャ
ン
パ

ス
め
ぐ
り
」
で
76
名
見
学
（
分
館
も
）。
入
学

課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校
生
（
1
校
）

6
名
見
学
、
説
明

10
・
22
〜
23　

目
白
祭
に
つ
き
平
常
通
り
開
館
、

見
学
者
合
計
362
名
。
西
生
田
記
念
室
、
日
女
祭

に
つ
き
平
常
通
り
開
室
、
見
学
者
合
計
33
名

（
土
・
日
曜
日
）

10
・
24　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
36
名
見
学
、
説
明
（
休
館
日
）

10
・
25　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
58
名
見
学
、
説
明
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10
・
28　

東
京
都
高
等
学
校
進
路
指
導
協
議
会
・

多
摩
地
区
高
等
学
校
進
路
指
導
協
議
会
教
員
26

名
見
学
、
説
明

10
・
29　

桜
楓
会
三
重
支
部
9
名
、
分
館
見
学

10
・
29
〜
30　

西
生
田
記
念
室
、
も
み
じ
祭
に
つ

き
特
別
開
室
、
見
学
者
合
計
35
名
（
土
・
日
曜

日
）

10
・
31
〜
11
・
1　

成
瀬
記
念
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
化
に
向
け
、
京
都
大
学
大
学
文
書
館
、
同
志

社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
他
を
視
察
（
吉
良
・
杉

崎
）

11
・
1　

入
学
課
、
冊
子
の
た
め
館
内
撮
影

11
・
2
〜
4　

福
井
貞
子
絵
絣
展
お
よ
び
上
代
タ

ノ
展
準
備
の
た
め
鳥
取
・
島
根
出
張
（
岸
本
・

杉
崎
）

11
・
9　

東
京
新
聞
の
担
当
者
、
資
料
撮
影
の
た

め
来
館

11
・
11　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
27
名
及
び
教
員
2
名
見
学
、
説
明
。

西
南
学
院
大
学
教
授
、
助
教
、
大
学
院
生
6
名

訪
問
、
館
内
施
設
見
学
。
創
立
110
周
年
記
念
出

版
物JW

U
 1901-2011 A

 H
istory in P

hoto-

graphs

納
品
（
成
瀬
記
念
館
編
纂
・
日
本
女

子
大
学
発
行
）

11
・
14
〜　

本
館
の
国
際
交
流
展
と
連
携
し
、
百

年
館
ロ
ビ
ー
（
〜
11
・
26
）、
八
十
年
館
ロ

ビ
ー
（
〜
11
・
29
）
に
パ
ネ
ル
の
出
張
展
示

11
・
18　

ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
学
長
来
館

（
分
館
も
）

11
・
19　

創
立
110
周
年
記
念
式
典
に
つ
き
平
日
通

り
開
館
（
土
曜
日
）。
西
生
田
記
念
室
、
附
属

中
学
校
説
明
会
に
つ
き
特
別
開
室
、
見
学
者
22

名
（
土
曜
日
）

11
・
24　

総
合
研
究
所
研
究
課
題
47
「
成
瀬
仁
蔵

お
よ
び
本
学
学
園
史
研
究
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
」
公
開
研
究
会
開
催

11
・
29　

本
学
非
常
勤
教
員
1
名
、
分
館
見
学
、

説
明

11
・
30　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
1
校
）
10
名
及
び
教
員
1
名
見
学
、
説
明

12
・
1　

高
橋
未
沙
、
非
常
勤
学
芸
員
と
し
て
着

任
。
西
生
田
講
堂
運
用
委
員
会
に
出
席
（
岸

本
）

12
・
3　

総
合
研
究
所
研
究
発
表
会
に
参
加
。
西

生
田
記
念
室
、
3
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
の

た
め
特
別
開
館
、
見
学
者
23
名
（
土
曜
日
）

12
・
6　

新
潮
社
3
名
、
資
料
閲
覧
の
た
め
来
館

12
・
10　
「
入
試
相
談
会
」
の
た
め
延
長
開
館
、

見
学
者
約
100
名
（
土
曜
日
）。
附
属
豊
明
小
学

校
教
員
に
校
章
を
貸
出
（
12
・
15
返
却
）

12
・
13　

広
報
渉
外
課
、JW

U
 M
ovie N

ew
s

作

成
の
た
め
館
内
撮
影

12
・
16　

文
京
区
主
催
「『
青
鞜
』
創
刊
100
周
年

記
念
展
示　
『
青
鞜
』
か
ら
現
代
へ　

私
た
ち

が
引
き
継
ぐ
も
の
」
へ
の
資
料
貸
出
（
12
・
24

返
却
）

1
・
10　

広
報
渉
外
課
、「
大
学
案
内
」
の
た
め

館
内
撮
影

1
・
16　

附
属
豊
明
小
学
校
3
年
生
、
分
館
見
学
。

図
録
『
福
井
貞
子
絵
絣
展
』
納
品

1
・
17　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
目
白
）、
平
井
伸
治

鳥
取
県
知
事
来
館

1
・
19　

筑
波
大
学
盲
学
校
の
教
員
2
名
、
博
物

館
相
当
施
設
に
つ
い
て
取
材
の
た
め
来
館

1
・
27　
「
福
井
貞
子
絵
絣
展
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
開
催
、
11
時
と
14
時
の
計
2
回
実
施

1
・
28　

創
立
者
告
別
講
演
記
念
瞑
想
会
の
た
め

平
常
通
り
開
館
（
土
曜
日
）。「
福
井
貞
子
絵
絣

展
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
開
催
、
11
時
と
14
時

の
計
2
回
実
施
。
展
示
オ
ー
プ
ン
（
西
生
田
記

念
室
）。
西
生
田
記
念
室
、
附
属
豊
明
小
学
校

音
楽
会
（
於　

西
生
田
成
瀬
講
堂
）
に
つ
き
昼

過
ぎ
ま
で
開
室
、
67
名
見
学

2
・
1
〜
3　

入
試
期
間
中
11
時
よ
り
14
時
の
間
、

受
験
生
付
添
者
見
学
に
つ
き
臨
時
開
館
、
見
学
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者
合
計
76
名

2
・
4　

2
月
の
土
曜
日
、
平
常
通
り
特
別
開
館

2
・
14　
「
福
井
貞
子
絵
絣
展
」
展
示
替
え
、
後

期
展
示
開
始

2
・
18　

西
生
田
記
念
室
、
附
属
中
学
校
新
入
生

保
護
者
会
に
つ
き
臨
時
開
室
、
見
学
者
58
名

（
土
曜
日
）

2
・
22　

成
瀬
記
念
館
外
壁
・
屋
根
・
ブ
ラ
イ
ン

ド
改
修
工
事
（
〜
3
・
26
）

3
・
6　

附
属
豊
明
小
学
校
6
年
生
1
ク
ラ
ス
見

学
3
・
7　

電
動
書
架
定
期
点
検

3
・
8　

防
災
管
理
定
期
点
検
（
分
館
も
）

3
・
16　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
西
生
田
記
念
室
）

3
・
20　

大
学
卒
業
式
の
た
め
西
生
田
記
念
室
開

室
、
見
学
者
約
100
名
（
祝
日
）

3
・
31　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
つ
き
特

別
開
館
、
56
名
見
学
（
土
曜
日
）

二
〇
一
一
年
度
成
瀬
記
念
館
運
営
委
員

蟻
川
芳
子
館
長
（
学
長
）、
石
川
孝
重
家
政
学

部
長
、
清
水
康
行
文
学
部
長
／
成
瀬
記
念
館
担

当
理
事
、
飯
長
喜
一
郎
人
間
社
会
学
部
長
、
今

市
涼
子
理
学
部
長
／
附
属
幼
小
担
当
理
事
、
岩

崎
洋
子
家
政
学
部
通
信
教
育
課
程
長
、
佐
々
井

啓
教
養
特
別
講
義
1
委
員
会
委
員
長
、
村
井
早

苗
教
養
特
別
講
義
2
委
員
会
委
員
長
、
島
崎
恒

藏
図
書
館
長
、
島
田
法
子
総
合
研
究
所
所
長
、

岩
田
正
美
現
代
女
性
キ
ャ
リ
ア
研
究
所
所
長
、

新
見
肇
子
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
、
若
林
元

常
務
理
事
、
小
山
高
正
附
属
中
高
担
当
理
事
、

後
藤
祥
子
桜
楓
会
理
事
長
、
吉
良
芳
恵
成
瀬
記

念
館
主
事

二
〇
一
一
年
度
成
瀬
記
念
館
構
成
メ
ン
バ
ー

館
長
・
蟻
川
芳
子
、
主
事
・
吉
良
芳
恵
、
館

員
・
岸
本
美
香
子
（
主
任
）、
杉
崎
友
美
、
非

常
勤
・
梅
原
裕
香
、
大
門
泰
子
、
大
谷
美
枝
子
、

加
藤
き
よ
み
、
佐
久
間
妙
美
、
佐
藤
恭
子
、
長

尾
順
子
、
高
橋
未
沙
（
12
・
1
着
任
）、
山
本

文
子
、

博
物
館
実
習

二
〇
一
一
年
度
の
博
物
館
実
習
（
第
二
二
回
）

は
、
八
月
三
〇
日
（
火
）
か
ら
九
月
六
日
（
火
）

ま
で
の
六
日
間
の
日
程
で
行
な
っ
た
。
実
習
生
は
、

家
政
経
済
学
科
一
名
、
史
学
科
二
名
、
文
化
学
科

二
名
、
科
目
等
履
修
生
一
名
で
、
企
画
展
「
日
本

女
子
大
学
の
国
際
交
流
展
」
の
準
備
に
参
加
し
た
。

実
習
生
は
、
事
前
に
二
人
一
組
で
留
学
学
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
、

さ
ら
に
本
学
の
協
定
大
学
制
度
に
つ
い
て
資
料
を

調
査
し
、
そ
の
源
流
と
変
遷
、
今
後
の
展
望
に
関

す
る
解
説
パ
ネ
ル
を
作
成
し
た
。

実
習
中
は
こ
の
ほ
か
収
蔵
資
料
整
理
、
展
示
作

業
等
、
学
芸
員
の
基
本
的
な
業
務
を
体
験
し
た
。

業
務
統
計

開
館
日
数　

目
白　

167
日
、
西
生
田　

127
日

入
館
者
数　

目
白　
　

約
六
、
三
〇
〇
人

西
生
田　

約
二
、
一
〇
〇
人

資
料
提
供

学
園
史
関
係
質
問
受
付
お
よ
び
資
料
提
供

 

一
一
〇
件

出
版
・
映
像
の
た
め
の
資
料
提
供

 

二
八
件

そ
の
他

『
成
瀬
記
念
館　

二
〇
一
一
』
の
発
行　

二
〇
〇
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〇
部

『
実
践
倫
理
講
話
筆
記　

明
治
四
十
二
年
度
ノ
部
』

の
発
行　

一
五
〇
部

『
日
本
女
子
大
学
史
資
料
集　

第
五
―
（
四
）
日

本
女
子
大
学
校
規
則　

大
正
四
年
度
―
八
年
度
』

の
発
行　

一
〇
〇
部

研
修
等
参
加
（
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本

部
会
二
〇
一
一
年
度
総
会
、
平
成
二
三
年
度
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
資
料
管
理
学
研
修
会
、
文

京
ミ
ュ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
、
展
示
見
学
な
ど
）

資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
媒
体
変
換

二
〇
一
一
年
度
展
示
一
覧

﹇
成
瀬
記
念
館
（
目
白
）﹈

4
・
8
〜
5
・
14

「
シ
リ
ー
ズ
〝
天
職
に
生
き
る
〞

　

―
成
瀬
仁
蔵
と
長
州
の
男
た
ち
」
展

5
・
27
〜
7
・
30

お
よ
び
8
・
4
、
7
、
11
、
18
、
25

「
軽
井
沢
夏
季
寮
の
生
活

　

―
附
属
豊
明
小
学
校
「
夏
の
学
校
」」
展

9
・
19
、
9
・
21
〜
12
・
22

「
日
本
女
子
大
学
の
国
際
交
流
展
」

1
・
17
〜
3
・
3

「
シ
リ
ー
ズ
〝
創
る
〞（
６
）
藍
に
生
き
て

　

福
井
貞
子
絵
絣
展
」

﹇
西
生
田
記
念
室
﹈

4
・
19
〜
5
・
27

「
シ
リ
ー
ズ
〝
天
職
に
生
き
る
〞

　

―
成
瀬
仁
蔵
と
『
服
』」
展

6
・
9
〜
7
・
29
お
よ
び
8
・
6

「
軽
井
沢
夏
季
寮
の
生
活

　

―
附
属
豊
明
小
学
校
「
夏
の
学
校
」」
展

9
・
30
〜
12
・
22

「
日
本
女
子
大
学
の
国
際
交
流
展
」

1
・
28
〜
3
・
2

「
日
本
女
子
大
学
の
お
ひ
な
さ
ま
」
展
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●
成
瀬
記
念
館
（
目
白
）

創
立
者
成
瀬
仁
蔵
の
生
き
方
を
様
々
な
切
り
口

か
ら
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
展
示
。
今
回
は
、
本
学

の
創
立
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
長
州
出
身
者
を
取

り
上
げ
た
。

成
瀬
を
牧
師
の
道
へ
と
導
き
、
ア
メ
リ
カ
留
学

を
通
し
て
女
子
高
等
教
育
機
関
の
必
要
性
に
目
覚

め
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
澤
山
保
羅
。
女
子
大
学

校
設
立
運
動
の
最
初
の
支
援
者
で
あ
る
内
海
忠
勝
。

同
じ
く
協
力
者
と
な
っ
た
、
時
の
総
理
大
臣
伊
藤

博
文
や
山
縣
有
朋
。
彼
ら
が
成
瀬
と
同
じ
長
州
出

身
で
あ
っ
た
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
写
真
や
書
簡
、

肖
像
画
な
ど
を
展
示
し
た
。

軽
井
沢
夏
季
寮
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
シ
リ
ー
ズ
展
示
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
附
属

豊
明
小
学
校
の
大
切
な
恒
例
行
事
の
一
つ
で
あ
る

「
夏
の
学
校
」。

一
九
三
八
（
昭
和
一
二
）
年
に
幼
稚
園
を
使
用

し
て
始
ま
っ
た
「
夏
の
学
校
」
は
、
翌
年
か
ら
三

泉
寮
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
集
団
疎
開
に
よ

る
中
止
の
時
期
が
あ
っ
た
も
の
の
現
在
に
至
る
ま

で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
展
示
に
際
し
て
、
豊
明
小
学
校
の
卒
業
生

か
ら
絵
日
記
や
版
画
集
、
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
出
品

い
た
だ
き
、
貴
重
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
た
。
小
学
校
か
ら
は
、
当
時
の
『
学
寮
日
誌
』

や
ア
ル
バ
ム
、
小
学
生
が
軽
井
沢
で
使
用
す
る
テ

キ
ス
ト
や
自
然
観
察
の
記
録
な
ど
を
出
品
い
た
だ

き
、
幅
広
い
内
容
の
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
展
示
期
間
中
、
小
学
生
全
員
が
来
館
、

こ
れ
か
ら
参
加
す
る
「
夏
の
学
校
」
に
つ
い
て
熱

心
に
見
学
し
て
い
た
。

展
示
の
記
録（
二
〇
一
一
年
度
）

「シリーズ“天職に生きる”
成瀬仁蔵と長州の男たち」展
2011.4.8（金）～5.14（土）

「軽井沢夏季寮の生活 附属豊明小学校　夏の学校」展
（目白）2011.5.27（金）～7.30（土）、および 8.4・7・11・
18・25
（西生田）6.9（木）～7.29（金）、および 8.6

卒業生の作品

小学生の見学風景
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学
園
創
立
一
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
、「
国
際

交
流
展
」
を
開
催
し
た
。
創
立
者
成
瀬
の
ア
メ
リ

カ
留
学
に
始
ま
る
国
際
交
流
の
歴
史
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
近
年
学
園
で
進
行
し
て
い
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
現
在
大
学
が
力
を
入
れ
て
い
る
協

定
大
学
留
学
制
度
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
行
っ

た
。ま

ず
家
政
学
部
の
佐
々
井
啓
教
授
を
中
心
と
し

た
途
上
国
へ
の
家
庭
科
教
育
の
推
進
を
目
的
と
し

た
「
ア
ジ
ア
家
庭
科
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
別
研
修
と
し
て
委
託
さ
れ
た
「
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
女
性
教
育
支
援
」
な
ど
を
紹
介
。
続

い
て
協
定
大
学
留
学
制
度
で
は
、
国
際
交
流
課

の
協
力
の
も
と
、
博
物
館
実
習
生
が
実
際
に
留
学

制
度
を
利
用
し
た
学
生
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
。

こ
の
展
示
は
一
一
〇
周
年
記
念
式
典
に
合
わ
せ

て
、
百
年
館
高
層
棟
ロ
ビ
ー
と
八
十
年
館
一
階
の

ラ
ウ
ン
ジ
、
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
横
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
出
張
展
示
を
行
っ
た
。

造
形
芸
術
の
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
紹
介

す
る
シ
リ
ー
ズ
〝
創
る
〞
第
六
弾
と
し
て
、
絵
絣

作
家
・
研
究
者
で
鳥
取
県
無
形
文
化
財
保
持
者
の

福
井
貞
子
氏
の
作
品
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
上

げ
た
。

福
井
氏
は
一
九
六
二
年
通
信
教
育
部
生
活
芸
術

科
を
卒
業
。
嫁
ぎ
先
で
鳥
取
県
倉
吉
市
の
伝
統
工

芸
で
あ
る
「
倉
吉
絣
」
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

当
時
す
で
に
衰
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
倉
吉
絣
の
織

り
手
た
ち
を
訪
ね
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
日
本
家
政
学
会
で
報
告
、
著
書
に
も
ま

「日本女子大学の国際交流」展
（目白）2011.9.19（月・祝）、
9.21（水）～12・22（木）
（西生田）9.30（金）～12.22（木）

「シリーズ“創る”（6）
福井貞子絵絣展̶藍に生きて」
2012.1.17（火）～3.3（土）

百年館ロビーと八十年館ラウンジの展示風景
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と
め
た
。
ぼ
ろ
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
寸
前
の
古
布

を
譲
り
受
け
た
り
、
古
着
屋
で
各
地
の
古
絣
を
収

集
し
、
絣
織
の
技
法
の
探
求
に
努
め
た
。
福
井
氏

の
研
究
は
、
無
名
の
織
り
職
人
の
人
生
ま
で
拾
い

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

本
展
で
は
福
井
氏
が
収
集
し
た
倉
吉
、
広
瀬
、

久
留
米
の
古
絣
の
逸
品
と
福
井
氏
が
制
作
し
た
伝

統
的
な
倉
吉
絣
に
加
え
、
草
木
染
の
糸
を
用
い
て

倉
吉
の
自
然
を
表
現
し
た
芸
術
性
の
高
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
、
さ
ら
に
草
木
染
の
材
料
や
道
具
類
、

資
料
等
を
展
示
し
た
。

会
期
中
、
福
井
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

と
手
つ
む
ぎ
の
実
演
を
行
な
い
、
繰
り
返
し
見
学

に
訪
れ
る
人
も
あ
り
、
好
評
で
あ
っ
た
。

●
西
生
田
記
念
室

社
会
の
改
良
を
自
ら
の
天
職
と
し
た
創
立
者
成

瀬
仁
蔵
は
、
そ
の
土
台
と
な
る
家
庭
の
改
良
が
不

可
欠
と
考
え
た
。「
家
政
学
」
を
科
学
に
基
づ
く

学
問
と
位
置
づ
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
、
衛

生
面
や
経
済
面
、
機
能
性
や
快
適
性
と
い
う
観
点

か
ら
衣
生
活
が
見
直
さ
れ
た
。

展
示
で
は
、
授
業
や
家
庭
実
習
の
場
で
も
あ
っ

た
学
寮
、
同
窓
会
組
織
桜
楓
会
の
家
庭
部
研
究
会

な
ど
で
研
究
開
発
さ
れ
た
割
烹
着
や
改
良
服
、
運

動
服
な
ど
も
紹
介
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
お
ひ
な
さ
ま
展
。
雛
祭
り

の
季
節
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
、
日
本
女
子
大
学
の

学
寮
や
、
卒
業
生
宅
な
ど
で
大
切
に
飾
ら
れ
て
き

た
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
雛
人
形
を
展
示
し
て
い

る
。七

段
飾
り
や
市
松
人
形
、
屏
風
の
ほ
か
、
今
回

は
箪
笥
、
針
箱
、
鏡
台
、
御
所
車
な
ど
の
お
道
具

類
を
多
数
紹
介
し
た
。

今
年
も
学
園
関
係
者
の
ほ
か
地
域
の
方
々
な
ど

多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
た
。

「日本女子大学のおひなさま」
2012.1.28（土）～3.2（金）

シリーズ「天職に生きる」
成瀬仁蔵と「服」
2011.4.19（火）～5.27（金）

明治時代の久留米絣の布団側。
富士山、鉄橋を渡る汽車、汽船
などが描かれている。
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■
成
瀬
記
念
館
よ
り

昨
年
秋
、
本
学
は
、
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
と

し
て
、
成
瀬
記
念
館
の
編
集
に
な
る
英
文
の
写
真

集
を
刊
行
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

種
々
の
行
事
が
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、

急
遽
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
記
念

館
の
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
に
よ
り
重
責
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
写
真
集
の
英
文
訳
を
お
引
き

受
け
下
さ
っ
た
ソ
ー
ン
ト
ン
名
誉
教
授
と
成
瀬
記

念
館
の
原
稿
の
や
り
と
り
は
、
猛
暑
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
タ
イ
ト
ル
の
命
名
も
含
め
、
素
敵

な
写
真
集
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の
言

葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
部
数
の
関
係
か
ら
、
学

生
や
学
園
の
方
々
に
配
布
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

そ
の
お
披
露
目
も
か
ね
て
、
百
年
館
1
階
ロ
ビ
ー

で
成
瀬
記
念
館
と
し
て
は
初
め
て
の
出
張
展
示
を

行
い
ま
し
た
。
写
真
集
に
掲
載
し
た
写
真
の
ほ
か

に
、
開
校
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
大
学
校
時
代

の
留
学
生
に
つ
い
て
、
大
学
の
協
力
の
も
と
初
め

て
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
な
分
析

は
本
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
日

本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
が
、
留
学
生
と
の
関

係
を
通
し
て
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 （
吉
良
）

成
瀬
記
念
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
化
実
現
に
向
け

て
、
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
収
蔵
資
料
整
理
に
本
格

的
に
着
手
し
ま
し
た
。
開
館
前
か
ら
の
カ
ー
ド
目

録
と
開
館
後
の
寄
贈
・
移
管
台
帳
の
デ
ー
タ
化
、

そ
れ
ら
と
現
物
資
料
と
の
照
合
、
保
存
形
態
の
最

適
化
、
媒
体
変
換
な
ど
で
す
。
と
は
い
え
、
通
常

業
務
を
行
な
い
な
が
ら
の
作
業
は
困
難
を
極
め
ま

す
。
今
年
は
、
専
任
も
非
常
勤
も
春
休
み
返
上
で

作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

（
岸
本
）

昨
年
度
は
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
調
査
と
し
て
、

京
都
大
学
大
学
文
書
館
、
同
志
社
大
学
社
史
資
料

セ
ン
タ
ー
、
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
、

各
機
関
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。
史
料
管
理
学
研
修
会
（
前
期
）
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て

勉
強
し
た
一
年
で
し
た
。
学
ん
だ
知
識
を
日
々
の

業
務
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
杉
崎
）

昨
年
一
二
月
に
成
瀬
記
念
館
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
博
物
館
の
仕
事
は
と
て
も
幅
広
く
、
覚
え

る
こ
と
が
山
積
み
で
す
。
失
敗
も
多
い
で
す
が
、

主
事
、
主
任
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
か
ら

の
温
か
い
ご
指
導
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
毎
日
精

進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。 
（
高
橋
）
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